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令和６年度アイランドシティはばたき公園管理・運営等アドバイザー会議 

－ 議 事 要 旨 － 

日 時： 令和 7 年 3 月 3 日（月） 15 時 00 分 ～ 17 時 45 分 

会 場： 博多港センタービル 8F 局議室（対面） 

参加者：［アドバイザー］ 6 名    

・桑江 朝比呂 （港湾空港技術研究所 沿岸環境研究領域長） 【座長】

・岡田 知也 （国土交通省 国土技術政策総合研究所 海洋環境・危機管理研究室長） 

・服部 卓郎 （NPO 法人 ふくおか湿地保全研究会 理事長） 

・中島 淳 （福岡県 保健環境研究所 専門研究員） 

・林 博徳 （九州大学大学院 工学研究院 環境社会部門 准教授） 

・内田 泰三 （九州産業大学 建築都市工学部 教授） 

［事 務 局］ 8 名 

・福岡市 港湾空港局 アイランドシティ事業部

井戸 計画調整課長、古賀 基盤第２係長、宮園、吉野 

・指定管理者 はばたきエコパーク・マネジメントチーム共同事業体

松岡所長、田中副所長、岩熊、塚本 

議事次第 

(１)令和５年度 アドバイザー会議の意見と対応

(２)順応的管理

①令和６年度 モニタリングの結果報告と考察及び評価

②令和６年度 湿地の維持管理作業の報告

③令和６年度 環境学習などの実施状況
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主な意見 

（２）順応的管理

①令和６年度 モニタリングの結果報告と考察及び評価

【全体】 

・周辺の開発状況についてまとめた資料を作成すること

・毎年の評価方法について検討すること

【底質】 

・調査方法および調査地点を整理すること。

【生息環境および植生】 

・水深について、調査方法および調査地点を整理すること

・水域の「裸地」を「干出地」に修正すること。

【鳥類の生息状況】 

・ハチクマやサシバ、カワウについて、調査結果から削除すること

・はばたき公園の鳥類の飛来状況を評価するためには、博多湾全体の鳥類の生

態や飛来状況を把握することが重要である 

【水生昆虫類の生息状況】 

・参考資料２-③について、マルチビガムシを削除すること。



令和６年度 アイランドシティはばたき公園管理・運営等アドバイザー会議 

― 議 事 次 第 ― 

 

日 時：令和 7年 3月 3日（月）13：30～17：00 

会 場：博多港センタービル 8F（局議室） 

 

  ○ 現地視察 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

1.  開  会 

 

2.  開会挨拶 

 

3.  議  事 

(1) 令和５年度 アドバイザー会議の意見と対応 

 

(2) 順応的管理 

① 令和 6年度 モニタリングの結果報告と考察及び評価 

② 令和 6年度 湿地の維持管理作業の報告 

③ 令和 6年度 環境学習などの実施状況 

 

(3) ガイダンスセンターの検討について 

 

 

4. 閉  会 

資料２－① 

資料２－② 

資料２－③ 

資料３ 

・参考資料 

 参考資料２－①：アイランドシティはばたき公園 湿地の順応的管理計画（令和５年５月） 

 参考資料２－②：アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧（令和元年度～令和６年度調査） 

 参考資料２－③：アイランドシティはばたき公園で確認された水生昆虫類一覧（令和元年度～令和６年度調査） 

 参考資料２－④：アイランドシティはばたき公園で確認された植物一覧（令和２年度～令和６年度調査） 

資料１ 
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令和５年度 アイランドシティはばたき公園管理・運営等アドバイザー会議の意見と対応 

 

 

 

（１）アイランドシティはばたき公園管理・運営等アドバイザー会議設置要綱の改正 

議 事 
意 見 

発言者 対 応 
番号 前回資料 内容 

設置要綱の改正案 

 第３条 意見 1 資料 1 

P1 

アドバイザーから意見を収集する範囲は湿

地に影響を与える範囲も含めることが望ま

しい 

林アドバイザー 

桑江アドバイザー

中島アドバイザー 

湿地に影響を与える範囲を規定することは難しいため、改正

は行わないこととしました。 

 

 

（２）令和４年度 第２回アドバイザー会議の意見と対応 

議 事 
意 見 

発言者 対 応 
番号 前回資料 内容 

湿地の水環境 現況把握 

 ウ）過年度に遡った水深

推定 

意見 2 資料 2-② 

P20,21 

「4 月、11 月から 3 月」という表現を「11

月から 4 月」に修正 

岡田アドバイザー 資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 

ウ）過年度に遡った水深

推定 

意見 3 

 

資料 2-② 

P19-23 

「干上がる」という表現を「水位 0 にな

る」に修正 

 

内田アドバイザー 

桑江アドバイザー 

資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 

 

 

 

 

 

 

資料 

1 

令和６年度 アドバイザー会議資料 
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（３）順応的管理 

  ①令和５年度 モニタリングの結果報告と考察及び評価 

議 事 
意 見 

発言者 対 応 
番号 前回資料 内容 

２．モニタリング調査結果 

 1）水質 意見 4 

 

資料 3-① 

P7 

「干上がる」という表現を「水位 0 にな

る」に修正 

 

内田アドバイザー 

桑江アドバイザー 

資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 

2）底質 意見 5 

 

資料 3-① 

P9 

堆積厚は注視していくほうがよいので、

考察を「注視していく」という内容に修正 

岡田アドバイザー 資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 

5）水生昆虫類の生息状況 意見 6 

 

資料 3-① 

P19-21 

底生動物全体で調査し作成している図表

のタイトルについては底生動物に修正 

中島アドバイザー 資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 

 

5）水生昆虫類の生息状況 意見 7 

 

資料 3-① 

P22 

侵略的外来種一覧には水生昆虫類のみを

記載 

中島アドバイザー 資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 

 

5）水生昆虫類の生息状況 意見 8 資料 3-① 

P23 

侵略的外来種の評価について、「発見した

個体は駆除に努める」という表現に修正 

内田アドバイザー 

中島アドバイザー 

資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 

 

7）上記以外の分類群の侵

略的外来種の生息状況 

意見 9 資料 3-① 

P27 

確認された侵略的外来種に水生昆虫類以

外の底生動物（サカマキガイ等）を追加 

中島アドバイザー 資料修正 

ご指摘の通り修正しております。 
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モニタリングの結果報告等と考察及び評価 

 
 
１．  モニタリング指標項目と実施内容 

指標項目 調査時期・回数※１ 調査内容 

水質 

 水温、DO、濁度、pH、

塩分、電気伝導率、参

加還元電位 

令和元年度 ～ 令和６年度 

毎月１回（計１２回／年） 
・水域①～⑤ 

・ポータブル測定器※２または水温計、簡易 

検査キット等の簡易な方法で測定。 

T-N、T-P 令和元年度 

7,2 月（計２回／年） 

令和２年度 ～ 令和６年度 

4,7,10,1 月（計 4 回／年） 

・水域①～⑤ 

・水域内中心で採水。 

・採水後は保冷して持ち帰り、分析。 

・分析方法は T-N が「JIS K 0102 45」、 

T-P が「JIS 0102 46.3」 

底質 

 外観、臭い、堆積厚 令和２年度 ～ 令和６年度 

4,7,10,1 月（計 4 回／年） 
・水域①～⑤ 

・底質の外観及び硫化水素臭の有無について 

記録。 

・底泥表面から地盤までの厚みを計測。 

含水率、強熱減量 令和４年度 

4,7 月（計 2 回／年） 

令和５年度 ～ 令和６年度 

7 月（計 1 回／年） 

・水域①～⑤、池周辺の土壌（初年度のみ） 

・分析方法は含水率が「底質調査方法（H24） 

Ⅱ.4.1」、強熱減量が「底質調査方法（H24） 

Ⅱ.4.2」。 

生息環境 （水面の広さ） 

令和３年度 ～ 令和６年度 

8,2 月（計 2 回／年） 

 

（水深） 

令和２年度 

1 月（計１回／年） 

令和３年度 ～ 令和６年度 

4,7,10,1 月（計 4 回／年） 

・ドローンにより空中から湿地の全景写真を撮 

影し、水面範囲を記録。 

 

 

・水域①～⑤のそれぞれ１個所で測定。 

 

植生 

 水域 令和３年度 ～ 令和６年度 

8,2 月（計 2 回／年） 
・ドローンにより空中から湿地の全景写真を撮 

影し、ドローンの写真に基図を重ね合わせ 

て、植物の生育場や裸地の位置、広さを調べ 

る。 

陸域 令和３年度 ～ 令和６年度 

8,2 月（計 2 回／年） 
・ドローンにより空中から湿地の全景写真を撮 

影し、ドローンの写真に基図を重ね合わせ 

て、植物の生育場や裸地の位置、広さを調べ 

る。 

生 

物 

相 

鳥類の生息状況 令和元年度 ～ 令和２年度 

【1 回/月】4,5,9,11,12,1,2,3 月(計 8 回／年) 

 

令和３年度 ～ 令和６年度 

【4 回/月】4,5,9 月 

【2 回/月】8,10 月 

【1 回/月】6,11,12,1, 2,3 月(計 22 回／年) 

・定位置観測及びロードサイドカウントにより調 

査を実施。 

 

資料 

２‐① 
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                                               ※下線＿＿は令和４年度新たに指標項目に加えたもの 

 
※１ 以下、報告する調査結果については、令和６年 11 月末時点までのデータとする。 

※２ ポータブル測定器は、マルチ水質チェッカ U-50 シリーズを使用。塩分は電気伝導率に基づき塩分濃度を表示。 

電気伝導率として検出される物質はすべて塩分濃度として表示される。 

※３ 侵略的外来種…ここでは「生態系被害防止外来種リスト（環境省、平成 27 年 3 月 26 日）」の掲載種または「福岡県 

侵略的外来種リスト 2018（福岡県）」の掲載種をいう。 

※４ 重要な種…ここでは「環境省レッドリスト 2020（環境省）」の掲載種または「福岡県の希少野生生物－福岡県レッドデ 

ータブック 2014 －爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、貝類、甲殻類その他、クモ形類－（福岡県）」の掲載種をいう。 

 

調査地点 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 

物 

相 

水生昆虫類の 

生息状況 

令和元年度 

7,2 月（計 2 回／年） 

令和２年度 ～ 令和６年度 

4,7,10,1 月(計 4 回／年) 

 

 

 

 

 

 

・水域①～⑤ 

・サーバーネットを用いて植物の多い水際部 

及び水域中央部に生息する水生昆虫を採 

取。 

・水際部は水域外周半分程度を対象に 2 人 

×15 分程度実施し、採取を実施した環境、 

おおよその採取面積を記録。水域中央部 

では 0.5 ㎡、深さ 5 ㎝程度を対象に実施。 

植物の生息状況 令和２年度 ～ 令和６年度 

7,10 月(計 2 回／年) 
・現地を踏査し、植物の種類、植生の成立 

範囲を記録。 

上記以外の分類群

の侵略的外来種※3

の生息状況 

令和３年度 ～ 令和６年度 

鳥類、水生昆虫類、植物、植生調査の実施 

時 

・目視観察による記録。 

上記以外の分類群

の重要な種※4 の生

息状況 

令和３年度 ～ 令和６年度 

鳥類、水生昆虫類、植物、植生調査の実施 

時 

・目視観察による記録。 

水質調査地点 

水生昆虫類調査地点（中央部） 

水生昆虫類調査地点（水際部） 

植物調査範囲 
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2. モニタリング調査結果 

１） 水質 

 

 

 

 

 

 

 

① 概 要 

令和 6 年度、水温は 11.17～37.4℃、DO は 0.96～26.79ｍｇ/L、濁度は 7.9～666、pH は

2.09～10.67、塩分は 0.011～0.044％、電気伝導率は 0.229～0.907ms/㎝、ORP（酸化還元

電位）は-1～241mv、T-N は 0.46～2.08mg/L、T-P は 0.023～0.206mg/L であった。 

 

② 調査結果 

(ア)  水温 

図 1 水温の経年変化 

 

 

(イ)  DO 

 

図 2 DO の経年変化 

《調査方法》 

(ア)水温から(キ)ORP（酸化還元電位）までについては、ポータブル測定器または水温

計、簡易検査キット等の簡易な方法で測定する。また、(ク)T-N と(ケ)T-P については

採水分析を行い、分析方法は T-N が「JIS K 0102 45」、T-P が「JIS K 0102 46.3」とす

る。 
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(ウ)  濁度 

図 3 濁度の経年変化 

 

 

 

(エ)  pH 

 

図 4 pH の経年変化 

 

 

(オ)  塩分 

 

図 5 塩分の経年変化 
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(カ)  電気伝導率 

図 6 電気伝導率の経年変化 

 

(キ)  ORP（酸化還元電位） 

図 7 ORP（酸化還元電位）の経年変化 
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(ク)  T-N（全窒素） 

 

 

図 8 T-N（全窒素）の経年変化 

 

(ケ)  T-P（全リン） 

 

    図 9 T-P（全リン）の経年変化 
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③ 考察 

令和６年度の T-N、T-P は、過年度来に比べて低い濃度で推移している。 

T-N、T-P は過年度来、野鳥の糞尿が池内に多く持ち込まれる冬期を中心として高濃度に

なること（特に令和 3年 1 月の T-N）や、降雨が少ない時期に池の水が干上がる直前にま

で浅くなることで、池水が濃縮され、高濃度になること（特に令和 3 年 7月の T-N、T-P）

があった。しかし、そうした濃度上昇がみられた後にも、再び低い濃度に下がることで、

経年的に上昇傾向はみられない。 

pH について、8 月調査時に水域②で 2.09 と強い酸性の値となっている。 

原因は不明だが翌月には中性よりの値に戻っているため、今後極端な数値変化がないか

注視していく。 

       

指標項目 評価レベル・目標達成基準 評価 

 

水質 

 

季節的な動向が過年度と同じであ

ること、また、経年的に値が極端に

変化していないこと 

 

 

渡り鳥の飛来や日照り、水草や藻類の発生などの要素によ

り季節的な変動はあるものの、経年的な悪化傾向はみられ

ない。引き続き、増加傾向に転じないか注視する必要があ

る。 

 

 

 

図 10 8 月水域②水質調査状況写真（計測時はバケツに水を汲んで計測） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 8月 9 日撮影 
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２） 底質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 概 要 

令和６年度の硫化水素臭は、１月に水域①で微硫化水素臭を確認した。 

堆積圧は 5～20cm であり、水域①で最も堆積が進行している。 

含水率は 22.5%～46.6%であり、強熱減量は 2.8～7.6%であった。 

 

② 調査結果 

(ア)  臭いの経年変化および底質の外観 

 

表 1 底質の臭気・外観の経年変化 

 

 

表 1 底質の臭気・外観の経年変化 

 

 

 

 

 

 

⽉ 

 

地点 

硫 化 ⽔ 素 臭 

底質外観 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和５年度 令和 6 年度 

5 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 4 7 10 1 

⽔域①                     砂混じりシルト 

⽔域②                     砂・礫混じりシルト 

⽔域③                     砂・礫混じりシルト 

⽔域④                     シルト・礫混じり砂 

⽔域⑤                     シルト・礫混じり砂 

   …無臭     …微硫化水素臭     …硫化水素臭   

《調査方法》 

底質の外観：底泥をすくい上げ、目視観察し、記録する。 

硫化水素臭：臭いをかぎ、臭いの有無について調査する。 

堆積厚：底泥表面から地盤までの厚みをスタッフで現地計測する。 

含水率、強熱減量：各水域内の底質の不均一性を考慮するために同一水域内の３地点を

対象として、エックマンバージ採泥器による底泥採取を行い、等量混合して１試料とし

た上で、分析方法は強熱減量が「底質調査方法（H24） Ⅱ.4.2」、含水率が「底質調査

方法（H24）Ⅱ.4.1」とする。採泥は造成後の堆積分を対象としている。 
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(イ)  堆積厚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 堆積厚の調査結果 

 

(ウ)  含水率 

図 12 含水率の調査結果 

 

(エ)  強熱減量 

図 13 強熱減量の調査結果 
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③ 考察 

令和６年度は、微硫化水素臭が水域①で１月のみで確認されたが、過年度より臭気は小

さくなっていた。これは、夏季の干上がりと、秋季の台風等のまとまった降雨によって生

じたかく乱のため、前年度に比べてさらに硫化水素臭が改善されたものと思われる。降雨

が少ないことで干上がった状態も自然界のかく乱の一つとして考えることができ、はば

たき公園の底質や水質を良好に保つために役立っていると思われる。 

 堆積厚、含水率、強熱減量は水域①で高い数値を示しており、枯死した抽水植物や鳥類

の糞尿など、有機物の堆積の影響が見られる。今後も、経年的に極端に変化していないか

注視していく。 

 

 

       

指標項目 評価レベル・目標達成基準 評価 

 

底質 

 

調査結果が経年的に極端に変化し

ていないこと 

 

季節的な変動はあるものの、経年的に著しい変化はみられ

ないため、目標達成に向けて順調であると考えられる。令

和 4年度から観察を始めた堆積厚・含水率・強熱減量は、

今後経年的な変化に注視していく。 
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＜参考①＞ 

 はばたき公園近傍の強熱減量のデータとして、福岡市が実施した博多湾の底質調査結果を参考

にすると、直近の令和 6 年 8 月 6 日採泥において、東部海域 E-2 地点で強熱減量 E-6 地点で強熱

減量 10％となっている（いずれも速報値）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考②＞ 

 国内の湖沼の底質データについて、強熱減量と COD 含量の相関関係が報告されている。この報

告書では、強熱減量が 10％以上を目安に底質の COD 含有量が大きくなる傾向が見られると考察

している。令和 6 年度のはばたき公園の強熱減量は 2.8～7.6%で 10％未満の水準である。 

 

 

 

 

 

 

  

図 15 強熱減量と底泥 COD 濃度の相関図 

出典：底質に係わる技術資料（湖沼技術研究会底質ワーキング、平成 21 年 3 月） 

はばたき公園池の強熱減量 

図 14 博多湾の水質・底質調査地点 
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３） 生息環境および植生 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 概 要 

令和６年度、水深は水域②と③では 8 月 14 日～8 月 29 日の 15 日間、水域④では 8 月

25 日から 8月 29 日までの 4 日間、水域⑤では 8 月 18 日～8 月 29 日までの 11 日間、水位

が減少し干上がっていたが、8 月 30 日には台風の上陸によって水位が再び増加した。水

域①について、水位低下はしたものの、抽水植物の根元等に水が残存していた。 

水面の広さは、令和元年 5 月と比較すると、令和 6 年 2月は 84%、令和 6 年 8 月は 0%に

なっていた。 

植生についてみると、移行帯は令和元年 5 月と比較すると、令和 6年 2 月は、抽水植物

の除去および枯死により移行帯の面積は大きく拡大していなかった。令和６年８月は、抽

水植物が繁茂し移行帯が拡大していた。 

陸生植生は令和６年 2月と 8 月どちらも範囲が拡大していた。 

裸地は減少していた。 

 

② 調査結果 

(ア)  水深 

 

図 16 水深の経年変化 

 

 

《調査方法》 

水深：各湿地の最深部物差しやスタッフ等を用いて測定する。 

水面：ドローンにより空中から湿地の全景写真を撮影し、開放水面の範囲を記録する。 

植生：ドローンにより空中から湿地の全景写真を撮影し、ドローンの写真に基図を重ね

合わせて、植物の生育場や裸地の位置、広さを調べる。 
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(イ)  水面の広さおよび植生 

・令和元年５月（造成初期） 

 

 

  

・令和３年８月                  ・令和４年２月 

       

 

・令和４年８月                  ・令和５年２月 

 

        

 

・令和５年８月                  ・令和６年２月 

       

      

・令和６年８月                   （参考）令和６年９月  

             

  

 

湿地エリア 



令和６年度 アドバイザー会議資料 

14 
 

表 2 水面の広さおよび植生における整備初期からの推移 

  

 

表 3 夏季における開放水面の推移（令和 4 年度基準） 

 

 

図 17 水面および植生の経年変化 

 

 

 

 

エリア 
開放水面 移行帯 

 

陸生植生 

 

裸地 

 
開放水面＋移行帯 

令和元年 5 月 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

令和 3 年 8 月 66％ 207％ 816％ 65％ 113％ 

令和 4 年 
2 月 92％ 82％ 1305％ 50％ 89％ 

8 月 36％ 252％ 1863％ 21％ 107％ 

令和 5 年 
2 月 104％ 36％ 2127％ 15％ 82％ 

8 月 21％ 232％ 2284％ 6％ 90％ 

令和 6 年 

2 月 84% 93% 2182% 5％ 115％ 

8 月 0% 210% 2173% 16% 75％ 

9 月 124％ 117％ 2462％ 1％ 79％ 

調査年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

開放水面の面積 1,884 ㎡(182％) 1,034 ㎡(100％) 591 ㎡(57％) 0 ㎡（0％） 

※「水域」は「開放水面」

と「移行帯」の一部 

※「開放水面+移行帯」は「水域」の広さを示す 
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図 18 減水状況・水域全景 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 19 減水状況・水域①               図 20 減水状況・水域② 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21 減水状況・水域③               図 22 減水状況・水域④ 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 23 減水状況・水域⑤ 

 

令和 6 年 8月 25 日撮影 令和 6 年 8月 25 日撮影 

令和 6 年 8月 25 日撮影 令和 6 年 8月 25 日撮影 

令和 6 年 8月 25 日撮影 

令和 6 年 8月 28 日撮影 
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③ 考察 

(ア) 生息環境（水深・水面） 

水深は梅雨・台風など雨が多い時期は満水となり、日照りや少雨時期には干上

がるなど、水深は 1 年を通して上下していることが確認されている。 

引き続き、土砂や有機物等の堆積により水深が浅くなっていないかどうか、経年

的な変化に注視していく。 

水面の広さ（開放水面）について夏季に注目すると、令和 6 年 8 月時点は少雨

で水位が低下し、開放水面は一時的に失われていた。なお、水域①の抽水植物根

元に水は残存していた。 

整備初期から 4 年経過している現在の状態でも生物多様性は保たれていること

から、当面は、整備初期から 4 年の遷移の状態の開放水面を維持することとし、

確保すべき水面の広さについては、今後、目標達成基準の見直しも含め検討して

いくほうがよいと考えられる。 

 

(イ) 植生（水域・陸域） 

水域(開放水面および移行帯)について、夏季はヨシやガマ等の抽水植物が繁茂

して植生が広がり、冬季は枯死や除去によって植生が減少している。季節的な変

動はあるものの、経年的にみると移行帯に著しい減少は見られない。 

陸域は草本類を中心とした草原が維持されている。 

シギ・チドリ類が利用できる裸地について、陸生の植物の拡大により湿地全体の

裸地の面積は減少傾向にあるものの、令和 4年度より水域の一部において、抽水

植物を除去することにより満水時にも利用できる浅場を確保している。 
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指標項目 評価レベル・目標達成基準 評価 

 

生息環境 

（水深） 

整備初期段階の水深を維持するこ

と 

 

 

（水面の広さ） 

水面の広さについては、当面は整

備から 2～3年後（令和 3～4 年度）

の広さを維持すること（夏季の状

態比較） 

 

 

水深については、季節的な動向はあるものの、概ね整備初

期段階を維持できている。 

 

 

夏季の開放水面は、少雨のため一時的に失われていたが、

降雨後は水位が上昇したこと及び抽水植物の除去により、

開放水面は確保できている。 

 

植生 

（水域） 

 ・整備初期段階と比較して抽水植

物が拡大し、開放水面と移行帯が

顕著に減少していないこと 

 ・小型のシギ・チドリ類が採餌場

として利用できる干出地が確保さ

れていること。 

 

 

 

（陸域） 

・草本類を中心として草原が維持

されていること 

・小型のシギ・チドリ類が採餌場と

して利用できる裸地が確保されて

いること 

 

 

草本類を中心とした草原が維持されている。 

湿地全体の裸地の面積は減少しているが、水際の一部にお

いて抽水植物を除去することにより満水時にも利用でき

る浅場を確保している。 

 

 

 

 

 

 

草本類を中心とした草原が維持されている。 

湿地全体の裸地の面積は減少しているが、水際の一部にお

いて抽水植物を除去することにより満水時にも利用でき

る浅場を確保している。 
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４） 鳥類の生息状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 概 要 

令和元年度：30 種 

令和２年度：40 種 

令和３年度：66 種 

令和４年度：63 種 

令和５年度：55 種 

令和６年度：61 種（1月時点）  （参考：日報調査も含めると 81 種確認） 

 

② 調査結果 

参考資料 ２‐②参照 

 

③ 分析 

(ア)  科別の種数の経年変化 

 

図 24 科別の種数の経年変化 

 

  

 

 

 

《調査方法》 

目視観察により利用する鳥類の種類、個体数を記録する。 

シギ・チドリ類は、渡りの時期の滞在期間が２～３日と限られており、調査時期を予測

することが難しいため、令和 3 年度より調査回数を増やしている。 

令和 6 年度から、調査時期が規則的になるように設定している。また、補足的に、日報

調査を別途行っている。 
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(イ)  指標種の種数の経年変化 

 

図 25 指標種の種数の経年変化 

 

 

 

(ウ)  多様度指数（シャノン・ウィナーＨ′指数） 

図 26 鳥類の多様度指数（シャノン・ウィナーＨ′指数）  
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(エ)  令和６年度までに確認された重要な種 

 

表 4 令和６年度までに確認された重要な種 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1 重要な種：ここでは※1 重要な種：ここでは「環境省レッドリスト 2020（環境省）」の掲載種、 

または「福岡県の希少野生生物－福岡県レッドデータブック 2011 －植物群落・植物・哺乳類・鳥類－ 

（福岡県）」の掲載種をいう。 

※2 環境省：「環境省レッドリスト 2020 の公表について」（環境省、令和 2年 3 月 27 日） 

※3 福岡県：「福岡県の希少野生生物ｰ福岡県レッドデータブック 2011 ｰ植物群落・植物・哺乳類・鳥類ー」 

（福岡県、2011 年） 

カテゴリー：絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧ⅠA類（CR）、絶滅危惧ⅠB 類（EN)、絶滅危惧Ⅰ類 

（CR+EN）、絶滅危惧Ⅱ類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不足（DD）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP） 
  

No. 重要な種※1 環境省※2 福岡県※3 令和 6 年度 
1 

カモ科 

オオヒシクイ NT   
2 ヒシクイ VU NT  
3 ツクシガモ VU NT ○ 
4 オシドリ DD NT  
5 トモエガモ VU VU  
6 

サギ科 
サンカノゴイ EN NT  

7 アマサギ  NT  
8 チュウサギ NT NT ○ 
9 トキ科 ヘラサギ DD EN ○ 

10 クロツラヘラサギ EN EN ○ 
11 クイナ科 ヒクイナ NT NT ○ 
12 

チドリ科 
イカルチドリ  VU  

13 シロチドリ VU NT  
14 タゲリ  NT  
15 セイタカシギ科 セイタカシギ VU  ○ 
16 

シギ科 

オグロシギ  NT  
17 アカアシシギ VU  ○ 
18 タカブシギ VU VU ○ 
19 ウズラシギ  VU  
20 ハマシギ NT NT ○ 
21 カモメ科 コアジサシ VU VU  
22 ミサゴ科 ミサゴ NT  ○ 
23 

タカ科 

ハチクマ NT NT ○ 
24 ハイイロチュウヒ  NT  
25 ハイタカ NT  ○ 
26 サシバ VU NT ○ 
27 ハヤブサ科 ハヤブサ VU VU ○ 
28 ツリスガラ科 ツリスガラ  NT ○ 
29 ツバメ科 コシアカツバメ  NT ○ 
30 ヨシキリ科 オオヨシキリ  NT ○ 

合計 30 種 21 種 25 種 17 種 
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④ 考察 

シギ・チドリ類については、令和 5 年度と比較するとの種数および個体数が減少傾向に

ある。減少要因としては、春季においては除草作業が遅れ、高茎草本類が増加したこと、

開放水面が減少したことによって採餌環境が失われたことが考えられる。 秋季において

は、7 月に水位の低下が続いたことで餌となる水生昆虫類等の減少が要因として考えられ

る。 

サギ類は経年的にみて大きな減少はみられず、例年通りの利用を維持していると考えら

れる。 

陸ガモ類は 9 月、10 月は飛来数が減少傾向にあったが 11 月には例年通りの飛来が確認

されている。猛暑等の影響により、渡来時期が遅れたことが要因として考えられる他、秋

季に池際の草を低く刈ったため、餌となる低茎草本類の減少により秋季の中継地、渡来地

として選ばれなかった可能性がある。 

鳥類全体の種数は 1 月時点で 61 種と大きな減少はみられないが、個体数の減少が目立

つため、個体数についても注視しながら管理を行っていく。特に、除草時期、刈り方等に

ついて令和 6 年度の結果も踏まえ、より野鳥の生態に配慮した管理を実施することで今後

も飛来数、飛来種数が経年的な減少傾向に転じないように注意する。また、博多湾全体に

おける鳥類の飛来状況についても情報収集を行い、種数や個体数について、はばたき公園

との関係性を見極めながら、今後の管理に反映させていく。 

 

 

指標項目 評価レベル・目標達成基準 評価 

 

鳥類の生息状況 

 

シギ・チドリ類、サギ類、陸ガモ類

の種数の減少が経年的に生じてい

ないこと 

 

 

 

令和 6年度は過年度と比べて種数、個体数の減少傾向があ

るので、今後経年的に減少していないか注視していく。 

 

侵略的外来種が侵入していないこ

と 

 

侵略的外来種は侵入していない。 
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５） 水生昆虫類の生息状況 

 

 

 

 

 

 

 

① 概 要 

令和元年度：39 種（各調査：28～30 種） 

令和２年度：64 種（各調査：29～43 種） 

令和３年度：70 種（各調査：23～45 種） 

令和４年度：63 種（各調査：26～41 種） 

令和５年度：67 種（各調査：25～48 種） 

令和６年度：52 種（各調査：28～34 種）（1 月時点） 

 

② 調査結果 

参考資料 ２‐③参照 

 

③ 分析 

(ア)底生動物の経年変化 

 

図 27 底生動物の種数の経年変化 

 

 

 

《調査方法》 

調査は定性調査及び定量調査を実施。また、採取されたサンプルはすべて同定を行う。 

 定性調査：様々な植生を調査範囲とし、網羅的に採取する。 

 定量調査：サーバーネットを用いて、最も水深の深い池中央部の１個所で砂泥をすく 

いとるようにして採取する。採取面積は 0.5 ㎡程度とする。 
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(イ)水生昆虫類（カメムシ目、コウチュウ目）の経年変化  
 

 
図 28 水生昆虫類（カメムシ目、コウチュウ目）の種数の経年変化 

 
(ウ) 多様度指数 

A) 多様度指数（シャノン・ウィナーＨ′指数） 

 

図 29 真水生種の多様度指数（シャノン・ウィナーＨ′指数） 
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B) 水生昆虫類を用いた平均スコア法による生物多様性指標※１  

    

 

図 30 水生昆虫類を用いた平均スコア法による生物多様性指標 

         
※１ 中島ほか（2018）「福岡県保健環境研究所年報第 45 号，61-65，2018」による 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

評価基準 

3.0 点以上･･･とても豊かな湿地環境 2.5～2.9 点･･豊かな湿地環境 

2.0～2.4 点･･自然が失われつつある湿地環境 1.9 点以下･･･自然がかなり失われた湿地環境 
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(エ)令和６年度までに確認された重要な種 

 

表 5 令和６年までに確認された重要な種※1 

    
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 重要な種：ここでは「環境省レッドリスト 2020（環境省）」の掲載種または「福岡県の希少野生生物－福岡県レッドデータブック

2014 －爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、貝類、甲殻類その他、クモ形類－（福岡県）」の掲載種をいう。 

※2 環境省：「環境省レッドリスト 2020 の公表について」（環境省、令和 2年 3 月 27 日） 

※3 福岡県：「福岡県の希少野生生物－福岡県レッドデータブック 2014 －爬虫類、両生類、魚類、昆虫類、貝類、甲殻類その他、ク

モ形類－」（福岡県、2014 年） 

カテゴリー：絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧ⅠA類（CR）、絶滅危惧ⅠB 類（EN）、絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）、 

絶滅危惧Ⅱ類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不足（DD） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 重要な種※1 環境省※2 福岡県※3 令和 6 年度 
1 アオイトトンボ科 オツネントンボ  NT ○ 
2 ミズムシ科 

 
オオミズムシ NT VU  

3 オモナガコミズムシ  VU ○ 
4 コオイムシ科 コオイムシ NT NT ○ 
5 タイコウチ科 ミズカマキリ  NT ○ 
6 ゲンゴロウ科 

 
 
 
 
 

コガタノゲンゴロウ VU VU ○ 
7 ウスイロシマゲンゴロウ  NT ○ 
8 アンピンチビゲンゴロウ DD   
9 コマルケシゲンゴロウ NT NT  

10 ナガマルチビゲンゴロウ  EN  
11 ガムシ科 

 
 

スジヒラタガムシ NT   
12 コガムシ DD VU ○ 
13 チビマルガムシ  DD  

合計 13 種 7 種 11 種 7 種 
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(オ)令和６年度までに確認された侵略的外来種 

 

表 6 令和６年度までに確認された侵略的外来種※ 

項 ⽬ 確 認 種 

⽣態系被害防⽌外来種リスト（環境
省） 

定着予防外来種 
 侵⼊予防外来種 なし 

その他の定着予防外来
種 

なし 

総合対策外来種 
 緊急対策外来種 なし 

重点対策外来種 なし 
その他の総合対策外来
種 

なし 

産業管理外来種 なし 
福岡県侵略的外来種リスト 2018（福
岡県） 

重点対策外来種 なし 
要対策外来種 イネミズゾウムシ（1 種） 
要注意外来種 なし 
定着予防外来種 なし 

※侵略的外来種･･･ここでは、「生態系被害防止外来種リスト（環境省、平成 27年 3 月 26 日）」の掲載種または「福岡県侵略的外来種リスト 2018

（福岡県）」の掲載種をいう。 

 

 

 

③ 考察 

令和 6 年度の確認種数は過去の調査結果と比較して減少傾向にある。 

令和 6 年度は福岡県の準絶滅危惧種、ミズカマキリを新たに確認している。 

多様度指数について、種数と個体数の分布を反映した指標であるシャノン・ウィナー

Ｈ′指数は令和 5 年度より下がっている。 

重要な種を高いスコアとして扱う指標である平均スコア法による生物多様性指標は経

年的な減少はしておらず、過年度と同程度の値で推移している。 

令和 6 年度は種数、多様度指数が令和 5 年度に比べて減少傾向にあり、要因として猛

暑、少雨による減水が考えられる。 

侵略的外来種について、令和 6 年度の調査でもイネミズゾウムシが 1 個体確認されて

おり、引き続き今後の動向を注視する必要がある。 
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指標項目 評価レベル・目標達成基準 評価 

 

水生昆虫類の生

息状況 

 

種数の減少が経年的に生じていな

いこと 

 

 

多様度指数が経年的に顕著に変化

していないこと 

 

全ての水域において、経年的な減少は生じていない。 

 

 

全ての水域において指数は安定している。 

 

侵略的外来種が侵入していないこ

と 

 

イネミズゾウムシが確認されており、今後の動向に注視

する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度 アドバイザー会議資料 

28 
 

６） 植物の生息状況 

 

 

① 概 要 

令和２年度：確認された種数  90 種（在来種 45 種、外来種 45 種） 

令和３年度：確認された種数 101 種（在来種 51 種、外来種 50 種） 

令和４年度：確認された種数 121 種（在来種 53 種、外来種 68 種） 

令和５年度：確認された種数 113 種（在来種 53 種、外来種 60 種） 

令和６年度：確認された種数  99 種（在来種 52 種、外来種 47 種） 

 

② 調査結果 

参考資料 ２‐④参照 

 

③ 分析 

(ア)  種数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 31 植物の確認種数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《調査⽅法》⽬視により植物の種類を記録 
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(イ)  令和６年度までに確認された重要な種 

 

表 7 確認された重要な種※1 

No. 重要な種※1 環境省※2 福岡県※3 令和 6 年度 

1 ヒルムシロ科 ツツイトモ VU CR  
2 イネ科 ハマガヤ  VU ○ 
3 ガマ科 コガマ  VU  
4 タデ科 コギシギシ VU VU  
5 ヒユ科 イソホウキギ  VU  

合計 5 種 2 種 5 種 1 種 
 
※1 重要な種：ここでは「環境省レッドリスト 2020（環境省）」の掲載種または「福岡県の希少野⽣⽣物−福岡県レッドデータブック

2011 −植物群落・植物・哺乳類・⿃類−（福岡県）」の掲載種をいう。 
※2 環境省：「環境省レッドリスト 2020 の公表について」（環境省、令和 2 年 3 ⽉ 27 ⽇） 
※3 福岡県：「福岡県の希少野⽣⽣物−福岡県レッドデータブック 2011 −植物群落・植物・哺乳類・⿃類−」（福岡県、2011 年） 

カテゴリー：絶滅（EX）、野⽣絶滅（EW）、絶滅危惧ⅠA 類（CR）、絶滅危惧ⅠB 類（EN）、絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）、 
絶滅危惧Ⅱ類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不⾜（DD）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP） 
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(ウ)  令和６年度までに確認された侵略的外来種 

 

表 8 令和６年度までに確認された侵略的外来種※ 

項 ⽬ 確 認 種 

⽣ 態 系 被 害
防 ⽌ 外 来 種
リスト（環境
省） 

定着予防外来種 
 侵⼊予防外来種 なし 

その他の定着予
防外来種 

なし 

総合対策外来種 
 緊急対策外来種 ナルトサワギク（1 種） 

重点対策外来種 メリケンガヤツリ、シナダレスズメガヤ、チクゴスズメノヒエ、
メリケンガヤツリ、コマツヨイグサ、セイタカアワダチソウ、オ
オブタクサ（7 種） 

その他の総合対
策外来種 

オオクサキビ、キシュウスズメノヒエ、シマスズメノヒエ、セイ
バンモロコシ、タチスズメノヒエ、メリケンカルカヤ、アメリカ
センダングサ、オオオナモミ、オオバナノセンダングサ、ケナシ
ヒメムカシヨモギ、ハルシャギク、ヒメジョオン、アレチハナガ
サ、ダキバアレチハナガサ、ハマクマツヅラ、ヒメクマツヅラ、
ナガバギシギシ、ナンキンハゼ、マンテマ（19 種） 

産業管理外来種 コヌカグサ、ナギナタガヤ、ネズミムギ、ナンキンハゼ、ボウム
ギ（5 種） 

福 岡 県 侵 略
的 外 来 種 リ
スト 2018（福
岡県） 

重点対策外来種 ナルトサワギク（1 種） 
要対策外来種 アレチマツヨイグサ、アメリカアゼナ、タケトアゼナ、コヌカグ

サ、シマスズメノヒエ、セイバンモロコシ、チクゴスズメノヒエ、
ボウムギ、セイヨウタンポポ、マンテマ属の⼀種、ウラジロアカ
ザ、メリケンガヤツリ、シナダレスズメガヤ、ネズミムギ、キシ
ュウスズメノヒエ、タチスズメノヒエ、ナンキンハゼ、メマツヨ
イグサ、コマツヨイグサ、ナガバギシギシ、アレチハナガサ、ア
メリカセンダングサ、ハルシャギク、ヒメジョオン、オオアレチ
ノギク、セイタカアワダチソウ、オオオナモミ、メリケンカルカ
ヤ、オオクサキビ、オオブタクサ（30 種） 

要注意外来種 ナギナタガヤ、フトボメリケンカルカヤ、ケナシヒメムカシヨモ
ギ、ハマクマツヅラ、ヒメクマツヅラ、アレチギシギシ、アメリ
カイヌホオズキ、クスダマツメクサ、タチスズメノヒエ、シロツ
メクサ、アレチギシギシ、ホソバヒメミソハギ、コセンダングサ、
オオバナノセンダングサ（14 種） 

定着予防外来種 なし 
    ※侵略的外来種･･･ここでは、「⽣態系被害防⽌外来種リスト（環境省、平成 27 年 3 ⽉ 26 ⽇）」の掲載種または「福岡県侵略的外来

種リスト 2018（福岡県）」の掲載種をいう。 
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④ 考察 

令和６年度は植物の種数は過年度と同程度であり、極端な減少はみられなかったため、

湿地に多様な環境が創出されていると考えられる。 

【重要な種について】  

はばたき公園ではこれまで記録がないハマガヤが確認されたほか、福岡県内初記録と

なるキヌランが確認されている。ハマガヤは塩分を好み、河口周辺や埋め立て地に多く、

福岡県レッドリスト絶滅危惧Ⅱ類に指定されているが、同時に帰化植物の可能性も指摘

されている。自然植生の回復により消滅するため、埋め立て地で比較的在来種の少ない園

内に侵入し、成長したものと考えられるが、今後、在来種の増加等により消滅する可能性

がある。キヌランの侵入経路は不明だが、保全等の対応を行うか今後検討していく。 

イトモについては同定が難しいため、慎重を期して、陸域植生とは別の専門家による同

定を依頼し、分析を行っているところであるが、ツツイトモとイトモの両種が混在してい

る可能性が示された。 

 

【侵略的外来種について】 

令和 6 年度の調査では、28 種類確認されており、令和 5 年度より減少していた。その

うち、特定外来種に指定されているナルトサワギクについては、適宜駆除を行っている

が、完全には駆除できていないため、引き続き駆除を行っていく必要がある。 

 

指標項目 評価レベル・目標達成基準 評価 

 

植物の育成状況 

 

侵略的外来種※が侵入していない

こと 

 

侵略的外来種の種数が年々増加傾向にあり、また、特定外

来種であるナルトサワギクについては、駆除を行っている

が、完全な駆逐は困難な状態である。目標達成に向けて駆

除を継続していく必要があると考えられる。 

※侵略的外来種…ここでは、「生態系被害防止外来種リスト（環境省、平成 27 年 3 月 26 日）」の掲載種または「福岡県侵略的外 

来種リスト 2018（福岡県）」の掲載種をいう。 
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７） 上記以外の分類群の侵略的外来種の生息状況 

 

 

 

 

 

① 確認された侵略的外来種 

・ウシガエル【特定外来生物、重点対策外来種（環境省）、重点対策外来種（福岡県）】 

他の地域でサギ類に捕食された後に、はばたき公園で吐き戻されたと推定される。 

トラップの設置で駆除を実施している。令和 6 年度は卵塊 1000 個、幼体 568 匹、成体 11 匹駆

除を行っているが根絶には至っていない。 

・アカミミガメ【緊急対策外来種（環境省）、重点対策外来種（福岡県）】 

台風後に園路内を徘徊していた個体を捕獲している。侵入経路は不明。 

 

・ノネコ【緊急対策外来種（環境省）】 

イエネコの野生化したもの。令和 6 年度に仕掛けたトレイルカメラで撮影された。 

 

・アライグマ【緊急対策外来種（環境省）重点対策外来種（福岡県）】 

令和６年度の 10 月に初めて足跡を確認した。 

その後、トレイルカメラを仕掛けて生息状況を調査しているが、10 月の足跡以降は確認されて

いない。今後、利用頻度の増加等、状況に変化があった際には捕獲等の対策を検討する。 

 

・サカマキガイ【要注意対策外来種（福岡県）】 

カモ類の脚等に付着して侵入してきたと推測される。 

引き続き今後の動向に注視する。 

 

・ハブタエモノアラガイ【その他の総合対策外来種（環境省）要注意対策外来種（福岡県）】 

カモ類の脚等に付着して侵入してきたと推測される。引き続き今後の動向に注視する。 

 

〈参考〉 

 
 
 
 
 
 
 
 

《調査方法》 

湿地を巡回して侵略的外来種の侵入監視を行い、必要に応じて駆除及び処分を行った。 

図 33 ノネコ 図 32 アライグマの足跡 
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指標項目 評価レベル・目標達成基準 評価 

 

上記以外の分類群の

侵略的外来種の生息

状況 

 

侵略的外来種※が侵入してい

ないこと 

 

ウシガエル・アカミミガメ・ノネコ・アライ

グマ・サカマキガイの侵入が確認されてい

る。駆除作業を適宜実施していく。 

※侵略的外来種…ここでは、「生態系被害防止外来種リスト（環境省、平成 27 年 3 月 26 日）」の掲載種または「福岡県侵略的外 

来種リスト 2018（福岡県）」の掲載種をいう。 

 

 

 

 

 

８） 上記以外の分類群の重要な種の生息状況 

 

 

 

 

 

① 確認された重要な種 

・カヤネズミ【絶滅危惧Ⅱ類（福岡県）】 

令和 4 年度、刈草の堆肥化コンポストの中で発見。 

 

・トノサマガエル【準絶滅危惧（環境省）、絶滅危惧ⅠB 類（福岡県）】 

令和 5 年度、湿地の保全作業の際に水域①で発見。 

 

《調査方法》 

湿地で調査や作業をした際に確認された上記以外の分類群の重要な種の生息状況につい

て報告する。 
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湿地の維持管理作業の報告 

 

 

1. 湿地の保全管理結果 

１） 水域及び移行帯の植生管理（１月時点） 

 

 

 

 

 

 

ヨシ等の抽水植物の抜根、除草実施個所 

・春の渡り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・秋の渡り 
《留意点》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 

２‐② 

《管理方法》 

草刈り機を用いる等により、地際より刈り取る。（その際、残った根で水域が陸地化しな

いよう可能な範囲で根から除去する）刈り取った植物は水域外へ持ち出す。 

 除草箇所 

5 月はシギ・チドリの春の渡り（採餌・休息目的）に合わせて、採餌および休息場所を確

保するために、水域②～④に繁茂していたコウキヤガラの除去を重点的に行った。作業にあ

たっては、水域①および水域⑤で確認されたバンの営巣に影響がないように作業を行った。 

8 月はシギ・チドリの秋の渡り（採餌・休息目的）に合わせて、採餌および休息場所を確

保するために、伐根・除草を行った。作業にあたっては、繁茂の激しかった水域③のコウキ

ヤガラの除去を重点的に行った。 



2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月はシギ・チドリの秋の渡り及び 10 月からのカモ類の飛来（採餌・休息目的）に対応す

るために下図のとおり抜根・除草作業を行った。 

シギ・チドリの採餌・休息場所を確保するため、水域②③⑤の移行帯周辺を重点的に実施

した。また、10 月からのカモの飛来に対応するため開放水面の確保を行った。 

10 月はカモ類の飛来に（採餌・休息目的）に合わせて、中州周辺の開放水面を確保するた

めに、キシュウスズメノヒエの伐根・除草を実施した。また、水域①に繁茂していたヨシ類

の抜根、除草を行った。 

11 月は先月と同様、カモ類の飛来に（採餌・休息目的）に合わせて、水域③～⑤の開放水

面を確保するために、キシュウスズメノヒエの伐根・除草を実施した。また、水域①に繁茂

していたヨシ類の抜根、除草を行った。 
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ノヒエの抜根、除草を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水域及び移行帯の植生管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施月 除去面積 作業期間 
月内の作業 

日数 

５月 1,239 ㎡  5/2～5/25    8 日   

８月  247 ㎡  8/13～8/21    ４日   

９月 461 ㎡  9/9～9/21    ３日   

１０月 598 ㎡  10/6～10/31    ８日   

１１月 126 ㎡  11/4～11/15    3 日   

１2 月 148 ㎡  12/4    1 日   

計 2,819 ㎡   27 日   

12 月は先月と同様、カモ類の飛来に合わせて、開放水面を確保するために、水域③の抽水

植物の除去を実施した。移行帯部分の抽水植物が成長していたため、春の渡りの時期に抽水

植物が繁茂した状態にならないように事前に除去を行った。 
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水域及び移行帯の植生管理 作業状況写真(各月抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【５月 ４号池】 【５月 ３号池】 

着手前 

作業中 

完了 
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【８月 ５号池】 【９月 ５号池】 着手前 

作業中 

完了 

西日本短期大学生によるボランティア作業 
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【10 月 １号池】 【10 月 ２号池】 着手前 

作業中 

完了 
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【11 月 １号池】 【12 月 3 号池】 着手前 

作業中 

完了 
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２） 陸域の植生管理（１月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

陸域の植生管理位置(草刈ローテーションブロック①～⑨) 

 

 

陸域の植生管理  

・春の渡り 

 

 

 

 

《管理方法》 

植物を地際から刈り取る。草刈りの際には一度に広い面積を刈り取るのではなく、ある

部分を刈ったら次は少し離れた場所を刈り取る等ローテーションを組み入れる。 

 草刈箇所 

５月の作業にあたっては、②で確認されたヒバリの巣に配慮し、バードハイドからの観察を遮

らないよう観察者の目線を意識しながら作業を実施。 

実施ブロック：①、③の一部、④の一部、⑤、⑥の一部 

５月 
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・秋の渡り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月はシギ、チドリの渡りに対応するため各池の移行帯に裸地を確保するとともに、全体につ

いて、夏季の草丈の伸びに対応させて低く刈り込んだ。引き続きバードハイドからの観察を遮ら

ないよう除草を実施。 

実施ブロック：①、②、③、④、⑤、⑥の一部、⑦の一部 

７月 

８月は前月同様、シギ、チドリの渡りに対応するため、各池の移行帯および⑨の中州付近に裸

地を確保した。 

実施ブロック：①、②、③、⑥の一部、⑧、⑨ 

８月 
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９月は前月同様、シギ、チドリの渡りに対応するため、移行帯に裸地を確保。同じく⑨中州付

近の裸地を維持するために作業を実施。 

実施ブロック：①の一部、②の一部、③、④、⑥の一部、⑨ 

９月 

１０月は湿地全体的に草刈ローテーション実施。全体に刈り斑が無いように調整。 

実施ブロック：②、③の一部、④、⑤、⑥、⑦、⑨ 

１０月 
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陸域の植生管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施月 除去面積 作業期間 月内の作業日数 

５月 714 ㎡  5/3～5/17 4 日  

７月 536 ㎡  7/23～7/31 5 日  

８月 1,138 ㎡  8/6～8/21 8 日  

９月 1,162 ㎡  9/6～9/27 5 日  

１０月 1,551 ㎡  10/9～10/26 9 日  

１２月 156 ㎡  12/9 1 日  

計 5,101 ㎡   32 日  

１２月はカモ類の飛来に合わせて、水域③から海側の見通しを確保した。 

実施ブロック：⑤ 

１２月 
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陸域の植生管理 作業状況写真(各月抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４号池 南側 

ブロック⑧ ８月 

ブロック② ７月 

ブロック④ ９月 

ブロック⑨ １０月 

着手前 完了 
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2. 作業実施における留意点 

・作業予定をホームページにて事前公開し、一般利用者への来園に対する配慮を促した。 

・除草は小範囲を短時間で作業することとし、繁茂状況を確認しながら都度の除草計画を立て、

作業を行った。 

・作業前に対象箇所の目視によるチェック行い、営巣状況や植生状況等の確認を行った。 

・作業当日の満潮、干潮時刻を事前に把握し、満潮時に作業を行わないよう調整を行った。 

・刈払機は電動式にて静音化を図り、生きものに対する配慮を行った。 

・立入時間の短縮として、草刈対象ブロック内を一気に刈らず、数日に分けて行った。 

・草刈ブロック内での一部刈り残しによる「生きもの退避エリア」を造成した。 

 

 

 

3. 今後の作業実施に向けた改善点 

・春（4 月～5 月）は、抜根・除草作業の着手が遅れ、コウキヤガラ等が繁茂してしまったた

め、鳥類の飛来や営巣に影響が生じてしまった。今年度の実績を踏まえて、年間作業スケジュー

ルの見直しを行い、鳥の生態（渡り、営巣、繁殖など）や植物の繁茂状況を見極めながら適切な

時期に適切な範囲の作業を実施していく。 

 

 

 

 

 

 

着手前 完了 

ブロック⑤ １２月 
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令和６年度 環境学習などの実施状況 

 

 

1. 指定管理者が企画した環境学習などの実施状況 

 

 

 

 

 

 

１） 実施回数及び参加人数(１月時点) 

 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 計 

回数(回) 8 6 13 5 6 7 6 6 6 63 

参加人数(人) 108 45 129 48 21 62 35 51 33 532 

 

２） 実施内容 

① 環境学習関係 

開催日 イベント(講座)名 内容 
参加人数

(人) 

5/5,6 ようこそはばたき公園 湿地ツアー、ワークショップ 80  

5/18 バードウォッチング 一般、初心者の２部構成 11  

5/18 科学の目 テーマ「ヒバリ」 2  

5/18 しぜん・いきもの調査員養成講座 テーマ「陸上昆虫」 5  

6/15 バードウォッチング 一般、初心者の２部構成 7  

6/15 科学の目 テーマ「ヤゴ」 7  

6/15 しぜん・いきもの調査員養成講座 湿地に生息する生物(湿地ツアー) 16  

7/20 科学の目 テーマ「アメンボ」 3  

7/20 しぜん・いきもの調査員養成講座 陸生昆虫調査 13  

7/25 夏休み特別講座 土の掃除屋さん テーマ「ダンゴムシ」 5  

7/25    〃       土の掃除屋さん テーマ「ワラジムシ」 4  

7/25    〃    目指せ鳥博士 テーマ「鳥のくちばし」 7  

7/25    〃    目指せ鳥博士 テーマ「鳥の巣」 8  

7/26    〃    セミを大調査 セミの生態について 17  

7/26    〃    セミの標本作り セミの標本作り 16  

7/26    〃    目指せ鳥博士 テーマ「鳥の羽」 7  

7/26    〃    目指せ鳥博士 テーマ「鳥の卵」 8  

7/26    〃    夜のいきもの観察会 夜の公園でライトトラップ観察 25  

資料 

２‐③ 

《環境学習などの実施方法（指定管理者による計画）》 

毎月第３土曜を環境学習、第 3 日曜日をサポーターおよびボランティア活動の日とし

て、年間を通した環境学習講座を実施。季節毎のテーマに沿った学習プログラムとして

実際の湿地内の生きものや植物に触れることによる身近な環境学習の拠点となるよう活

動を行った。 
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8/17 科学の目 テーマ「ゲンゴロウ」 9  

8/17 しぜん・いきもの調査員養成講座 陸生昆虫調査 14  

8/17 生きもの星空観察会 生きものに纏わる星座の説明のもと観望 18  

9/21 バードウォッチング 一般、初心者の２部構成 3  

9/21 しぜん・いきもの調査員養成講座 テーマ「バッタ」 4  

10/12 秋の特別イベント 夜の公園でライトトラップ観察 24  

10/19 バードウォッチング 一般、初心者の２部構成 雨天中止  

10/19 科学の目 テーマ「カマキリ」 19  

10/19 しぜん・いきもの調査員養成講座 テーマ「外来生物を知ろう」 9  

11/15 バードウォッチング 一般、初心者の２部構成 11  

11/15 科学の目 テーマ「ひっつきむし」 16  

11/15 しぜん・いきもの調査員養成講座 テーマ「シギの仲間」 2  

12/21 バードウォッチング 一般、初心者の２部構成 13  

12/21 科学の目 テーマ「絶滅危惧種」 9  

12/21 しぜん・いきもの調査員養成講座 テーマ「かたつむりといろいろな貝」 19  

1/18 バードウォッチング 一般、初心者の２部構成 18  

1/18 科学の目 テーマ「カルガモ」 3  

1/18 しぜん・いきもの調査員養成講座 哺乳類大調査 4  

小計   436  
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環境学習関連写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5/5,6 ようこそはばたき公園 

湿地ツアー 5/18 バードウォッチング 

6/15 科学の目「ヤゴ」 
6/15 しぜん・生きもの調査員 

「陸上昆虫」 

7/26 目指せ鳥博士 7/26 夜のいきもの観察会 

8/17 いきもの星空観望会 9/21 バードウォッチング 
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10/19 しぜん・生きもの調査員 

「外来生物を知ろう」 10/12 夜のいきもの観察会(秋) 

11/15 バードウォッチング 11/15 科学の目「ひっつきむし」 

12/21 科学の目「絶滅危惧種」 

12/21 バードウォッチング 

12/21 しぜん・生きもの調査員 

「かたつむりといろいろな貝」 

1/18 しぜん・生きもの調査員 

「哺乳類大調査」 
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② サポーター・ボランティア関係 

開催日 イベント(講座)名 内容 
参加人数

(人) 

5/19 サポーター養成講座 水生昆虫調査 5  

5/19 レンジャープロジェクト 池の草抜き 5  

6/16 サポーター養成講座 テーマ「サポーターとは」 7  

6/16 レンジャープロジェクト ヨシの管理、外来種について 8  

7/21 サポーター養成講座 ビオトープ管理士に向けて 8  

7/21 レンジャープロジェクト 湿地の資源活用 8  

8/18 サポーター養成講座 いきもの展示物づくり 3  

8/18 レンジャープロジェクト 湿地の整備「作業路」 4  

9/22 サポーター養成講座 テーマ「公園から始めるエコ活動」 7  

9/22 レンジャープロジェクト セイタカアワダチソウ除草 7  

10/20 サポーター養成講座 野生生物の知識や管理について 5  

10/20 レンジャープロジェクト 湿地の整備「水路」 5  

11/16 サポーター養成講座 ヨシについての知識と管理について 3  

11/16 レンジャープロジェクト ヨシの刈り取り 3  

12/22 サポーター養成講座 安全対策について学ぼう 5  

12/22 レンジャープロジェクト ミサゴのとまり木修繕 5  

1/19 サポーター養成講座 野鳥の識別を学ぼう 4  

1/19 レンジャープロジェクト 浮島つくり 4  

小計   96  

 

 

 

サポーター養成・ボランティア講座写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8/18 

サポーター養成講座 

での成果物(展示中) 

6/16 サポーター養成講座 

「サポーターとは」 
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9/22 レンジャープロジェクト 

「セイタカアワダチソウ除草」  

9/22 サポーター養成講座 

「公園から始めるエコ活動」 

10/20 サポーター養成講座 

「野生生物の知識や管理」 
10/20 レンジャープロジェクト 

「湿地の整備(水路)」  

1/19 レンジャープロジェクト 

「浮島つくり」  

11/16 レンジャープロジェクト 

「ヨシの刈り取り」  

12/22 サポーター養成講座 

「安全対策について学ぼう」 

12/22 レンジャープロジェクト 

「ミサゴのとまり木修繕」  
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３） イベント参加者状況 

 

《参加者状況》 

現在まで 200 名以上の方に各種講座を通してはばたき公園の自然環境に関わっていただいてお

り、関わりを増やす事で更に興味をもってもらい、ビジターメンバーから最終的には公園を守る

サポーターへステージアップできる仕組み作りを構築、推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） アンケート内容 

 

イベント終了時のアンケート記入結果を集計 全 367 枚 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

206 名分の参加登録カード イベント参加毎にシールを貼付 

ステップアップ時に進呈するピンバッジ 

（セイタカシギ、ミサゴ） 

イベント参加毎にご自分の登

録カードへシールを貼付して

いただき、「ビジターメンバ

ー」から「サポーター」へス

テージアップを図っていただ

きます。 
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2. 各種団体の見学等の受入れ状況 

 

 

 

 

開催日 団体名 内容 参加人数(人) 

4/9 九州産業大学 公園紹介、各種説明 80  

6/25 照葉はばたき小学校(2年生) 自然環境学習 90  

9/20 西日本短期大学緑地環境学科 湿地内生物学習＋草抜きボランティア 22  

10/5 福岡 ECO動物海洋専門学校 湿地内生物学習＋草抜きボランティア 28  

10/28 照葉はばたき小学校 自然環境学習 100  

11/1 福岡市インターシップ見学 各種説明 30  

11/29 全日本建設技術協会 各種説明 250  

12/16 照葉はばたき小学校(6年生) 自然環境学習  50  

1/31 九州国道協会 各種説明  30  

合計   680  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《団体の受入れ方法（指定管理者による計画）》 

団体利用については随時受入れを行い、はばたき公園の紹介や湿地内の自然環境に対す

る案内役を務め、公園の魅力発信活動を推進している。 

4/9 九州産業大学 

6/25 照葉はばたき小学校(2 年生) 照葉はばたき小学校 お礼メッセージ 
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10/5 福岡 ECO 動物海洋専門学校 11/29 全日本建設技術協会 

12/16 照葉はばたき小学校(6 年生) 1/31 九州国道協会 
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3. 広報・ＰＲの実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《広報・ＰＲ活動の方法（指定管理者による計画）》 

毎月、市政だよりへイベント案内の掲載を行っている他、季節毎にいきものに関する内

容を記載したニュースレターを発行し、近隣小学校への持込配布を行った。 

※照葉はばたき小学校、照葉小学校、照葉北小学校の３校へ(約 2,000 部／回) 

その他、ホームページでは湿地の模様をライブカメラにて 24 時間配信した他、SNS(イ

ンスタグラム)では毎日～1 回／2 日更新によるいきもの情報の発信を実施。 
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１．はじめに ～アイランドシティはばたき公園における順応的管理の背景～ 

アイランドシティはばたき公園（以下はばたき公園）

は、親水緑地として位置づけた平成元年の港湾計画改

訂から検討を始めました。 

はばたき公園は、博多湾東部におけるアイランドシ

ティ周辺の海域・海岸域（約 550ha）において自然環境

の保全・創造、地域の生活環境向上に向けて様々な施

策を展開している「エコパークゾーン」の中心に位置

し、和白干潟や海域等と機能分担しながら、人と自然

との共生を象徴する空間として整備を行うこととして

います。 

また、はばたき公園は、平成 21 年度に策定したアイ

ランドシティ事業計画において、まちづくりの基本方

針である「環境共生のまちづくり」、「みんなで関わる

まちづくり」を実感できる場としての整備を行うこと

としており、整備にあたっては、エコパークゾーンの

自然環境と一体となった生物生息空間の創出や自然環

境の観察施設、散策路等の施設を導入するとともに、

環境に関する研究・学習機能の導入とあわせながら整

備していきます。 

さらに、福岡市 新・緑の基本計画において、都市

の顔となる緑づくりを進めるとともに、野鳥の生息空

間の創出、市民が自然環境を身近に感じられる空間の

創出等に取り組むこととしております。 

これらの背景をもとに、市民や NPO、専門家等の多様

な主体による「野鳥ラウンジカフェ」において、はば

たき公園の「基本コンセプト」と「活動プラン」をとり

まとめ、それらを実現するため「野鳥公園整備に関す

る検討委員会」から専門的見地・助言をいただきなが

ら、整備に関する基本的な考え方（整備プラン）を「ア

イランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」

としてとりまとめております。 

平成 27 年 7 月の「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」では、はばたき公

園は 4 つの区画にゾーニングされ、このうち「自然の成長を学ぶゾーン」に整備される湿地は、

はじめから全てをつくり込まず、自然の状況変化に柔軟に対応できるよう“順応的管理手法を導

入”することとしています。また同時に、多様な主体が共働して、成長する自然を管理する“市

民共働による環境創造”を行うこととしています。 

 

図 1 アイランドシティはばたき公園の位置 

 

図 2 緑と水辺の環境整備のイメージ 
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２．アイランドシティはばたき公園について 

２.１ アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）策定までの経緯 

平成元年      港湾計画改訂 親水緑地としての位置づけを検討 

平成 6年      公有水面埋立免許取得 アイランドシティ整備事業に着手 

平成 18 年      福岡市野鳥公園基本構想 

平成 24～25 年   野鳥公園ラウンジカフェ 

平成 26 年    野鳥公園整備に関する検討委員会 

平成 27 年       市民意見募集（パブリック・コメント） 

平成 27 年       アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）策定 

 

詳細な経緯および内容を以下に示します。 

 

アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）の策定の経緯 

 
 

 

市民、自然保護団体、まちづくりの

各種団体、学識経験者等、多方面の

意見や助言をいただきました。 

出典）「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」（福岡市、平成 27 年 7月） 
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出典）「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」（福岡市、平成 27 年 7月） 
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２.２ 整備プランに示された整備や管理運営の方針 

公園の整備にあたっては、「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」に従っ

て、進めています。 

 

アイランドシティはばたき公園の整備プランの内容 

  

（概要版） 
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また、管理運営については、整備プランの“順応的管理手法の導入”（以下、順応的管理）を管

理手段として用い、自然の状況変化に柔軟に対応できるよう継続的なモニタリングの実施、その

結果に応じた管理手法の再検討・修正を行っていきます。 
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３．順応的管理計画について 

福岡市では、順応的管理を進めていくための行動計画・事業実施方針、目標達成基準による管

理手法をとりまとめた順応的管理計画を策定することとしました。本章では、順応的管理の標準

的な仕組みを紹介し、福岡市が策定する順応的管理計画の実施範囲、策定方法について示します。 

 

３.１ 順応的管理の標準的な仕組み 

湿地における順応的管理計画は、実施すべき内容、役割分担等の仕組みを明確にした順応的に

運営するシステムを構築しておくことが重要であるため、その手法が示された「順応的管理によ

る海辺の自然再生（国土交通省港湾局監修、平成 19 年 3 月）」の考え方に従います（図 3）。 

順応的管理手法は、①包括的な目標の設定（レベル 1）、②目標を実現するための具体的な行動

計画・事業実施方針の策定（レベル 2）、③目標達成基準による管理（レベル 3）の 3つの階層で

構成されています。 

レベル 1～3 の具体的な設定方法については、「３.３（３）レベル１～３の設定方法」に示し

ます。 

 

図 3 湿地の順応的管理の検討手順  

出典）順応的管理による海辺の自然再生（国土交通省港湾局監修、平成 19 年 3月） 
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３.２ はばたき公園における順応的管理を行う範囲 

「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」では、はばたき公園は 4 つの区画

にゾーニングされ、このうち「自然の成長を学ぶゾーン」に整備される湿地は、はじめから全て

をつくり込まず、自然の状況変化に柔軟に対応できるよう“順応的管理手法を導入”することと

しています。自然の状況変化に柔軟に対応するために、順応的管理を行う範囲は、「自然の成長

を学ぶゾーン」にある「湿地」を対象とします（以下、当該湿地といいます）。 

 

図 4 順応的管理を行う範囲 

平成 29 年、30 年度に整備プランに則り、湿地の造成を行ってきました。令和元年度の湿地は図 

5 に示すとおりであり、5つの水域によって構成されています。 

 

図 5 湿地の造成状況（令和元年 5月 7日撮影） 

No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 
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３.３ 順応的管理計画の策定方法 

（１）計画策定の進め方 

当該湿地の順応的管理計画は、順応的管理と管理運営のイメージが示されている「アイランド

シティはばたき公園基本計画（整備プラン）」の基本方針等に従って策定します。 

また、順応的管理計画の詳細な設計については「順応的管理による海辺の自然再生（国土交通

省港湾局監修、平成 19 年 3 月）」の考え方に従います。 

 

 

図 6 計画策定の進め方とその背景 

  

平成元年 博多湾港湾計画改訂
平成 6 年 公有水面埋立免許取得

レベル1：包括的目標

レベル2：行動計画・事業実施方針

レベル3：目標達成基準による管理

専門的見地・検討会からの意見 多様な主体との関わり

アドバイザー会議
（有識者からの学術的な助言）

ワークショップ

サポートチーム
（管理運営の担い手）

市の計画

平成18年 福岡市野鳥公園基本構想

平成26年 野鳥公園ラウンジカフェ

平成27年 市民意見募集（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｺﾒﾝﾄ）
平成26年 野鳥公園整備に関する

検討委員会

等

平成27年 基本計画（整備プラン）策定

Ⅰ. はじめに 位置づけとこれまでの経緯

Ⅱ. エコパークゾーンにおける
これまでの取組みと今後の課題

Ⅲ. 保全すべき鳥類
Ⅳ. 野鳥ラウンジカフェの成果
Ⅴ. 整備の基本方針

①目指す姿 ②基本コンセプト
③整備の方向性 ④ゾーニング
⑤各ゾーニングの機能と施設要素
⑥平面図⑦各ゾーンの活動イメージ

Ⅵ . 基本整備計画
①造成計画 ②湿地整備の考え方
③海域環境の改善 ④動線計画
⑤植栽計画 ⑥施設計画
⑦防犯への配慮

Ⅶ. 管理運営
①みんなで関わる公園
②順応的管理手法の導入
③身近な環境学習の拠点づくり

Ⅷ ．事業スケジュール

多様な生物の生息環境の創出に向け具体化

◎ 市民意見の取り入れ

令和元年～順応的管理計画
（暫定プラン）

順応的管理計画に沿った
管理運営の実施

令和4年度以降
順応的管理計画（本プラン）

体験学習 
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（２）計画策定の体制 

計画策定の体制は、福岡市が主体となり、①有識者による専門的見地からの助言・指導を受け

るための仕組みとして『アドバイザー会議』、②市民からの意見聴取の仕組みとして『体験学習』

におけるアンケートを活用し、共働で進める体制とします。 

体験学習は、はばたき公園の地域への周知を図るとともに、将来の順応的管理に向けた人材を

確保するため、市民を対象として開催します。さらに、管理の段階になれば、公園の意義に賛同

した住民（サポートチーム）による管理の過程で得られた情報を加えながら、福岡市が適宜、計

画を改善・効率化していきます。 

 

図 7 計画策定の体制 

 

（３）レベル１～３の設定方法 

順応的管理計画は、図 8 のとおり【レベル 1 包括的目標】、【レベル２ 具体的な行動計画・

事業実施方針】、【レベル３ 目標達成基準による管理】の 3つの階層で構成されています。レベ

ル 1～3の設定方法は以下に示すとおりです。 

 

【レベル 1 包括的目標】の設定方法 

レベル 1 の包括的目標は、意思決定者と関係者が現状の課題や自然再生の方針について共通認

識を持ち、何を達成しようとするかのねらいを明確にするために設定するものであり、レベル 1

の包括的目標は、整備プランを基本軸として設定します。 

 

【レベル２ 具体的な行動計画・事業実施方針】の設定方法 

レベル 2 の具体的な行動計画・事業実施方針は、包括的目標を達成するために実施すべき行動

計画・事業実施方針を具体的に定めたものです。レベル 1 を踏まえて設定するものであるため、

福岡市がアドバイザー会議による専門的見地からの助言、体験学習やサポートチーム等の市民か

らの意見を参考にして設定します。 

なお、レベル 2 では当該湿地における目標を達成するための取り組みを進めるために、当該湿

地がどのような生態系を目指していけば良いかという具体的な目標（目指す状態）を整理します。

また、生物の生息基盤づくりと生物の生息にふさわしい環境条件について情報整理を行い、当該

湿地において必要な条件と主な方策メニューを検討します。 

 

【レベル３ 目標達成基準による管理】の設定方法 

レベル 3 の目標達成基準による管理は、モニタリング結果が目標達成基準を満たしているかを

もとに管理手法のレビューを行い、必要な場合は管理手法の改善を行うものです。福岡市がアド

順応的管理計画の策定 

市 

アドバイザー 会議 
専門的見地からの

助言・指導 

専門 
情報提供 

市民 

意見提供 
助言・ 
指導 ⼀般市⺠ 

サポートチーム 

体験学習 
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バイザー会議の助言を参考にして設定し、管理手法の改善についてはサポートチームをはじめと

する市民の意見を反映させます。レベル 3 では①目標達成基準、②管理手法（維持管理計画）、

③モニタリング計画、④管理手法のレビューの方法を設定します。 

①目標達成基準 

・目標達成基準は、レベル 2 の具体的な行動計画・事業実施方針に基づいて行動した成果が、目標

を達成しているのかを具体的に判断する基準で、どんな項目を対象とするか（指標項目）、その項

目がどうなれば良いか（目標レベル）、いつまでに目標を達成すれば良いか（目標達成年次）を決

めるものです。 

・当該湿地において求められる成果は、望ましい生態系の形成にあります。そのため、指標項目は望

ましい生態系が形成されているかを判断できる生物やその生物が生息するための生息条件（生息

基盤と環境条件）を選定します。 

・目標レベルは、包括的目標（レベル 1）によって達成が求められるレベルを示すもので、当該湿地

の特性に適合した無理のない設定とします。 

・目標達成年次は、環境条件の変動性、安定性や生物・生態系の変動性、遷移の速度を踏まえて設定

します。 

②管理手法（維持管理計画） 

・レベル 1 の包括的目標を達成し、さらに目標とする状態を維持するためにはどのような管理が必

要かを定めたものです。 

・福岡市がアドバイザー会議の助言を参考にして、維持管理の内容（どんなことを、いつ、どのよう

に）を設定します。 

③モニタリング計画 

・目標達成基準の達成状況を評価するとともに、管理手法をレビューし改善の必要性を検討するた

めに実施する調査計画です。 

・福岡市がアドバイザー会議の助言を参考にして、モニタリングの内容（どんなことを、いつ、どの

ように）を設定します。 

④管理手法のレビュー 

・モニタリングの結果を目標達成基準と比較し、定期的に評価しながら管理手法やモニタリング計

画等の見直しを行うものです。レビューの結果は、順応的管理計画に反映させます。 

・福岡市がアドバイザー会議の助言を参考にして、管理手法のレビューの時期、方法を設定します。

実際のレビューの際には、サポートチームをはじめとする市民の意見を反映させます。 

 

図 8 レベル 1～3の設定方法 

順応的管理計画 

レベル 1：包括的目標 

 
レベル 2：行動計画・事業実施方針 

体験学習の成果 
（住民参加による管理に関する市民意見の取込） 

「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」

サポートチームの成果・参加 
（住民参加による管理に関する市民意見の取込） 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言 

（専
門
家
等
か
ら
提
言
等
） ②管理手法（維持管理計画）の設定 

③モニタリング計画の設定 

④管理手法のレビュー 

指標項目，目標レベル，目標達成年次 
①目標達成基準の設定 

レベル 3：目標達成基準による管理 
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４．湿地の順応的管理計画 

４.１ 包括的目標（レベル１） 

当該湿地の「包括的目標（レベル 1）」は、図 9に示すように、市民や NPO、専門家等多様な主

体が参加した“野鳥公園ラウンジカフェ”や福岡市民から意見募集した“パブリックコメント”

からの意見を取り入れて策定した「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」に

ある湿地を含む「自然の成長を学ぶゾーン」に導入する主な機能をもとに設定しました。 

以下に、包括的目標を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、「生物多様性ふくおか戦略」にもあるとおり、この湿地では原則として、湿地で自

然発生した生物が形成する生態系の保全の場とし、外部からの動植物の移入は基本的にしな

い・させない方針とします。 

 

図 9 湿地の包括的目標の設定フロー 

  

はばたき公園の上位計画 
 
「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」 
（福岡市、平成 27 年） 
 

湿地を含む「⾃然の成⻑を学ぶゾーン」に導⼊する主な機能 

■⽣物⽣息環境（陸域）の創出 
・地形に起伏をもたせ、⽔辺から丘陵地へと続く多様な⾃然環境の展開が可能となる

場を創出する。 
■⿃類の⽣息場 
・⼲潟を主要な⽣息場として利⽤している⿃類（主にシギ・チドリ類）の休息場を設

け、⾶来する野⿃を観察する。 
■市⺠共働による環境創造 
・多様な主体が共働して、成⻑する⾃然を管理する。 

■⾃然の成⻑を通した環境学習 
・新たに創出した⾃然環境が成⻑していく過程や⽣態系を体験学習する。 

 

●湿地の包括的目標 

人と自然との共生を象徴する空間づくりを実現する 
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４.２ 具体的な行動計画・事業実施方針（レベル２） 

（１）具体的な行動計画・事業実施方針（レベル２）の設定 

当該湿地の「具体的な行動計画・事業実施方針（レベル 2）」は、上位計画である「アイランド

シティはばたき公園基本計画（整備プラン）」の考え方、令和元年度に行った体験学習の結果に

基づき、次のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な行動計画・事業実施方針 

①地形に起伏をもたせ、水辺から丘陵地へと続く多様な自然環境を創出する 

②干潟を利用する鳥類（主にシギ・チドリ類）の休息場を設ける 

③多様な主体が共働して、成長する自然を管理する 

④自然環境が成長していく過程や生態系を体験学習する 

 

 

 

 

図 10 湿地の具体的な行動計画・事業実施方針の設定フロー 

  

＜留意点＞ 
この方針は、今後も市民意見を反映しながら随時見直しを行います。

はばたき公園の上位計画 
 
「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」 
（福岡市、平成 27 年） 
 

湿地を含む「⾃然の成⻑を学ぶゾーン」に導⼊する主な機能 

■⽣物⽣息環境（陸域）の創出 
・地形に起伏をもたせ、⽔辺から丘陵地へと続く多様な⾃然環境の展開が可能となる場を創

出する。 
■⿃類の⽣息場 
・⼲潟を主要な⽣息場として利⽤している⿃類（主にシギ・チドリ類）の休息場を設け、⾶来

する野⿃を観察する。 
■市⺠共働による環境創造 
・多様な主体が共働して、成⻑する⾃然を管理する。 

■⾃然の成⻑を通した環境学習 
・新たに創出した⾃然環境が成⻑していく過程や⽣態系を体験学習する。 

令和元年度の体験学習の結果 
アイランドシティ住民を対象として計 2 回実施 

（令和元年 12 月 8 日、令和 2 年 2 月 1 日） 

市⺠からの意⾒として計画に反映できること 
（1）多様な⽣物がいる場づくり 
（2）ゾーニング（⼈が⼊れる場所・⼊れない場所）の導⼊ 
（3）⽬で体で感じる学びの場 
（4）⼦どもの環境教育の場 
（5）イベントの場（環境学習会等） 
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（２）方針を実行するための目標（目指す状態） 

先述のレベル 2 に掲げた方針を実行するために、それぞれの方針について具体的にどのような

状態を目指すのか、目標（目指す状態）を立て、その目標達成に向けて取り組みを進めていくこ

ととしました。レベル 2の方針を実行するための目標（目指す状態）を表 1 に示します。 

方針のうち、①と②では多様な自然環境や鳥類の休息場を創出することで、多様な生物が生息・

生育する自然環境ができていることやシギ・チドリ類をはじめとする鳥類が利用している状態に

なることを目標とします。この目標を達成するためには、自然環境を人為的に管理し遷移の初期

段階の状態で維持することによる多様な自然環境の創出が必要となります。 

また、③と④では地域住民をはじめとする多様な主体が関わり、当該湿地を適切に管理するこ

とや、当該湿地が自然環境を体験できる場として人々が利用している状態になることを目標とし

ます。この目標を達成するためには、地域住民をはじめとする多様な主体の共働が必要となりま

す。 

 

表 1 方針を実行するための目標（目指す状態）と目標達成のために必要となる取り組み 

具体的な行動計画・ 

事業実施方針（レベル

2） 

方針を実行するための目標（目指す状態） 
目標達成のために 

必要となる取り組み 

①地形に起伏をもたせ、

水辺から丘陵地へと続

く多様な自然環境を創

出する 

・当該湿地に多様な自然環境ができ、そこに生息・生育する

生物、特に期待する生物にとって良好な環境となってい

る 

（自然環境を人為的に

管理し遷移の初期段階

の状態で維持すること

による） 

多様な自然環境の創出 ②干潟を利用する鳥類

（主にシギ・チドリ類）

の休息場を設ける 

・シギ・チドリ類をはじめとする鳥類の休息場が創出され、

これらの鳥類が利用している 

③多様な主体が共働し

て、成長する自然を管

理する 

・地域住民が管理活動に参加している 

・多様な主体が共働して管理する体制ができている 

・目標とする自然が適切に管理されている 

多様な主体の共働 

④自然環境が成長してい

く過程や生態系を体験

学習する 

・人の立ち入りができる等、親水性が確保された場ができて

いる 

・体験学習の場として人々が利用している 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 アイランドシティはばたき公園の湿地の管理の考え方  

湖 草原 低木林 

当該湿地では人為的な管理により 

遷移の初期段階に戻し続ける 

河川の氾濫によりできた湖沼では 

氾濫により遷移の初期段階に戻る 

沼 一般的な湿性遷移 

はばたき公園の 
湿地における遷移 

池（水域） 植物の繁茂により 
水面が減少 

陸地化（草、低木） 
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（３）当該湿地における目標を達成するための取り組み 

ア．多様な自然環境の創出に関する取り組み 

（ａ）当該湿地での生息・生育を期待する主な生物 

「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」では、『本公園の検討にあたり、和

白干潟や周辺の浅海域との機能分担やエコパークゾーン内での連携を図ることが重要であり、今

後とも鳥類本来の生息域を保全していくとともに、本公園内では主としてシギ・チドリ類の休息

場を確保する』こととしています。 

また、アイランドシティはばたき公園が位置するエコパークゾーン周辺には、渡り鳥の中継地

や越冬地として毎年多くの鳥類が飛来しており、当該湿地ではサギ類や陸ガモ類がみられていま

す。（当該湿地ではゲンゴロウ類等の水生昆虫が自然に発生・侵入し、ヨシ等の抽水植物帯や沈

水植物帯等の水辺の植生帯等が成立しており、沿岸の淡水池湿原のような二次的自然環境1が形成

されています。） 

以上により、当該湿地での生息・生育を期待する生物は、表 2 に示すとおりシギ・チドリ類、

サギ類、陸ガモ類の鳥類と、水生昆虫等の水辺に生息・生育する多様な動植物とします。 

 

表 2 湿地での生息・生育を期待する主な生物 

生息・生育を期待する生物 

鳥類 シギ・チドリ類 

サギ類 

陸ガモ類 

自然に発生・侵入してくる水

生昆虫等の二次的自然環境

（里地里山）に生息・生育す

る生物 

水生昆虫 

水生植物 

 

  

                             
1 人が手を加えることで維持、管理されてきた自然環境のこと。里地里山やその地域にある河川や湿原のほか、水

田、ため池や水路等の人間の働きかけを通じて形成された水系を含む。 
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（ｂ）当該湿地において必要な生息基盤と環境条件 

当該湿地では、鳥類や水生昆虫、水生植物等の多様な生物が生息・生育できる自然環境を創出

するために、水域、移行帯（エコトーン）、陸域それぞれにおいて多様な環境を維持することが

条件となります。また、閉鎖的な水域であることを考慮すると、水質の富栄養化についても留意

する必要があると考えられます。 

以上より整理した生息基盤と環境条件を表 3 に示します。 

表 3 当該湿地において必要な生息基盤と環境条件 

生息・生育を期待する生物 
生息基盤づくりに係わる 

物理的条件 

生物の生息にふさわしい 

環境条件 

鳥類 シギ・チドリ類 ・水域 

・緩やかな傾斜の水際 

・適度な植生 

・裸地 

水深：浅め（緩やかな傾斜） 

植生：なし 

その他：人が干渉しないようブラインドを設置

する等の配慮を実施 

サギ類 ・水域 

・適度な植生 

水深：浅め 

植生：あってもなくても良い 

その他：人が干渉しないようブラインドを設置

する等の配慮を実施 

陸ガモ類 ・水域 

・適度な植生 

水深：浅め～深め 

植生：水際植生はあってよい 

その他：人が干渉しないようブラインドを設置

する等の配慮を実施 

自然に発生・侵

入してくる水

生昆虫等の二

次的自然環境

（里地里山）に

生息・生育する

生物 

水生昆虫等 ・水域 

・多様な植生 

・泥の底質 

水深：浅め～深め 

植生：まばらな場所と豊富な場所が混在する多

様な環境 

その他：池の底に幼虫が生息する泥が必要 

水生植物 ・水域 水質：富栄養化が進行しないこと（以下の参考

資料参照） 

植物相：侵略的外来種が侵入していない環境 

＜参考１＞⽔質の富栄養化による⽔⽣植物への影響2 
はばたき公園の湿地は、浅水域から深水域まで多

様な水深が存在するため、生育する植物は水深の条

件に応じて、様々な群落が形成されると考えられま

す。また、基本的に雨水にたよるため池で水域面積

も小さく、止水的な環境が継続するため、水質の富

栄養化が懸念されます。水質の富栄養化が進行する

と、水質の変化に応じて、生育する植物群落が変化

するとともに、種の多様性も減少します。例えば、

富栄養化の進行によって水の透明度が悪化するこ

とや、水面に葉や花を出す浮葉植物が繁茂すること

によって、水中への光の供給が制限され、水中に生

育する沈水植物群落が消滅することが考えられま

す。さらに、富栄養化が進行すると浮葉植物も消滅

し、ホテイアオイ、サンショウモ等水面に植物体を

浮かべる浮遊植物群落がはびこることもあります。 

                             
2 環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画・設計の手引き（第２編）（食料・農業・農村政策審議会農

村振興分科会、農業農村整備部会技術小委員会、平成 15 年 3月） 

 

図 9 水位の違いによる水生植物の種類の違い 
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（ｃ）インパクト・レスポンスフロー 

管理手法の改善の必要性を判断するために、時間の経過によりどのような環境要因の変化を経

て生物へ影響を及ぼすかを構造図として示す「インパクト・レスポンス」の整理による検討を行

います。当該湿地を対象とした、事前に想定されるインパクト・レスポンスについて整理したフ

ローが図 12 になります。 

湿地造成完了時点の水域を元の状態とした場合、当該湿地には様々な攪乱や変化（インパクト）

があり、それに応じた応答（レスポンス）がおこります。例えば水域では、時間の経過に伴う地

形、水量、植生等の変化が想定されます。具体的には、降雨等による土砂の流入や堆積により水

域の浅場や水面が減少することや、経時的な植生の遷移によりヨシやその他の草本等が繁茂する

ことが考えられます。これらの変化は水質・底質や水域面積の変化につながり、水域の生態系が

変化します。例えば、水質の悪化や水域の陸地化などが進行した場合、水域の生物多様性が失わ

れる可能性もあります。また、当該湿地では、ここで自然発生する生物が形成する生態系の保全

第一としており、外部からの動物の移入はしない・させない方針を原則としていますが、管理や

体験学習の場として人が利用するようになると、外部からの生物の侵入も想定しておく必要があ

ります。万が一、侵略的な外来生物が侵入すると、既に生息・生育している生物が形成していた

生態系のバランスが崩れ、多様性が失われることにつながります。 

湿地における包括的目標を達成し、さらに目指すべき環境を創造し維持するためには、これら

のインパクト・レスポンスを踏まえ、段階的な整備や適切な維持管理を計画的に行っていくこと

が必要です。 

 

 

 

 

 

 

図 12 湿地におけるインパクト・レスポンスフロー（一例） 
（図中の矢印は関連する可能性のあるインパクト・レスポンスの要素を結んでいる） 

 

  

＜参考２＞インパクト・レスポンスフローとは 

順応的管理におけるレベル 3では、「管理手法の設定、モニタリング、レビュー」→「目標達成基準による管理」

を実現するためには、適切な目標達成基準の設定と、そのモニタリングが不可欠です 3。しかし、生物を対象とした

順応的管理においては、対象生物の生息量そのものを目標達成基準としたり、モニタリングしたりすることが困難で

ある場合が多いです 3。そこで、生物の生息量に影響する様々な要因の連関分析を行い、ある環境変化を与えたとき

に、どのような影響が発現するのかを示し、着目すべき変化を抽出するために用いられるものがインパクト・レスポ

ンスフローです 3。このインパクト・レスポンスフローを整理することで、レスポンスからモニタリングすべき指標

項目が決まり、効果的なモニタリング計画を作成することができます。また、生物等への影響からこのフローをたど

ることで、どのようなインパクトによって影響が生じたのかを洗い出すこともできます。 

例えば、はばたき公園の湿地においてシギ・チドリ類の休息場所が減少してしまったことがわかった場合、このイ

ンパクト・レスポンスフローをたどると、なぜ休息場所が減少してしまったのか、その要因となるインパクトを知る

ことができます。また、その要因となるインパクトを改善することで、シギ・チドリ類の休息場所の再生が可能とな

ります。 

なお、「インパクト・レスポンスフロー」は、将来起こりうる環境の変化を予測しているため、維持管理の段階で

はフローが変わっていく可能性もあります。そのため、維持管理の段階でフローを見直すことが重要です。 

3順応的管理による海辺の自然再生（国土交通省港湾局監修、平成 19 年 3月） 

水量の変化地形の変化 植生の変化

浅場の減少 水面の減少 ヨシの繁茂

人の利用

親水性の阻害

外来種侵入雑草の繁茂

湿地の陸地化水質・底質の
悪化

シギ・チドリ類の
休息場所の減少

多様性の
喪失

環境への
意識低下

人の利用の
減少

インパクト

生物等への影響

ゴミ投棄

物質循環の変化

富栄養化

レスポンス
（環境の変化）
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（ｄ）多様な自然環境の創出に関する主な方策メニュー 

レベル 2 に掲げた 4 つの方針のうち『①地形に起伏をもたせ、水辺から丘陵地へと続く多様な

自然環境を創出する』場所は、「湿地での生息・生育を期待する主な生物（表 2）」が必要とする

環境要素を含む水域 No.1～No.5 とその周囲としました。 

『②干潟を利用する鳥類（主にシギ・チドリ類）の休息場を設ける』場所は、上位計画である

「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」で“主としてシギ・チドリ類の休息

場を確保する”と示されていることから、湿地全体で取り組むこととしました。 

多様な自然環境の創出に関する主な方策メニューは表 4 に示すとおりです。 

 

表 4 多様な自然環境の創出に関する主な方策メニュー 

具体的な行動計

画・ 

事業実施方針 

（レベル 2） 

方針を実行するための目標

（目指す状態） 

当該湿地での 

生息・生育を 

期待する生物 

必要な 

環境要素 

留意点・必要な 

維持管理等 
実施場所 

①地形に起伏を
もたせ、水辺
から丘陵地へ
と続く多様な
自然環境を創
出する 

・当該湿地に多様な自然環境
ができ、そこに生息・生育
する生物、特に期待する生
物にとって良好な環境と
なっている 

水生昆虫、水
生植物 

・水域 
・多様な植生 
・泥の底質 

・水質の富栄養
化を進行させ
ない 

・土砂の除去 
・ヨシの除去 
・水域及び 
岸際の草刈 

No.1～5 
の水域と
その周囲 
 

②干潟を利用す
る鳥類（主に
シギ・チドリ
類）の休息場
を設ける 

・シギ・チドリ類をはじめと
する鳥類の休息場が創出
され、これらの鳥類が利用
している 

シギ・チドリ
類、サギ類、
陸ガモ類 

・水域 
・緩やかな 
傾斜の水際 

・適度な植生 
・裸地 

・人の干渉を避
ける 

・土砂の除去 
・ヨシの除去 
・水域及び 
岸際の草刈 

・陸域の草刈 

湿地全体 

 

図 13 多様な自然環境の創出に関する主な方策メニューの実施場所 
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イ．多様な主体の共働に関する取り組み 

レベル 2 に掲げた 4 つの方針のうち『③多様な主体が共働して、成長する自然を管理する』場

所は、上位計画である「アイランドシティはばたき公園基本計画（整備プラン）」で“主としてシ

ギ・チドリ類の休息場を確保する”“多様な主体が共働で自然形成に携わる”と示されているこ

とから、湿地全体で取り組むこととしました。 

『④自然環境が成長していく過程や生態系を体験学習する』場所は、不特定多数の人が体験学

習のため湿地内に入ると、人の干渉がシギ・チドリ類の休息場利用に影響する可能性が想定され

ることから、離れた場所にある No.1 としました。 

多様な主体の共働に関する主な方策メニューは表 5に示すとおりです。 

 

表 5 多様な主体の共働に関する主な方策メニュー 

具体的な行動計画・ 

事業実施方針 

（レベル 2） 

方針を実行するための目標 

（目指す状態） 
必要となる行動 実施場所 

③多様な主体が共働して、成長

する自然を管理する 

・地域住民が管理活動に参加し

ている 

・多様な主体が共働して管理す

る体制ができている 

・目標とする自然が適切に管理

されている 

・体験学習等のイベントの実

施 

・サポートチームの立ち上げ 

・サポートチームが主体とな

った維持管理作業やイベン

トの実施 

湿地全体 

④自然環境が成長していく過

程や生態系を体験学習する 

・人の立ち入りができる等、親水

性が確保された場ができてい

る 

・体験学習の場として人々が利

用している 

同上 No.1 

 

図 14 多様な主体の共働に関する主な方策メニューの実施場所  
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４.３ 目標達成基準による管理（レベル３） 

目標達成基準による管理（レベル 3）では、目標達成基準、管理手法（維持管理計画）、モニタ

リング計画、管理手法のレビューの方法を設定します。 

「４.２（３）当該湿地における目標を達成するための取り組み」で示したとおり、レベル 2の

4 つの方針は“多様な自然環境の創出に関する取り組み”と“多様な主体の共働に関する取り組

み”に分けられます。当該湿地では、それぞれの取り組みに応じて表 6 に示す項目をレベル 3 で

設定することとしました。 

目標達成基準は、具体的な行動計画・事業実施方針が達成されたかを具体的に判断する基準と

なるものであるため、計測や観察ができる定量的な項目とします。また、管理手法（維持管理計

画）は、当該湿地で必要な生物の生息基盤や環境条件が満たされるような維持管理の方法、モニ

タリングは目標達成基準の達成状況の評価や、管理手法のレビュー、改善の必要性の検討が行え

るよう計画するもので、いずれも目標達成基準の内容（指標項目、目標レベル、目標達成年次）

を踏まえて設定します。したがって、目標達成基準、管理手法（維持管理実施計画）、モニタリン

グ計画、管理手法のレビューは“多様な自然環境の創出に関する取り組み”で定量的な評価がで

きるよう設定します。 

“多様な主体の共働に関する取り組み”では、上述したような生物の目標のほか、地域住民を

はじめとする多様な主体が共働で取り組む体制を醸成することが重要であり、いつまでに、どの

ような体制をつくるかといった目標レベル・目標達成年次、目標とする体制づくりを着実に進め

ていくための行動計画を設定することとしました。 

 

表 6 レベル 3で設定する項目 

具体的な行動計画・ 

事業実施方針 

（レベル 2） 

当該湿地における目

標を達成するための

取り組み 

レベル 3 で設定する項目 

目標達成基準 管 理 手

法（維持

管 理 実

施計画） 

モ ニ タ

リ ン グ

計画 

管 理 手

法 の レ

ビュー 

指標 

項目 

目標 

レベル 

目標達成

年次 

①地形に起伏をもた

せ、水辺から丘陵地

へと続く多様な自然

環境を創出する 

（自然環境の遷移を

リセットし続けるこ

とによる） 

多様な自然環境の創

出に関する取組み 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 
②干潟を利用する鳥

類（主にシギ・チド

リ類）の休息場を設

ける 

③多様な主体が共働

して、成長する自然

を管理する 多様な主体の共働に

関する取り組み 
－ 〇 〇 

〇 

(行動 

計画) 

－ － 
④自然環境が成長し

ていく過程や生態系

を体験学習する 

〇：設定する  －：設定しない 

  ＜留意点＞ 
この方針は、今後も市民意見を反映しながら随時見直しを行います。
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４.３.１ 多様な自然環境の創出に関する取り組み 

（１）目標達成基準の設定 

目標達成基準は、レベル 1の包括的目標を達

成されているかを具体的に判断するための基

準となるものです。 

目標達成基準の設定にあたっては、指標項

目、目標レベル、目標達成年次を明確にします。 

 

ア．指標項目 

指標項目は、目標達成基準が具体的な行動計画・事業実施方針が達成されたかを具体的に判断

する基準となるものであるため、計測や観察ができる定量的な項目とします。当該湿地では水質、

底質、生息環境、植生（水域、陸域）、生物相（鳥類の生息状況、水生昆虫類の生息状況、植物の

生息状況、上記以外の分類群の侵略的外来種の生息状況）を指標項目とします。 

イ．目標レベル 

目標レベルは、達成が求められるレベルを示すものであり、地域の特性や指標項目の特性に応

じて設定します。当該湿地では、主にシギ・チドリ類、サギ類、陸ガモ類、及び水生昆虫、水生植

物が生息・生育することを期待していることから、これらの好む遷移の初期段階の環境を保つこ

とを基本とします。 

ウ．目標達成年次 

目標達成年次は、達成が求められる指標項目について、それぞれの変動性や遷移の速度を踏ま

えて、何年後に達成を目指すかを示すものです。当該湿地では、既存の目標達成基準について 3年

ごとの短いスパンで検証・見直しを行います。 

表 7 目標達成基準の設定 

指標項目 目標レベル・目標達成基準 目標達成年次

水質 ・季節的な動向が過年度と同じであること、また、経年的に

値が極端に変化していないこと 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

底質 ・調査結果が経年的に極端に変化していないこと 

生息環境 ・整備初期段階の水深を維持すること 

・水面の広さについては、当面は整備から２～３年後（令和

３～４年度）の広さを維持すること（夏季の状態を比較） 
植 

生 

水域 ・整備初期段階と比較して抽水植物が拡大し、開放水面と移

行帯が顕著に減少していないこと 

・小型のシギ・チドリ類が採餌場として利用できる裸地が確

保されていること 

陸域 ・草本類を中心とした草原が維持されていること 

・小型のシギ・チドリ類が休息場として利用できる裸地が確

保されていること 

生

物

相 

鳥類の生息状況 ・シギ・チドリ類、サギ類、陸ガモ類の種数の減少が経年的

に生じていないこと 

・侵略的外来種が侵入していないこと 

水生昆虫類の生息状況 ・種数の減少が経年的に生じていないこと 

・多様度指数※が経年的に顕著に変化していないこと 

・侵略的外来種が侵入していないこと 

植物の生息状況 ・侵略的外来種が侵入していないこと 

上記以外の分類群の侵略的

外来種の生息状況 

・侵略的外来種が侵入していないこと 

 
 

 

レベル１

レベル２

レベル３

包括的目標

具体的な行動計画・
事業実施方針

管理手法の設定・
改善

目標達成基準
による管理

モニタリング

管理手法の
レビュー

※ 生物の群集の豊かさを表す指数のことで、群集の中での種ごとの個体数の配分という考え方を多様度指数といいます。種

多様性を説明する要素として、種の豊富さ（Species richness）と均等度（evenness、または、equability）の 2つがあ

ります。種の豊富さとは群集に存在する種の数のことを指します。一般に、種の数が多いほど群集は多様です。しかしな

がら、群集に含まれる種の数が同程度であっても、特定の種の個体数が多く他の種の個体数が少ない場合、多様性は低く

なります。  
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（２）管理手法（維持管理実施計画） 

管理手法は、レベル 1の包括的目標を達成し、

さらに目標とする状態を維持するためにはどの

ような管理が必要かを定めたものです。維持管理

作業の実施計画を表 8に示します。 

 また、４．１包括的目標（レベル 1）において

定めた、湿地の包括的目標「人と自然との共生を

象徴する空間づくりを実現する」に取り組むために、湿地には外部からの動植物の移入は基本的

にしない・させない方針としています。しかし、今後、希少種等の移入について検討する必要が

生じた場合には、生物多様性について悪影響がないことを有識者に確認したうえで福岡市におい

て判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

レベル１

レベル２

レベル３

包括的目標

具体的な行動計画・
事業実施方針

管理手法の設定・
改善

目標達成基準
による管理

モニタリング

管理手法の
レビュー
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表 8（1） 維持管理作業（底泥の除去）の実施計画 

維持管理作業の

項目・方法 
底泥の除去 池底に堆積した土砂を除去する 

指標項目 水質、底質、生息環境 

目標レベル・ 

目標達成基準 
『水質』『底質』『生息環境』の 3項目の目標レベル・目標達成基準 

実施の判断基準 『水質』『底質』『生息環境』の指標項目が目標達成されていない場合は実施時期を早め

る。目標達成している場合は実施を翌年にする等、目標達成状況に応じた判断をすること。 

実施の判断時期 概ね 3年おき 

実施適期 ６月、７月及び、１０～３月の間で水域ごとに時期をずらしながら行う 

留意点 ＜実施時期＞ 

以下の条件を加味して、鳥類、水生昆虫類、抽水植物の生息・生育への影響が小さくなる

ように、実施する水域の範囲、順番及び実施時期を検討すること。 

※水生昆虫類への影響を小さくするためには、陸上で越冬する冬に底泥の除去をするこ

とが望ましい。特に、蛹の時期の 8月は移動性が小さくなるので避けること。 

※鳥類への影響を小さくするためには、シギ・チドリ類の飛来する４～５月、８～９月、

及び、カモ類等が利用する越冬期を除く時期に底泥の除去をすることが望ましい。 

＜底泥の除去＞ 

・水際の植生を残して設計時の深さに戻すことを基本とするが、底泥の除去をしない方が良

い場所もあるだろうから、実施時には専門家の助言を受けることが望ましい。 

・底泥の除去を一斉にすべての水域で実施すると作業時に生物が避難する場所がなくなり、

生物がいなくなってしまう可能性がある。このため、実施時期をずらすことが望ましい。ま

た、希少な動植物が確認された場合は移動する配慮を行う。これにより水域内の生物へのイ

ンパクトを最小限に抑えられることが期待できる。 

・水深が浅い NO.2～NO.4 については、少雨が続くと自然に干上がる。また、乾燥した底泥

は軽く除去作業は人力でも可能である。 
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表 8（2） 維持管理作業（水域及び移行帯の植生管理）の実施計画 

維持管理作業の

項目・方法 

水域及び移行帯の

植生管理 

草刈り機を用いる等により、地際より刈り取る。（その際、残った根で

水域が陸地化しないよう可能な範囲で根から除去する）刈り取った植

物は水域外へ持ち出す。 

指標項目 水質、生息環境（水面）、生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）、植生 

目標レベル・ 

目標達成基準 

『水質』『生息環境（水面）』『生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）』『植生』の 4項

目の目標レベル・目標達成基準 

実施の判断基準 『水質』『生息環境（水面）』『生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）』『植生』 の 4

項目の指標項目が目標達成されていない場合は実施範囲及び回数を増やす又は、実施時期を

早める。目標達成している場合は実施を翌年にする等、目標達成状況に応じた判断をするこ

と。  

実施の判断時期 毎年 

実施適期 採餌場の確保のため・・・・野鳥の飛来時期にあわせて適宜 

窒素やリンの除去のため・・・・１１～３月 

留意点 ＜草刈り全般＞ 

・草刈りの際には一度に広い面積を刈り取るのではなく、ある部分を刈り取ったら次は少し

離れた場所を刈り取る等ローテーションを組み入れる（以下＜参考３、４＞を参照）。これ

により草原内等にすむ小さな動物へのインパクトを最小限に抑えられることが期待できる。 

＜抽水植物の除去＞ 

・移行帯のうち、シギ・チドリ類などが採餌場として利用できるように管理する箇所につい

ては、野鳥の飛来時期には裸地となる様に、草刈り等の管理を行うこと。 

・水生昆虫類の生息環境として、水際植生は重要であることから、水域の岸際の一部に約 50

ｃｍ程度の厚みの水際植生を確保することが望ましい。 

・開放水面を確保するため、抽水植物は根株、地下茎ごと除去することが望ましい。 

・抽水植物の肥大した地下茎については人力での切断、除去が難しいため、必要に応じて小

型重機を使用することを検討する。小型重機を使用する場合は、遮水シートを破損しないよ

うに慎重に作業すること。 

※ヨシの除去は窒素やリンを最も吸収した後の、１１月以降に実施すると良い 

・はばたき公園の移行帯の代表的な植物としてはヨシ、ヒメガマ、コウキヤガラが挙げられ

るが、ヨシには様々な生物が依存しているので除去、刈取を行う際には注意が必要である一

方で、ヒメガマ、コウキヤガラについては繁茂による陸地化を防ぐため積極的に除去、刈取

りをすること。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
図 10 草刈りローテーションのイメージ 

（矢印は草刈り実施時の移動のイメージ） 

＜参考３＞草刈りローテーション 4  

草刈機で草刈りをする際には、「ローテーション」により作業し

ます。すなわち、一度に広い面積（例：かつての田んぼ一枚分）を

刈り取るのではなく、一枚の田んぼ（あるいはその半分）を刈り取

ったら少し離れた場所で刈り取る等ローテーションを組み入れた

草刈りを実施します。これにより、カヤネズミをはじめとする草原

内にすむ小さな動物へのインパクトを最小限に抑えられることが

期待できます。 

 
4 敦賀市中池見湿地保全活用計画 実施計画（敦賀市、平成 28 年 3 月） 
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表 8（3） 維持管理作業（陸域の植生管理）の実施計画 

維持管理作業の

項目・方法 

陸域の植生管理 植物を地際から刈り取る 

指標項目 生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）、植生 

目標レベル・ 

目標達成基準 
『生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）』『植生』の２項目の目標レベル・目標達成基準 

実施の判断基準 『生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）』『植生』 の２項目の指標項目が目標達成され

ていない場合は実施範囲及び回数を増やす又は、実施時期を早める。目標達成している場合

は実施を翌年にする等、目標達成状況に応じた判断をすること。  

実施の判断時期 毎年 

実施適期 休息場の確保のため・・・・野鳥の飛来時期にあわせて適宜 

草原として維持するため・・・・実施時期の指定なし 

留意点 ＜草刈り全般＞ 

・草刈りの際には一度に広い面積を刈り取るのではなく、ある部分を刈り取ったら次は少し

離れた場所を刈り取る等ローテーションを組み入れる（＜参考３、４＞を参照）。これによ

り草原内等にすむ小さな動物へのインパクトを最小限に抑えられることが期待できる。 

＜陸域の草刈り＞ 

・陸域のうち、シギ・チドリ類などが休息場として利用できるように管理する箇所について

は、野鳥の飛来時期には裸地となる様に、草刈り等の管理を行うこと。 

・草原から低木・高木への遷移を防ぐため草刈りを行う。草刈りは生き物へのインパクトを

抑えるためローテーションで行い３年毎に一巡するペースで実施する。ただし、野鳥の観察

や自然観察会等で利用する範囲については適宜、草刈りを実施する。 

 

＜参考４＞草刈り時の留意事項 

草地は、バッタやトンボ等の昆虫が隠

れたり休んだりする場所、また、それ

を餌にしているカエルたちのすみかに

なっています。生きものたちが暮らし

ていくために大切な環境の一つです

が、長い時間が経つと、ヨシやススキ

等の草丈の高い植物で覆われてしまう

ことがあります。 
ここでは、生きものの視点に立った草

刈り時の留意事項を示します。 

・刈り取りは時期をずらして段階的に

行います。 

・草地のすべてを一度に刈り取らず、

所々に残しておくことで、生きもの

たちの避難場所を確保できます。 

・草地はバッタやカエル等のすみかとなっています。草刈りの際は、まず湿地の半分程度を刈り取り、その後、刈り

取った場所に再び草が生えだした頃に、もう半分の刈り取りを行うと、草地にすむ生きものが草地に移動すること

ができます。 

  

草地
（刈り取り前）

湿地

半分
草刈り

湿地

半分
刈り残し

⽣きもの避難

再⽣中
の草地

残りの
半分を
刈り取り

湿地

⽣きもの避難

❶草地にはバッタや

カエル等が多くく

らしている。 

❷草刈り範囲を半分

にすることで、刈り

残していた半分に

生きものが避難す

る。 

❸最初に刈り取った場所

に草地が再生してきた

ら、残していたもう半分

を刈り取り。生きもの

は、再生した草地に避難

する。 
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表 8（4） 維持管理作業（池干し）の実施計画 

維持管理作業の

項目・方法 

池干し 水域の水を抜き、底泥を空気にさらして乾燥・酸化させる 

指標項目 水質、底質、生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）、植生 

目標レベル・ 

目標達成基準 

『水質』『底質』『生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）』『植生』 の 4 項目の目標

レベル・目標達成基準 

実施の判断基準 『水質』『底質』『生物相（鳥類・水生昆虫類の生息状況）』『植生』 の 4項目の指標

項目が目標達成されていない場合は実施時期を早める。目標達成している場合は実施を翌

年にする等、目標達成状況に応じた判断をすること。  

実施の判断時期  概ね 3年おき 

実施適期 ６月、７月及び、１０～３月の間で水域ごとに時期をずらしながら行う 

留意点 ＜実施時期＞ 

以下の条件を加味して、鳥類、水生昆虫類、ヨシの生息・生育への影響が小さくなるよ

うに、実施する水域の範囲、順番及び実施時域を検討すること。 

※水生昆虫類への影響を小さくするためには、陸上で越冬する冬に池干しをすることが

望ましい。特に、蛹の時期の 8月は移動性が小さくなるので避けること。 

※鳥類への影響を小さくするためには、シギ・チドリの飛来する４～５月、８～９月、

及び、カモ類等が利用する越冬期を除く時期に底泥の除去をすることが望ましい。 

＜池干しのやり方＞ 

池干しを一斉にすべての水域で実施すると作業時に生物が避難する場所がなくなり、生

物がいなくなってしまう可能性がある。このため、実施時期をずらすことが望ましい。ま

た、希少な動植物が確認された場合は移動する配慮を行う。これにより水域内の生物への

インパクトを最小限に抑えられることが期待できる。 

 実施にあたっては、水路の堰高の調整及び水中ポンプにより排水する。その際、栄養塩

の濃度が高い水域の水が、直接海へ入ることを避けるため、園内で一時貯水するなどを検

討する。 

 

  

＜参考５＞⽔位調整の考え⽅ 

・池干しやその他管理のために水位を下げる際には、水路の堰板の高さを下げることで排水を促すことが出来る。 

・排出される水については直接海へ放出せず、園内で一時貯水することを検討する。一時貯水することで抽水植物

が窒素、リン等を吸収し水質を浄化する働きと、生物の生息場所の多様性を創出することが期待できる。 
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表 8（5） 維持管理作業（侵略的外来種の防除、侵略的外来種の駆除）の実施計画 

※ 対象となる侵略的外来種は以下のリストとする。なお、以下のリストは随時更新されるため、目標達成レベル・目標達成基

準の判断時には環境省及び福岡県の該当ホームページを確認すること。 

＜侵略的外来種＞ 

ここでは、「生態系被害防止外来種リスト（環境省、平成 27 年 3 月 26 日）」の掲載種または「福岡県侵略的外来種リス

ト 2018（福岡県）」の掲載種をいう。 
  

＜参考６＞外来種とは 
外来種とは、たとえばアメリカザリガニのように、もともとその地域にいなかったのに人の手で自然分布域

外に持ち込まれた生物のことを指します。外来種が侵入・定着すると、もともとその場所で生活していた在来

の生物を食べたり競争を起こしたりして、生態系へ悪い影響を与えることがあります。また、ヒアリのように

毒によって人の生命・身体へ危険を及ぼしたり、アライグマのように農林水産業に被害を与えたりする外来種

もいます。このように生態系、人の生命・身体、農林水産業に悪影響を与える外来種を特に侵略的な外来種と

呼びます。 

環境省・農林水産省は共同で「生態系被害防止外来種リスト（以下、環境省リスト）」を、福岡県においても 

「福岡県侵略的外来種リスト 2018（以下、県リスト）」をそれぞれ作成し、特に侵略性の高い外来種を選定し

ています。また、環境省では「（外来種を）入れない、捨てない、拡げない」の外来生物被害予防三原則の実践

を呼びかけています。 

当該湿地では、環境省リストの掲載種または県リストの掲載種を「侵略的外来種」と位置付け、これらの外

来種の悪影響を低減するための防除と駆除に取り組んでいきます。 

維持管理作業の

項目・方法 

侵略的外来種の防除 周辺に侵略的外来種が侵入し、湿地への侵入が懸念される場合は

防除ネットの設置等を実施する。 

周辺で整備等を行う場合は、湿地に侵略的外来種が侵入しないよ

うに指導する。 

侵略的外来種の駆除 侵略的外来種が侵入した場合は、専門家の指導のもと駆除する。 

指標項目 生物相 

目標レベル・ 

目標達成基準 
・侵略的外来種※が侵入していないこと 

実施の判断基準 侵略的外来種の防除 周辺に侵略的外来種が侵入し、湿地への侵入が懸念される場合 

周辺で整備等を行う場合 

侵略的外来種の駆除 侵略的外来種が侵入した場合 

実施の判断時期 毎年 

実施適期 侵略的外来種の防除 周辺に侵略的外来種が侵入し、湿地へ侵入する前 

周辺での整備等を行う前 

侵略的外来種の駆除 モニタリング調査の結果をもって適宜 

留意点 ・侵略的外来種を駆除した場合、構成種として担っている生態系のバランスが崩れること

や、侵略的外来種も生育している水際植生を利用する福岡の希少生物の生息場が減少して

しまう等、ほかの生物へネガティブな影響を与える可能性があるため専門家の指導のもと

駆除する。 

・種によっては、捕獲について申請が必要となるため、実施前に担当部局と協議する。 

・捕獲した生物の処分については、最新の知見及び関係行政機関（環境省など）の指針等

に基づいて実施する。 

・多様な主体（サポートチーム）が湿地の保全に積極的に関わる様になった段階で、はば

たき公園における侵略的外来種の防除・駆除についてのあり方をサポートチームの意見も

踏まえて検討する。 
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（３）モニタリング計画 

当該湿地の保全管理による効果検証を行う

ために、水環境・動植物を対象にしたモニタリ

ング調査を実施します。モニタリング項目は、

目標達成基準を達成したか評価できるよう、目

標達成基準の指標項目とした水質、底質、生息

環境、生物相、植生とします。湿地のモニタリ

ング計画は表 9に示すとおりです。 

 

表 9（1） 湿地のモニタリング計画 

モニタリング 

項目 
調査の目的 

調査地点・ 

範囲 
調査時期・頻度 調査期間 調査方法 

水

質 

水温、DO、濁度 

pH、塩分、電気伝

導率、酸化還元

電位 

水質の富栄養化が

進んでいないこと

の確認 

 

No.1～No.5 

計 5 地点 

1 回／月 順応的管理の計画期

間である10年間とす

る。 

ポータブル測定器または水

温計、簡易検査キット等の

簡易な方法で測定する。 

T-N 

T-P 

同上 同上 4 回／年 

(4,7,10,1 月) 

順応的管理の計画期

間である10年間とす

る。 

採水分析を行う。 

分析方法は T-N が「JIS K 

0102 45」T-P が「JIS K 0102 

46.3」とする。 

底 

質 

外観 

臭い 

堆積厚 

底質の悪化が進ん

でいないことの確

認 

No.1～5 

 

4 回／年 

(4,7,10,1 月) 

順応的管理の計画期

間である10年間とす

る。 

底質の外観（シルト、砂、

礫の混じり具合）、硫化水

素臭の有無及び堆積厚につ

いて記録する。 

 

 

 

含水率 

強熱減量 

同上 同上 1 回／年 

(7 月)  

順応的管理の計画期

間である10年間とす

る。 

採取した土壌について分析

を行う。 

分析方法は強熱減量が「底

質調査方法（H24）Ⅱ.4.2」 

、含水率が「底質調査方法

（H24）Ⅱ.4.1」 

 

 

 

生息環境 

 

 

水深を整備初期段

階の状態に維持で

きていることの確

認 

No.1～No.5 4 回／年 

(4,7,10,1 月) 

順応的管理の計画期

間である10年間とす

る。 

水深：各水域の最深部で物

差しやスタッフ等を用い測

定する。 

水面の広さについ

ては、当面は整備

から２～３年後

（令和３～４年

度）の広さを維持

されていることの

確認 

No. 1～

No.5 

2 回／年 

繁茂期の 8月 

枯死時期の 2月 

順応的管理の計画期

間である10年間とす

る。 

水面：ドローンにより空中

から湿地の全景写真を撮影

し、水面範囲を記録する。 

 

 

レベル１

レベル２

レベル３

包括的目標

具体的な行動計画・
事業実施方針

管理手法の設定・
改善

目標達成基準
による管理

モニタリング

管理手法の
レビュー

＜土壌の採取方法＞ 

含水率、強熱減量の調査にあたっては、各水域内の底質の不均一

性を考慮するために同一水域内の 3 地点を対象として、エックマ

ンバージ採泥器またはこれに準ずる採泥器による底泥採取を行

い、等量混合して 1 試料とした上で分析すること。 

＜堆積厚の調査方法＞ 

底泥の表面から地盤までの厚みについて調査すること。 
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表 9（2） 湿地のモニタリング計画 

モニタリング 

項目 
調査の目的 

調査地点・ 

範囲 
調査時期・頻度 調査期間 調査方法 

植

生 

水域 ・整備初期段階と

比較して抽水植物

が拡大し、開放水

面と移行帯が顕著

に減少していない

ことの確認 

・小型のシギ・チ

ドリ類が採餌場と

して利用できる裸

地が確保されてい

ることの確認 

 

湿地の範囲

内の水域 

2 回／年 

（8，2 月） 

順応的管理の計画期

間である 10年間を最

長とするが、実施の

有無は 3 年毎に検討

し、湿地の遷移の状

況をつかむことがで

きた時点で調査を終

了する。 

ドローンにより空中から湿

地の全景写真を撮影し、ド

ローンの写真に基図を重ね

合わせて、植物の生育場や

裸地の位置、広さを調べる。 

陸域 ・草本類を中心と

した草原が維持さ

れていることの確

認 

・小型のシギ・チ

ドリ類が休息場と

して利用できる裸

地が確保されてい

ることの確認 

湿地の範囲

内の陸域 

2 回／年 

（8，2 月） 

順応的管理の計画期

間である 10年間を最

長とするが、実施の

有無は 3 年毎に検討

し、湿地の遷移の状

況をつかむことがで

きた時点で調査を終

了する。 

ドローンにより空中から湿

地の全景写真を撮影し、ド

ローンの写真に基図を重ね

合わせて、植物の生育場や

裸地の位置、広さを調べる。 

生
物
相 

鳥類の生息状況 

 

鳥類の生息状況が

整備初期と比較し

て著しく劣ってい

ないことの確認 

湿地の 

範囲内 

4 回/月（4,5,9 月） 

2 回/月（8,10 月） 

1 回/月（6,11～3

月） 

 

 

 

順応的管理の計画期

間である 10年間とす

る。 

目視観察により利用する鳥

類の種類、個体数を定位置

観測 及びロードサイドカ

ウントにより調査する。 

水生昆虫類の生

息状況 

水生昆虫類の生息

状況が整備初期と

比較して著しく劣

っていないことの

確認 

No.1～5 

 

4 回／年 

(4,7,10,1 月) 

順応的管理の計画期

間である 10年間とす

る。 

定性調査及び定量調査を実

施。また、採取したサンプ

ルはすべて同定を行う。 

 

 

 

 

 

 

植物の生息状況 侵略的外来種※が

侵入していない

か、侵略的外来種・

在来種がどの程度

生育しているかの

確認 

湿地の 

範囲内 

2 回／年 

（7，10 月） 

順応的管理の計画期

間である 10年間とす

る。 

 

目視観察により植物の種

類、分布を記録する。 

 

 

上記以外の分類

群の侵略的外来

種の生息状況※ 

侵略的外来種が侵

入していないか、

侵略的外来種がど

の程度生息してい

るかの確認 

湿地の 

範囲内 

鳥類、水生昆虫類、

植物、植生調査の

実施時 

順応的管理の計画期

間である 10年間とす

る。 

目視観察による記録 

 

※4～5 月は春の渡り時期のため 4 回/月 

※8～10 月は秋の渡り。8 月 10 月は渡り時期が半月であるた

め 2 回/月、9 月は 4 回/月 

＜定性調査＞ 様々な植生を調査対象とし、水生昆虫類を網羅的

に採取し、すべて同定したうえで、種類、種別個体数、種別湿重

量を記録すること。 

＜定量調査＞ サーバーネットを用いて、最も水深の深い池中央

部の1箇所で砂泥をすくい取るようにして底生動物を含む水生昆

虫類を採取し、すべて同定したうえで、種類、種別個体数、種別

湿重量を記録する。採取面積は 0.5 ㎡程度とする。 

※対象となる侵略的外来種は以下のリストとする。なお、以下のリストは随時更新されるため、目標達成レベル・目標達成基

準の判断時には環境省及び福岡県の該当ホームページを確認すること。 

＜侵略的外来種＞ 

ここでは、「生態系被害防止外来種リスト（環境省、平成 27 年 3 月 26 日）」の掲載種または「福岡県侵略的外来種リスト

2018（福岡県）」の掲載種をいう。 
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図 15 湿地のモニタリングの実施範囲 

 

表 10 湿地のモニタリングの実施期間 

 

    

調査項目 

短期 中期 長期 

1 

(R２年度) 

２ 

(R３年度) 

３ 

(R４年度) 

４ 

(R５年度) 

５ 

(R６年度) 

６ 

(R７年度) 

７ 

(R８年度) 

８ 

(R９年度) 

９ 

(R10 年度) 

10 

(R11 年度) 

水質 
          

底質 
          

生息環境 
          

植

生 

水域 
          

陸域 
          

生

物

相 

鳥類の生息状況 
          

水生昆虫類の生

息状況 

          

植物の生息状況           

上記以外の分類

群の侵略的外来

種の生息状況※ 

          

※ 対象となる侵略的外来種は以下のリストとする。なお、以下のリストは随時更新されるため、目標達成レベル・目標達成基

準の判断時には環境省及び福岡県の該当ホームページを確認すること。 

※ ＜侵略的外来種＞ 

※ ここでは、「生態系被害防止外来種リスト（環境省、平成 27 年 3 月 26 日）」の掲載種または「福岡県侵略的外来種リスト 2018（福

岡県）」の掲載種をいう。 

 

※鳥類の調査範囲は、湿地の範囲全体とします。 

順応的管理計画策定後

の経過年数 

（年度） 

令和 7 年度に継続するか判断 

令和 7 年度に継続するか判断 
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（４）管理手法のレビュー 

ア．管理手法のレビューの手順及び手法 

具体的な行動計画・事業実施方針に基づき行

動を実施した後は、モニタリングを行い、モニ

タリング結果が目標達成基準を満たしている

かをもとに管理手法のレビューを行い、必要な

場合は管理手法の改善を行います。 

 

目標達成基準が達成されない場合は、環境条件の変化や生態系の形成状況に応じて、管理手法

のレビュー・改善を行います。 

 

管理手法のレビュー・改善は、次の 4段階で検討・実施します。 

1）様子を見る 

2）改善のための対応策を導入する 

3）目標達成基準を見直す 

4）具体的な行動計画・事業実施方針（レベル 2）を見直す 

 

「1）様子を見る」段階は、環境条件の変化や生態系の形成状況からみて、すぐには改善を行わ

なくても自然に改善される可能性があると考えられる場合で、すぐに対応策は導入しないで、現

状の維持管理・モニタリングを継続し様子を見ます。 

「2）改善のための対応策を導入する」段階は、目標達成のために人為的な対応策が必要と判断

される場合で、維持管理やモニタリングでどのような対応策がとれるのかについて検討し、維持

管理計画・モニタリング計画に反映させます。 

「3）目標達成基準を見直す」段階は、周辺の社会的環境の変化や災害等の一時的な環境変化の

影響を受けて、当初設定した目標達成基準が現状に則さないと判断される場合や、目標レベルの

レベルアップが望ましいと判断される場合で、目標達成基準の再設定を検討します。 

「4）具体的な行動計画・事業実施方針（レベル 2）を見直す」段階は、事業の結果から見て新

たな方向や分野での行動計画や事業の実施が望ましいと判断される場合で、当初に設定した行動

計画・事業実施方針を見直すこともあります。ただし、包括的目標（レベル 1）に対してアドバイ

ザー会議やサポートチームをはじめとする市民の意見を聞いたうえで、慎重に見直す必要があり

ます。 

 

なお、この 4 段階のどれに該当するかについては、アドバイザー会議による専門的見地からの

助言を仰ぎ、これをもとに福岡市が判断します。 

 

各段階におけるレビュー・改善の手順及び手法を図 16、表 11 に示します。 

  

 

レベル１

レベル２

レベル３

包括的目標

具体的な行動計画・
事業実施方針

管理手法の設定・
改善

目標達成基準
による管理

モニタリング

管理手法の
レビュー
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図 16 管理手法のレビューの手順 

 

表 11 管理手法のレビュー・改善の手法 
管理手法の 
レビューの 

段階 
管理手法のレビューの手法 

順応的管理計画（本プラン）の
見直しの該当箇所 

1）様子を見る  時間の経過による環境要因の変化が生物へ及ぼす影響を示した「イ
ンパクト・レスポンス」と現段階での環境変化を比較し、当初の想
定から大きな差がなければ、すぐに対応策は導入せず、現状の維持
管理・モニタリング計画にしたがって作業を継続し様子を見ます。 

ｐ16 図 12：湿地におけるインパク
ト・レスポンスフロー 

2）改善のため
の対応策を
導入する 

＜維持管理実施計画のレビュー＞ 
 維持管理の時期、方法、項目の順に見直しを行います。 
＜モニタリング計画のレビュー＞ 
 調査期間、調査時期・頻度、調査方法、モニタリング項目の順に見直

しを行います。 

ｐ22～26 表 8(1)～8(5)：維持管理
作業の実施計画 

ｐ27～28 表 9(1)～9(2)：湿地のモ
ニタリング計画 

3）目標達成基
準を見直す 

 時間の経過による環境要因の変化が生物へ及ぼす影響を示した「イ
ンパクト・レスポンス」の再整理を行います。 
 

 当該湿地における主な方策メニューの実施場所、留意点・必要な維
持管理等、必要な環境要素の順に見直しを行います。 
 
 
 

 目標達成年次および目標達成基準の見直しを検討します。 

ｐ16 図 12：湿地におけるインパク
ト・レスポンスフロー 

ｐ18 表 5：多様な自然環境の創出に
関する主な方策メニュー 
ｐ18 図 14：主な方策メニューの実
施場所 

ｐ20 表 7：目標達成基準の設定 
4）具体的な行

動計画・事
業実施方針
（レベル 2）
を見直す 

 福岡市がレベル 2 の見直し案を作成し、湿地に関係する多様な主体
（アドバイザー会議、サポートチーム等）に意見を求めます。 
 

 見直したレベル 2 にしたがって、当該湿地における目標を達成する
ための取り組み及びレベル 3を再検討します。 

ｐ12～18：具体的な行動計画・事業
実施方針（レベル 2） 

ｐ14～18：当該湿地における目標を
達成するための取り組み 
ｐ19～34：目標達成基準による管理
（レベル 3） 

  

管理手法のレビュー

人と自然との共生を象徴する空間づくりを実現する

レベル1 ：包括的目標

レベル2 ：具体的な行動計画・事業実施方針

レベル3 ：目標達成基準による管理 

① 地形に起伏をもたせ，水辺から丘陵地へと続く多様な自然環境を創出する

② 干潟を利用する鳥類（主にシギ・チドリ類）の休息場を設ける 
③ 多様な主体が共働して，成長する自然を管理する

④ 自然環境が成長していく過程や生態系を体験学習する

目標達成基準の設定 

維持管理実施計画

モニタリング計画 

モニタリングの終了
（必要な場合は継続） 

目標達成基準を 
満たしているか？

管理手法のレビュー・改善 

維持管理・モニタリングの実施 

2 ）対応策を導入する

1 ）様子をみる

3 ）目標達成基準を見直す 

4）具体的な行動計画・

事業実施方針を見直す

P20 表 7の 
⾒直し 

P22 表 8の 
⾒直し 

P27 表 9の 
⾒直し 

達成

目標達成基準の見直し

対応策の検討・実施

現状の維持管理・ 
モニタリングの継続 

対応策の検討・実施

具体的な行動計画・ 
事業実施方針の見直し

未達成 
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イ．管理手法のレビューの時期 

モニタリングの結果の目標達成基準との比較、定期的な評価（目標達成基準を満たしているか

の判断）は、３年ごとに行います。 

 

ウ．レビューの結果の順応的管理計画（本プラン）への反映 

管理手法やモニタリング計画等の見直しを行った場合は、その内容を反映させて、順応的管理

計画（本プラン）の見直し（更新）を行います。 

順応的管理計画（本プラン）の見直し（更新）の体制は、福岡市が主体となり、『アドバイザー

会議』による有識者による専門的見地からの助言・指導、『体験学習参加者等』による市民から

の意見聴取で得られた情報、『サポートチーム』による現地作業の結果から得られた情報、その

他一般市民からの意見を加えながら進める体制とします。 

 

図 17 順応的管理計画（本プラン）の見直し（更新）の体制 

  

順応的管理計画のレビュー（更新） 

市 
アドバイザー会議 
専門的見地からの

助言・指導 

専門 
市民 

助言・ 
指導 

維持管理作業、 
モニタリング調査を

行う

⼀般市⺠ 

サポートチーム 
ワークショップに参加し、
はばたき公園の意義に

賛同する市民で構成

体験学習 
はばたき公園の目的の

周知、市民からの意見

を募集する場 

広く一般から意見を 
募集する 

見直した

計画案の 
提示 

意見提供 

順応的管理計画へ 
の意見を提供する 
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４.３.２ 多様な主体の共働に関する取り組み 

（１）目標達成基準の設定 

目標達成基準は、はじめは市が主体で行う“自然の管理”や“体験学習”を多様な主体が共働

で実施する体制に段階を追って展開していくために、目標達成年次は未供用期間・部分供用期間・

全面供用期間でそれぞれ目標レベルを設定します。 

表 12 目標レベルの設定 

目標達成年次 

 

具体的な行動計画・ 

事業実施方針（レベル 2） 

主体 未供用期間 

（令和２～５年度） 

部分供用期間 

（令和６～９年度） 

全面供用期間 

（令和 10～11 年度） 

③多様な主体が共働

して、成長する自然

を管理する 

市及び 

公園管理者 

・市が主体となり湿地の

管理を実施する 

 

・体験学習などをとして、

サポートチームのメン

バーを募集する 

・公園管理者が行う湿地

保全の取組みとサポー

トチームの活動の連携

を図る 

多様な主体 ・体験学習参加者の中か

ら主旨に賛同する市民

が、サポートチームを立

ち上げる 

・公園管理者が主体で行

う湿地の保全の取組み

にサポートチームが積

極的に関わる 

・サポートチームが主体

的に湿地の管理に関わ

る 

④自然環境が成長し

ていく過程や生態

系を体験学習する 

市及び 

公園管理者 

・体験学習を企画・運営す

る 

 

・体験学習を企画・運営す

る 

・公園管理者が行う環境

教育とサポートチーム

が行う体験学習との連

携を図る 

多様な主体 ・参加者が希少種や外来

種等の生物について学

習し、生物多様性保全の

在り方についての知識

を深める 

・市が主体で行う体験学

習の企画・運営に積極的

に参加する 

・生物多様性の保全につ

いて実施すべき事項に

ついて検討を深める 

・サポートチームが主体

となり体験学習を企画・

運営する 

・生物多様性の保全につ

いて実施すべき事項に

ついて啓発できるよう

になる 
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（２）目標達成のための行動計画 

多様な主体の共働に関する取り組みの目標を達成するための行動計画を表 13 に示します。 

表 13 目標達成のための行動計画 

事業実施方針（レベル２） 

・目標達成年次 

主体 目標レベル 行動計画 

③多様な

主体が共

働して、

成長する

自然を管

理する 

未
供
用
期
間 

（
令
和
２
～
５
年
度
） 

市及び 

公園管理者 

 

・市が主体となり湿地の管理を

実施する 

 

・主に地域住民を対象に体験学習（観察会、湿地保全活

動の体験会）を開催する。 

・観察会を年に１～４回程度開催し、参加者に対してサ

ポート活動を紹介する 

・サポート活動に興味を持つ方を対象に「湿地保全活動

の体験会」を開催し（２～10 回程度/年）有志による

サポートチーム立ち上げを補助する 

多様な主体 ・体験学習参加者の中から主旨

に賛同する市民が、サポートチ

ームを立ち上げる 

・体験学習に参加する 

・サポートチームを立ち上げる 

部
分
供
用
期
間 

（
令
和
６
～
９
年
度
） 

市及び 

公園管理者 

 

・体験学習などをとして、サポー

トチームのメンバーを募集す

る 

・サポートチームと共働で湿地の保全を行う 

・体験学習などをとして、サポートチームのメンバーを

募集する 

多様な主体 ・公園管理者が主体で行う湿地

の保全の取組みにサポートチ

ームが積極的に関わる 

・公園管理者が行う湿地保全の取組みに、サポートチー

ムが積極的に関わる。 

（関わる活動の例）水辺の植物の除去 

侵略的外来種の駆除など 

全
面
供
用
期
間 

（
令
和
１
０
～
１
１
年
度
） 

市及び 

公園管理者 

 

・公園管理者が行う湿地保全の

取組みとサポートチームの活

動の連携を図る 

・サポートチームの活動と連携した湿地の管理を行う 

・体験学習などをとして、サポートチームのメンバーを

募集する 

多様な主体 ・サポートチームが主体的に湿

地の管理に関わる 

・サポートチームが主体的に活動計画を立て湿地の保

全活動を行う 

（保全活動の例）水辺の植物の除去 

侵略的外来種の駆除など 

④自然環

境が成長

していく

過程や生

態系を体

験学習す

る 

未
供
用
期
間 

（
令
和
２
～
５
年
度
） 

市及び 

公園管理者 

 

・体験学習を企画・運営する 

 

・主に地域住民を対象に、希少種や外来種等の生物や、

生物多様性についての体験学習をオンライン形式も

活用しながら開催する 

（主な体験学習）生きもの観察会等・・・1～４回／年 

湿地保全活動の体験会・・・２～10 回程度/年 

・上記の取組みをとおして有志による、サポートチーム

立ち上げを補助する 

多様な主体 ・参加者が希少種や外来種等の

生物について学習し、生物多様

性保全の在り方についての知

識を深める 

・体験学習に参加する 

・サポートチームを立ち上げる 

部
分
供
用
期
間 

（
令
和
６
～
９
年
度
） 

市及び 

公園管理者 

 

・体験学習を企画・運営する ・周辺の小学校や公民館などと連携して、はばたき公園

やエコパークゾーンなどの自然を身近に感じることが

できる体験学習などを企画・運営する 

（体験学習の例）生きもの観察会等・・・１回程度／月 

多様な主体 ・市が主体で行う体験学習の企

画・運営に積極的に参加する 

・生物多様性の保全について実

施すべき事項について検討を

深める 

・公園管理者が行う体験学習などの内容検討や説明の

補助などに積極的に関わる。 

・生物多様性の保全のため、市民が取組むべき事項につ

いて公園管理者、専門家とともに検討する 

全
面
供
用
期
間 

（
令
和
１
０
～
１
１
年
度
） 

市及び 

公園管理者 

 

・公園管理者が行う環境教育と

サポートチームが行う体験学

習との連携を図る 

・サポートチームの活動と連携し環境教育に関する取

組みを行う 

 

多様な主体 ・サポートチームが主体となり

体験学習を企画・運営する 

・生物多様性の保全について実

施すべき事項について啓発で

きるようになる 

・小学校や一般の来園者などを対象とした体験学習を

サポートチームが主体的に企画・運営する 

（体験学習の例）生きもの観察会等・・・１回程度／月 

・生物多様性の保全のために市民が取組むべき事項に

ついてサポートチームが主体となって啓発を行う 
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５．湿地の管理運営 

湿地の管理運営は、福岡市が主体となって、はばたき公園の意義に賛同する市民で構成される

サポートチームの力を借りながら継続的に実施し、将来的には湿地の管理運営をサポートチーム

が担えるように、育成していきます。 

 

 

 

図 18 湿地の管理運営の実施体制 

 

 

なお、サポートチームが活動を始めるまでの期間は、福岡市が継続的に体験学習を開催し、は

ばたき公園の地域への周知を行うことで、サポートチームのメンバーを募り、育成していくこと

とします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湿地の順応的管理の実施 

・段階的整備 
・維持管理作業 
・モニタリング調査
・体験活動の開催・運営 
・サポートチームの立ち上げ・育成 

市 

アドバイザー会議 
専門的見地からの

助言・指導 

専門 

作業依頼 

市民 

管理上の 
問題点

現地作業 
への助言・ 

指導 
維持管理作業、 
モニタリング調査を 
行う 

サポートチーム 
ワークショップに参加し、 
はばたき公園の意義に
賛同する市民で構成

体験学習 
はばたき公園の目的の

周知、市民からの意見

を募集する場

市の役割
サポートチームの役割
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６．改正の履歴 

（１）令和２年度 アイランドシティはばたき公園湿地の順応的管理計画（暫定版） 策定 

（２）令和５年度 アイランドシティはばたき公園湿地の順応的管理計画 策定 

   

表 14 令和５年度 順応的管理計画改正内容 

 

【現行】 【改正（案）】 改正の理由

・令和４年度時点で水生
昆虫の多様性が確認でき
ているため修正。

・抽水植物の範囲が確認
しやすい夏季で比較する
ことを追加

該当ページ

P13 　図11（追加）
（本文6行目と表1につい

ても合わせて修正）
（該当の記載なし）

一般的な湿地の遷移と対比して、当公園
の湿地の遷移及び人為的な管理により遷
移の初期段階に戻し続けることを表現

はばたき公園の湿地では
人為的に管理し続けるこ
とを明示するために追加

植生

【水域と陸域の区別なし】
・整備初期段階と比較してヨシ等が拡大
し、水域の広さと水際の移行帯が顕著に
減少していないこと
・小型のシギ・チドリ類が利用できる裸
地が確保されていること

【水域】
・整備初期段階と比較して抽水植物が拡
大し、開放水面と移行帯が顕著に減少し
ていないこと
・小型のシギ・チドリ類が採餌場として
利用できる裸地が確保されていること

・湿地内の陸域の管理目
標を定めるために指標項
目を追加

・ドローン写真では「水
域の広さ」は計測困難な
ため「開放水面」に修正
・野鳥による水域の裸地
と陸域の裸地の利用方法
を追加

【陸域（新設）】
・草本類を中心とした草原が維持されて
いること
・小型のシギ・チドリ類が休息場として
利用できる裸地が確保されていること

P20　表7
「目標達成
基準の設

定」

生息環境
・整備初期段階の水面の広さを維持する
こと

・水面の広さについては、当面は整備か
ら２～３年後（令和３～４年度）の広さ
を維持すること（夏季の状態を比較）

P13 　表１
②の目指す状態の欄

・シギ・チドリ類をはじめとする鳥類の
休息場が創出され、これらの鳥類が利用
している

・シギ・チドリ類をはじめとする鳥類の
休息場が創出され、これらの鳥類が利用
している

現状では採餌の場として
も利用されているため修
正。

4
.
2
具
体
的
な
行
動
計
画
・

事
業
実
施
方
針
（

レ
ベ
ル
2
）

P15　本文2行目

当該湿地では、鳥類や水生昆虫、水生植
物等の多様な生物が生息・生育できる自
然環境を創出するために、水深・植生と
もに多様な環境の創出が条件となりま
す。

当該湿地では、鳥類や水生昆虫、水生植
物等の多様な生物が生息・生育できる自
然環境を創出するために、水域、移行帯
（エコトーン）、陸域それぞれにおいて
多様な環境を維持することが条件となり
ます。

移行帯（エコトーン）の
位置づけを明示。

P21　本文5行目～10行目
（２）管理手法（維持管理実施計画）
　
　（該当の記載なし）

（２）管理手法（維持管理実施計画）
　管理手法は、～～略～～。
また、４．１包括的目標（レベル1）に
おいて定めた、湿地の包括的目標「人と
自然との共生を象徴する空間づくりを実
現する」に取り組むために、湿地には外
部からの動植物の移入は基本的にしな
い・させない方針としています。しか
し、今後、希少種等の移入について検討
する必要が生じた場合には、生物多様性
について悪影響がないことを有識者に確
認したうえで福岡市において判断しま
す。

外部からの動物の移入の
考え方について追加（令
和2年度のアドバイザー会
議意見の反映）

4
.
3
.
1
多
様
な
自
然
環
境
の
創
出
に
関
す
る
取
組
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【現行】 【改正（案）】 改正の理由該当ページ

6月、7月及び、10月～3月の間で水域ご
とに時期をずらしながら行う

P23
表8(2)

維持管理作
業

（水域及び
移行帯の植
生管理）

の実施計画

4
.
3
.
1
多
様
な
自
然
環
境
の
創
出
に
関
す
る
取
組

留意点

＜ヨシ等の除去＞
・水生昆虫類の生息環境として、水際植
生は重要であることから、水域の岸際に
は水際植生を帯状に約50cm程度残置する
ことが望ましい。

＜抽水植物の除去＞
・移行帯のうち、シギ・チドリ類などが
採餌場として利用できるように管理する
箇所については、野鳥の飛来時期には裸
地となる様に、草刈り等の管理を行うこ
と。

・水生昆虫類の生息環境として、水際植
生は重要であることから、水域の岸際の
一部に約50ｃｍ程度の厚みの水際植生を
確保することが望ましい。

・開放水面を確保するため、抽水植物は
根株、地下茎ごと除去することが望まし
い。

・抽水植物の肥大した地下茎については
人力での切断、除去が難しいため、必要
に応じて小型重機を使用することを検討
する。小型重機を使用する場合は、遮水
シートを破損しないように慎重に作業す
ること。
※ヨシの除去は窒素やリンを最も吸収し
た後の、１１月以降に実施すると良い

・はばたき公園の移行帯の代表的な植物
としてはヨシ、ヒメガマ、コウキヤガラ
が挙げられるが、ヨシには様々な生物が
依存しているので除去、刈取を行う際に
は注意が必要である一方で、ヒメガマ、
コウキヤガラについては繁茂による陸地
化を防ぐため積極的に除去、刈取りをす
ること。

＜抽水植物の除去＞
・採餌場の確保という視
点、開放水面の確保とい
う視点を追加

・管理の実態に合わせて
ヨシ等の除去方法を追加

＜実施時期＞
・水生昆虫の生活史を考
慮して実施時期の修正

・シギ・チドリ類の渡り
の時期を追加

＜底泥の除去＞
・実際の状況について追
加

留意点

＜実施時期＞
以下の条件を加味して、鳥類、水生昆虫
類、ヨシの生息・生育への影響が小さい
9～10月に実施すること。
　※水生昆虫類は陸上で越冬する冬に底
泥の除去をするのが理想であるが、自然
状態でもかく乱の大きな梅雨時期の6～7
月、台風時期の9～10月に実施しても良
い。蛹の時期の8月は移動性が小さくな
るので避けるこ
と。
　※鳥類への影響を小さくするためには
カモ類等が利用する越冬期を除く時期と
する。
　
＜底泥の除去＞
・底泥の除去は遮水シートが破れる恐れ
があるため重機は使わない。

＜実施時期＞
　以下の条件を加味して、鳥類、水生昆
虫類、抽水植物の生息・生育への影響が
小さくなるように、実施する水域の範
囲、順番及び実施時域を検討すること。
　※水生昆虫類への影響を小さくするた
めに　は、陸上で越冬する冬に底泥の除
去をすることが望ましい。。特に、蛹の
時期の8月は移動性が小さくなるので避
けること。
　※鳥類への影響を小さくするためは、
シギ・チドリの飛来する４～５月、８～
９月、及び、カモ類等が利用する越冬期
を除く時期に底泥の除去をすることが望
ましい
　
＜底泥の除去＞
・水深が浅いNO.2～NO.4については、少
雨が続くと自然に干上がる。また、乾燥
した底泥は軽く除去作業は人力でも可能
である。

P22
　表8(1)

維持管理作
業

（底泥の除
去）

の実施計画

実施適期 　9～10月
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【現行】 【改正（案）】 改正の理由該当ページ

維持管理作業に「陸域の
植生管理」と新規追加

P25
＜参考５＞
（新規）

（該当の記載なし）

・池干しやその他管理のために水位を下
げる際には、水路の堰板の高さを下げる
ことで排水を促すことが出来る。

・排出される水については直接海へ放出
せず、園内で一時貯水することを検討す
る。一時貯水することで抽水植物が窒
素、リン等を吸収し水質を浄化する働き
と、生物の生息場所の多様性を創出する
ことが期待できる。

グリーンインフラの考え
方を追加

10月～3月の間で水域ごとに時期をずら
しながら行う

＜実施時期＞
底泥の除去と同様に修正

＜池干しのやり方＞
栄養塩のコントロールに
グリーンインフラの活用
を検討することを追加

留意点

＜実施時期＞
・以下の条件を加味して、鳥類、水生昆
虫類、ヨシの生息・生育への影響が小さ
い9～10月に実施すること。
　※水生昆虫類は陸上で越冬する冬に池
干しをするのが理想であるが、自然状態
でもかく乱の大きな梅雨時期の6～7月、
台風時期の9～10月に実施しても良い。
蛹の時期の8月は移動性が小さくなるの
で避けること。
　※鳥類はカモ類等が利用する越冬期を
除く時期とする。

＜池干しのやり方＞
（該当の記載なし）

＜実施時期＞
　以下の条件を加味して、鳥類、水生昆
虫類、ヨシの生息・生育への影響が小さ
くなるように、実施する水域の範囲、順
番及び実施時域を検討すること。
　※水生昆虫類への影響を小さくするた
めには、陸上で越冬する冬に底泥の除去
をすることが望ましい。特に、蛹の時期
の8月は移動性が小さくなるので避ける
こと。
　※鳥類への影響を小さくするために
は、シギ・チドリの飛来する４～５月、
８～９月、及び、カモ類等が利用する越
冬期を除く時期に底泥の除去をすること
が望ましい。

＜池干しのやり方＞
実施にあたっては、水路の堰高の調整及
び水中ポンプにより排水する。その際、
栄養塩の濃度が高い水域の水が、直接海
へ入ることを避けるため、園内で一時貯
水するなどを検討する。

4
.
3
.
1
多
様
な
自
然
環
境
の
創
出
に
関
す
る
取
組

留意点 （該当の記載なし）

＜草刈り全般＞
（水域及び移行帯の植生管理と同じ）

＜陸域の草刈り＞
・陸域のうち、シギ・チドリ類などが休
息場として利用できるように管理する箇
所については、野鳥の飛来時期には裸地
となる様に、草刈り等の管理を行うこ
と。

・草原から低木・高木への遷移を防ぐた
め草刈りを行う。草刈りは生き物へのイ
ンパクトを抑えるためローテーションで
行い３年毎に一巡するペースで実施す
る。ただし、野鳥の観察や自然観察会等
で利用する範囲については適宜、草刈り
を実施する。

P25
表8(4)

維持管理作
業

（池干し）
の実施計画

実施時期 ９～10月

P24
表8(3)

維持管理作
業

（陸域の植
生管理）

の実施計画

（新規）

維持管理作業
の項目・方法

（該当の記載なし）

＜項目＞
陸域の植生管理

＜方法＞
・植物を地際から刈り取る



 

39 

 

【現行】 【改正（案）】 改正の理由

（行動計画　空欄） 行動計画を設定

・「体験学習」について
は市民意見を反映して行
動計画を追加。

・「サポートチームの活
動」については将来的に
湿地の管理運営をサポー
トチームが担えるよう
に、育成していく。

該当ページ

外来種の問題点

　外来種とは、たとえばアメリカザリガ
ニのように、もともとその地域にいな
かったのに、人間の活動によって他の地
域から入ってきた生物のことを指しま
す。外来種が侵入すると、餌をとった
り、葉っぱを茂らして生活の場を確保し
たりする必要があり、もともとその場所
で生活していた在来の生物との間で競争
が起こり、生態系への悪い影響が生じる
と言われています。また、ヒアリのよう
に毒をもっている外来種にかまれたり、
刺されたりすると人の生命・身体へ危険
が及びます。さらに、外来種の中にはア
ライグマのように、畑を荒らしたり、漁
業の対象となる生物を捕食したり、危害
を加えたりして、農林水産業にも悪い影
響が生じます。このため、環境省では
「（外来種を）入れない、捨てない、拡
げない」の外来生物被害予防三原則の実
践を呼びかけています。
　当該湿地では、侵略的外来種が侵入し
ないように、侵略的外来種の防除と駆除
に取り組んでいきます。

P34
表13

目標達成の
ための行動

計画

③多様な主体
が共働して、
成長する自然
を管理する

（行動計画　空欄） 行動計画を設定

・「湿地保全の活動」に
ついては見学会、体験会
の参加者の意見を踏まえ
て行動計画を追加。

・「サポートチームの活
動」については将来的に
湿地の管理運営をサポー
トチームが担えるよう
に、育成していく。

P26
表8(5)

維持管理作
業

（侵略的外
来種の防

除、駆除）
の実施計画

留意点 （該当の記載なし）

・捕獲した生物の処分については、最新
の知見及び関係行政機関（環境省など）
の指針等に基づいて実施する。

・多様な主体（サポートチーム）が湿地
の保全に積極的に関わる様になった段階
で、はばたき公園における侵略的外来種
の防除・駆除についてのあり方をサポー
トチームの意見を踏まえて検討する。

捕獲した生物について苦
痛の少ない方法で処理す
ることなどを求める

今後、サポートチームの
意見踏まえて検討するこ
とを追加

外来種とは

　外来種とは、たとえばアメリカザリガ
ニのように、もともとその地域にいな
かったのに人の手で自然分布域外に持ち
込まれた生物のことを指します。外来種
が侵入・定着すると、もともとその場所
で生活していた在来の生物を食べたり競
争を起こしたりして、生態系へ悪い影響
を与えることがあります。また、ヒアリ
のように毒によって人の生命・身体へ危
険を及ぼしたり、アライグマのように農
林水産業に被害を与えたりする外来種も
います。このように生態系、人の生命・
身体、農林水産業に悪影響を与える外来
種を特に侵略的な外来種と呼びます。
　環境省・農林水産省は共同で「生態系
被害防止外来種リスト（以下、環境省リ
スト）」を、福岡県においても 「福岡
県侵略的外来種リスト2018（以下、県リ
スト）」をそれぞれ作成し、特に侵略性
の高い外来種を選定しています。また、
環境省では「（外来種を）入れない、捨
てない、拡げない」の外来生物被害予防
三原則の実践を呼びかけています。
　当該湿地では、環境省リストの掲載種
または県リストの掲載種を「侵略的外来
種」と位置付け、これらの外来種の悪影
響を低減するための防除と駆除に取り組
んでいきます。

P26
〈参考6〉

外来種、侵略的外来種の
定義及びはばたき公園で
の取組みが分かりやすい
ように修正

④自然環境が
成長していく
過程や生態系
を体験学習す

る

4
.
3
.
1
多
様
な
自
然
環
境
の
創
出
に
関
す
る
取
組



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

1 オオヒシクイ★ NT 0 1 1

2 ヒシクイ★ VU NT 0 0

3 ツクシガモ★ VU NT 3 7 9 6 25 4 2 2 6 14

4 オシドリ★ DD NT 0 0

5 オカヨシガモ★ 5 8 6 2 21 18 18 6 42

6 ヨシガモ★ 2 2 4 4

7 ヒドリガモ★ 6 15 10 18 4 26 79 21 1 4 26

8 マガモ★ 8 11 47 8 4 10 10 98 18 15 46 66 10 62 18 235

9 カルガモ★ 3 8 3 8 12 4 3 41 8 2 5 4 18 12 30 16 95

10 ハシビロガモ★ 2 8 4 2 2 18 6 1 10 3 2 18 40

11 オナガガモ★ 158 168 30 20 162 538 28 2 2 100 182 4 318

12 シマアジ★ 0 0

13 トモエガモ★ VU VU 0 0

14 コガモ★ 8 6 8 10 8 40 10 2 4 35 29 11 4 7 102

15 ホシハジロ 3 2 5 4 4

16 キンクロハジロ 0 0

17 スズガモ 0 0

18 カイツブリ 0 0

19 カンムリカイツブリ

20 カワラバト（ドバト） 0 0

21 キジバト 0 0

22 カツオドリ ウ カワウ 0 0

23 サンカノゴイ EN NT 0 0

24 アマサギ NT 0 0

25 アオサギ 1 1 2 1 1

26 ダイサギ 1 2 3 1 2 3

27 チュウサギ NT NT 0 0

28 コサギ 0 0

29 ヘラサギ DD EN 0 0

30 クロツラヘラサギ EN EN 0 0

31 ヒクイナ NT NT 0 0

32 バン 0 1 1

33 オオバン 3 2 1 6 12 6 2 8

34 アマツバメ アマツバメ アマツバメ 0 0

35 ムナグロ 0 2 2

36 ハジロコチドリ 0 0

37 イカルチドリ VU 0 0

38 コチドリ 2 2 2 6 3 4 3 10

39 シロチドリ VU NT 2 2 4 0

40 タゲリ NT 0 0

41 セイタカシギ セイタカシギ VU 0 1 1 2

42 タシギ 2 2 2 2 1 5

43 オグロシギ NT 0 0

44 チュウシャクシギ 0 0

45 アカアシシギ VU 1 1 0

46 コアオアシシギ 0 0

47 アオアシシギ 0 0

48 クサシギ 0 0

49 タカブシギ VU VU 0 0

50 キアシシギ 0 2 2

51 イソシギ 2 1 3 0

52 トウネン 3 3 6 2 2

53 オジロトウネン 0 0

54 ヒバリシギ 0 0

55 ウズラシギ VU 0 0

56 ハマシギ NT NT 0 0

57 ウミネコ 0 0

58 セグロカモメ

59 コアジサシ VU VU 1 1 0

カイツブリ カイツブリ

チドリ

カモメ

ペリカン

サギ

トキ

ツル クイナ

チドリ

11月

シギ

カモ
カモ

★：陸ガモ類

ハト ハト

12月 １月 ２月 ３月 2月 3月 計

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種 令和元年度 令和２年度

計 ４月 ５月 ９月 11月 12月 1月４月 ５月 ９月

19047
長方形

19047
タイプライターテキスト
参考資料

19047
タイプライターテキスト
2-②



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ
11月 12月 １月 ２月 ３月 2月 3月 計

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種 令和元年度 令和２年度

計 ４月 ５月 ９月 11月 12月 1月４月 ５月 ９月

60 ミサゴ ミサゴ NT 3 4 2 9 2 2 1 1 6

61 ハチクマ NT NT 0 0

62 トビ 2 2 2 2 4

63 ハイイロチュウヒ NT 0 0

64 ハイタカ NT 0 0

65 サシバ VU NT 0 0

66 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 0 0

67 チョウゲンボウ 0 1 1 2

68 ハヤブサ VU VU 0 0

69 モズ 0 1 1

70 アカモズ EN 0 0

71 カササギ 0 0

72 ハシボソガラス 2 1 1 4 1 1

73 ハシブトガラス 6 4 10 2 2

74 ツリスガラ ツリスガラ NT 0 0

75 シジュウカラ

76 ヒガラ 0 0

77 ヒバリ ヒバリ 2 1 5 16 12 36 18 13 18 30 23 18 23 18 161

78 ツバメ 1 1 5 6 11

79 コシアカツバメ NT 0 0

80 イワツバメ 0 0

81 ヒヨドリ ヒヨドリ

82 ウグイス ウグイス

83 ヨシキリ オオヨシキリ NT 0 1 1

84 セッカ セッカ 0 1 2 6 2 3 1 15

85 ムクドリ ムクドリ 0 0

86 シロハラ 0 1 1

87 ツグミ 0 1 2 2 5

88 ジョウビタキ 0 1 1 2

89 ノビタキ 0 0

90 イソヒヨドリ 0 0

91 エゾビタキ 0 1 1

92 キビタキ 0 0

93 スズメ スズメ 200 30 230 58 58

94 ツメナガセキレイ 0 0

95 キセキレイ 1 1 0

96 ハクセキレイ 2 1 3 3 2 2 7

97 ビンズイ 0 0

98 タヒバリ 2 2 0

99 アトリ カワラヒワ 0 30 30 60

100 ホオジロ 0 4 3 10 4 16 16 53

101 ホオアカ 0 0

102 カシラダカ 0 0

103 アオジ 0 0

104 オオジュリン 4 4 8 6 5 19

12 14 6 11 12 13 8 12 31 17 15 13 13 13 14 13 17 40

42 44 212 268 228 109 65 241 1,209 137 47 118 289 363 71 146 156 1,327

※目名、科名、和名、亜種名、種の掲載順は『日本産鳥類目録改訂第７版』に準拠した

※1　水色は環境省レッドリスト及び福岡県レッドデータに掲載された重要な種

※2　　　　3、4、5月は春の渡り、　　　6月は繁殖期、

　　　　 　 8、9、11月は秋の渡り、　　　　12、1、2月は越冬期

シジュウカラ

99種

種数（種）

個体数（羽）

18種 16種

スズメ

モズ

カラス

ツバメ

ヒタキ

セキレイ

ホオジロ

ハヤブサ

31種 40種

17種 25種 19種 23種 51種

ハヤブサ

タカ
タカ



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

1 オオヒシクイ★ NT

2 ヒシクイ★ VU NT

3 ツクシガモ★ VU NT

4 オシドリ★ DD NT

5 オカヨシガモ★

6 ヨシガモ★

7 ヒドリガモ★

8 マガモ★

9 カルガモ★

10 ハシビロガモ★

11 オナガガモ★

12 シマアジ★

13 トモエガモ★ VU VU

14 コガモ★

15 ホシハジロ

16 キンクロハジロ

17 スズガモ

18 カイツブリ

19 カンムリカイツブリ

20 カワラバト（ドバト）

21 キジバト

22 カツオドリ ウ カワウ

23 サンカノゴイ EN NT

24 アマサギ NT

25 アオサギ

26 ダイサギ

27 チュウサギ NT NT

28 コサギ

29 ヘラサギ DD EN

30 クロツラヘラサギ EN EN

31 ヒクイナ NT NT

32 バン

33 オオバン

34 アマツバメ アマツバメ アマツバメ

35 ムナグロ

36 ハジロコチドリ

37 イカルチドリ VU

38 コチドリ

39 シロチドリ VU NT

40 タゲリ NT

41 セイタカシギ セイタカシギ VU

42 タシギ

43 オグロシギ NT

44 チュウシャクシギ

45 アカアシシギ VU

46 コアオアシシギ

47 アオアシシギ

48 クサシギ

49 タカブシギ VU VU

50 キアシシギ

51 イソシギ

52 トウネン

53 オジロトウネン

54 ヒバリシギ

55 ウズラシギ VU

56 ハマシギ NT NT

57 ウミネコ

58 セグロカモメ

59 コアジサシ VU VU

カイツブリ カイツブリ

チドリ

カモメ

ペリカン

サギ

トキ

ツル クイナ

チドリ

シギ

カモ
カモ

★：陸ガモ類

ハト ハト

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回

0

0

2 1 5 3 11

1 1

4 12 8 8 12 6 4 1 4 6 28 8 6 1 6 4 5 123

0

8 1 1 4 12 8 12 24 16 8 94

4 27 22 6 6 2 2 3 6 6 12 10 8 14 96 224

8 22 14 8 4 6 10 4 11 8 9 8 13 7 13 10 14 4 40 38 22 273

12 12 4 4 1 1 8 4 4 1 4 55

3 8 1 4 14 56 8 10 104

0

1 1

36 32 42 18 16 20 18 8 12 76 32 18 18 2 4 3 2 357

9 26 22 6 2 3 1 1 18 3 1 92

1 1 1 3

1 1

0

0

1 1

0

1 1

5 1 6

1 2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 19

1 1 3 1 2 1 3 2 2 1 1 2 2 1 1 1 25

0

1 1 1 1 1 5

1 2 3

11 2 7 2 1 2 25

1 1

1 2 2 2 2 2 2 6 4 3 2 2 1 2 3 1 1 1 39

1 1 1 3

0

1 1

2 2

1 1

2 5 3 2 2 2 1 2 1 8 28

7 1 8

0

1 1 1 3

3 1 1 2 1 1 2 7 1 2 21

1 1

1 1 2

0

1 1

1 1

1 1

1 1

0

1 1 1 1 4

0

1 1

1 3 4

2 2 4

1 1 2

0

0

2月 3月 計11月 12月 1月
４月 ５月

６月
８月 ９月 10月

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

令和３年度



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

60 ミサゴ ミサゴ NT

61 ハチクマ NT NT

62 トビ

63 ハイイロチュウヒ NT

64 ハイタカ NT

65 サシバ VU NT

66 ブッポウソウ カワセミ カワセミ

67 チョウゲンボウ

68 ハヤブサ VU VU

69 モズ

70 アカモズ EN

71 カササギ

72 ハシボソガラス

73 ハシブトガラス

74 ツリスガラ ツリスガラ NT

75 シジュウカラ

76 ヒガラ

77 ヒバリ ヒバリ

78 ツバメ

79 コシアカツバメ NT

80 イワツバメ

81 ヒヨドリ ヒヨドリ

82 ウグイス ウグイス

83 ヨシキリ オオヨシキリ NT

84 セッカ セッカ

85 ムクドリ ムクドリ

86 シロハラ

87 ツグミ

88 ジョウビタキ

89 ノビタキ

90 イソヒヨドリ

91 エゾビタキ

92 キビタキ

93 スズメ スズメ

94 ツメナガセキレイ

95 キセキレイ

96 ハクセキレイ

97 ビンズイ

98 タヒバリ

99 アトリ カワラヒワ

100 ホオジロ

101 ホオアカ

102 カシラダカ

103 アオジ

104 オオジュリン

※目名、科名、和名、亜種名、種の掲載順は『日本産鳥類目録改訂第７版』に準拠した

※1　水色は環境省レッドリスト及び福岡県レッドデータに掲載された重要な種

※2　　　　3、4、5月は春の渡り、　　　6月は繁殖期、

　　　　 　 8、9、11月は秋の渡り、　　　　12、1、2月は越冬期

シジュウカラ

99種

種数（種）

個体数（羽）

スズメ

モズ

カラス

ツバメ

ヒタキ

セキレイ

ホオジロ

ハヤブサ ハヤブサ

タカ
タカ

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回
2月 3月 計11月 12月 1月

４月 ５月
６月

８月 ９月 10月

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

令和３年度

2 2 1 2 1 1 1 2 1 1 1 2 2 2 3 2 26

0

2 1 2 2 3 1 3 3 1 5 3 6 5 4 2 3 3 2 51

0

1 1

0

0

1 1 1 1 1 1 6

1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 13

1 1 1 1 1 1 6

0

0

1 2 2 2 3 2 2 2 2 2 2 1 2 1 1 2 2 2 2 2 37

2 4 8 2 4 3 2 2 2 8 3 2 6 8 6 8 8 2 4 6 90

0

0

14 18 20 20 16 16 10 12 8 8 8 8 6 12 15 12 10 6 8 10 14 18 269

8 8 10 10 10 12 8 8 8 8 8 4 4 6 6 118

0

1 1

2 2 2 3 4 8 4 1 26

2 2 2 4 4 2 4 6 6 5 5 4 5 4 4 4 4 1 1 1 70

0

0

1 1 1 2 8 13

2 3 2 4 5 16

3 3

1 1 2

0

0

10 6 12 14 12 16 20 12 10 10 12 16 20 10 6 4 190

1 1

0

2 1 3 2 2 2 1 2 2 2 1 1 1 1 2 1 2 3 2 33

1 1

0

2 2 2 5 2 6 6 25

6 5 12 10 8 6 4 6 6 2 2 2 2 3 3 4 8 10 99

0

0

0

6 3 2 11

23 26 25 32 20 18 22 15 18 15 19 16 14 24 21 19 25 31 17 27 25 28 66

144 192 194 145 111 103 96 77 88 52 50 47 40 96 167 136 123 156 58 212 144 230 2,661

18種

66種

29種 47種51種 46種



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

1 オオヒシクイ★ NT

2 ヒシクイ★ VU NT

3 ツクシガモ★ VU NT

4 オシドリ★ DD NT

5 オカヨシガモ★

6 ヨシガモ★

7 ヒドリガモ★

8 マガモ★

9 カルガモ★

10 ハシビロガモ★

11 オナガガモ★

12 シマアジ★

13 トモエガモ★ VU VU

14 コガモ★

15 ホシハジロ

16 キンクロハジロ

17 スズガモ

18 カイツブリ

19 カンムリカイツブリ

20 カワラバト（ドバト）

21 キジバト

22 カツオドリ ウ カワウ

23 サンカノゴイ EN NT

24 アマサギ NT

25 アオサギ

26 ダイサギ

27 チュウサギ NT NT

28 コサギ

29 ヘラサギ DD EN

30 クロツラヘラサギ EN EN

31 ヒクイナ NT NT

32 バン

33 オオバン

34 アマツバメ アマツバメ アマツバメ

35 ムナグロ

36 ハジロコチドリ

37 イカルチドリ VU

38 コチドリ

39 シロチドリ VU NT

40 タゲリ NT

41 セイタカシギ セイタカシギ VU

42 タシギ

43 オグロシギ NT

44 チュウシャクシギ

45 アカアシシギ VU

46 コアオアシシギ

47 アオアシシギ

48 クサシギ

49 タカブシギ VU VU

50 キアシシギ

51 イソシギ

52 トウネン

53 オジロトウネン

54 ヒバリシギ

55 ウズラシギ VU

56 ハマシギ NT NT

57 ウミネコ

58 セグロカモメ

59 コアジサシ VU VU

カイツブリ カイツブリ

チドリ

カモメ

ペリカン

サギ

トキ

ツル クイナ

チドリ

シギ

カモ
カモ

★：陸ガモ類

ハト ハト

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回

0

0

3 1 2 1 2 2 1 3 15

0

2 6 4 1 1 4 8 2 2 30

2 2

19 20 4 3 1 6 2 4 2 22 83

2 24 16 5 2 4 4 2 1 1 1 1 44 24 2 3 6 18 160

3 8 12 2 12 16 12 20 18 14 10 12 6 10 8 10 24 8 72 66 54 397

8 6 3 1 2 20

5 5 4 8 8 2 28 14 74

1 1

18 18

10 14 22 4 26 2 3 3 8 14 12 1 8 12 139

1 1

0

0

0

0

1 1

0

0

1 1 1 1 1 5

1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 1 1 1 19

2 2 2 2 1 2 4 2 2 2 3 1 3 2 2 1 1 3 37

6 1 1 1 1 10

1 1 1 1 1 5

3 1 1 5

2 10 7 2 7 5 3 6 3 45

0

1 2 3 3 4 4 7 12 8 4 2 3 2 3 2 1 61

2 1 1 1 5

1 1

0

1 1

0

3 2 2 2 2 3 2 3 19

1 4 5

1 1

1 1

1 1 3 1 1 2 1 10

1 1

0

2 2

0

1 1

1 1 2

2 2

0

1 1 1 1 1 2 1 8

0

0

0

1 1

1 1

0

0

５月
６月

４月
2月 3月 計1月12月

８月 ９月 10月
11月

令和４年度



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

60 ミサゴ ミサゴ NT

61 ハチクマ NT NT

62 トビ

63 ハイイロチュウヒ NT

64 ハイタカ NT

65 サシバ VU NT

66 ブッポウソウ カワセミ カワセミ

67 チョウゲンボウ

68 ハヤブサ VU VU

69 モズ

70 アカモズ EN

71 カササギ

72 ハシボソガラス

73 ハシブトガラス

74 ツリスガラ ツリスガラ NT

75 シジュウカラ

76 ヒガラ

77 ヒバリ ヒバリ

78 ツバメ

79 コシアカツバメ NT

80 イワツバメ

81 ヒヨドリ ヒヨドリ

82 ウグイス ウグイス

83 ヨシキリ オオヨシキリ NT

84 セッカ セッカ

85 ムクドリ ムクドリ

86 シロハラ

87 ツグミ

88 ジョウビタキ

89 ノビタキ

90 イソヒヨドリ

91 エゾビタキ

92 キビタキ

93 スズメ スズメ

94 ツメナガセキレイ

95 キセキレイ

96 ハクセキレイ

97 ビンズイ

98 タヒバリ

99 アトリ カワラヒワ

100 ホオジロ

101 ホオアカ

102 カシラダカ

103 アオジ

104 オオジュリン

※目名、科名、和名、亜種名、種の掲載順は『日本産鳥類目録改訂第７版』に準拠した

※1　水色は環境省レッドリスト及び福岡県レッドデータに掲載された重要な種

※2　　　　3、4、5月は春の渡り、　　　6月は繁殖期、

　　　　 　 8、9、11月は秋の渡り、　　　　12、1、2月は越冬期

シジュウカラ

99種

種数（種）

個体数（羽）

スズメ

モズ

カラス

ツバメ

ヒタキ

セキレイ

ホオジロ

ハヤブサ ハヤブサ

タカ
タカ

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回

５月
６月

４月
2月 3月 計1月12月

８月 ９月 10月
11月

令和４年度

1 2 2 1 1 2 1 1 2 1 2 1 1 2 2 2 2 1 1 3 3 34

2 2 3 2 2 2 4 6 3 2 2 2 3 4 4 2 2 2 2 51

0

1 1 1 1 1 1 6

1 1 1 1 1 2 1 1 9

1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 11

1 1 2 1 2 2 2 1 12

2 3 2 3 2 2 4 2 2 2 3 2 3 1 2 3 2 3 1 3 2 2 51

6 4 2 2 2 4 2 3 2 2 2 3 34

10 6 16

12 10 12 14 12 12 16 14 18 12 8 10 10 14 12 8 6 8 4 5 12 12 241

6 8 14 10 6 8 10 10 12 10 4 2 4 2 3 2 6 117

1 1 2

0

1 2 5 5 6 6 8 5 2 40

3 4 4 5 4 3 4 4 6 8 8 4 6 4 5 4 4 4 3 4 4 4 99

6 6

2 3 1 6

6 2 6 20 4 38

2 2 3 4 11

2 1 2 6 11

1 1 1 1 1 1 1 7

0

3 4 3 10 16 10 8 3 10 8 6 10 18 8 20 30 20 187

0

0

2 1 2 2 2 1 2 1 2 2 1 2 1 1 2 2 3 3 3 2 3 2 42

0

0

3 2 4 3 3 4 10 4 16 12 6 67

8 6 4 3 6 4 4 3 2 2 3 2 3 6 8 6 8 78

1 1 2

4 3 2 3 12

20 24 26 25 18 26 23 20 23 17 19 14 18 21 21 22 28 25 22 24 24 32 63

95 126 141 87 95 87 90 86 111 95 78 55 46 68 67 70 170 146 59 174 215 218 2,379

23種

63種

47種 41種 30種 44種



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

1 オオヒシクイ★ NT

2 ヒシクイ★ VU NT

3 ツクシガモ★ VU NT

4 オシドリ★ DD NT

5 オカヨシガモ★

6 ヨシガモ★

7 ヒドリガモ★

8 マガモ★

9 カルガモ★

10 ハシビロガモ★

11 オナガガモ★

12 シマアジ★

13 トモエガモ★ VU VU

14 コガモ★

15 ホシハジロ

16 キンクロハジロ

17 スズガモ

18 カイツブリ

19 カンムリカイツブリ

20 カワラバト（ドバト）

21 キジバト

22 カツオドリ ウ カワウ

23 サンカノゴイ EN NT

24 アマサギ NT

25 アオサギ

26 ダイサギ

27 チュウサギ NT NT

28 コサギ

29 ヘラサギ DD EN

30 クロツラヘラサギ EN EN

31 ヒクイナ NT NT

32 バン

33 オオバン

34 アマツバメ アマツバメ アマツバメ

35 ムナグロ

36 ハジロコチドリ

37 イカルチドリ VU

38 コチドリ

39 シロチドリ VU NT

40 タゲリ NT

41 セイタカシギ セイタカシギ VU

42 タシギ

43 オグロシギ NT

44 チュウシャクシギ

45 アカアシシギ VU

46 コアオアシシギ

47 アオアシシギ

48 クサシギ

49 タカブシギ VU VU

50 キアシシギ

51 イソシギ

52 トウネン

53 オジロトウネン

54 ヒバリシギ

55 ウズラシギ VU

56 ハマシギ NT NT

57 ウミネコ

58 セグロカモメ

59 コアジサシ VU VU

カイツブリ カイツブリ

チドリ

カモメ

ペリカン

サギ

トキ

ツル クイナ

チドリ

シギ

カモ
カモ

★：陸ガモ類

ハト ハト

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回

0

4 4

1 2 4 7

0

6 6 2 1 2 17

0

4 4 6 4 2 1 8 29

10 58 24 12 2 2 2 2 2 1 2 4 6 12 1 18 158

38 42 10 14 14 12 18 16 12 3 2 2 6 10 12 12 56 16 4 2 3 16 320

2 3 4 9

3 2 2 2 9

3 3 3 2 1 12

0

6 4 6 4 4 2 2 3 5 6 8 8 24 52 4 138

1 1 1 3

0

1 1

1 1

0

1 1 2

0

0

1 1 1 3

1 1 1 2 1 2 3 2 2 1 3 1 1 2 1 1 1 26

1 2 2 1 2 2 2 3 2 2 1 2 2 1 2 1 1 1 30

1 1 8 1 11

1 1 1 1 4

3 1 2 4 1 11

4 5 7 4 6 5 5 3 1 40

0

4 5 3 5 4 6 8 11 10 12 10 8 6 6 5 3 5 2 1 1 115

1 1

0

0

0

1 1

2 1 2 3 3 2 2 2 2 1 20

1 1 1 3

0

0

1 1 2 2 2 3 2 13

0

0

1 1

0

0

0

1 1 2

0

1 1 1 1 1 5

0

0

1 1

1 1

0

0

0

４月 ５月
６月 2月 3月 計

８月 ９月 10月
11月 12月 1月

令和５年度



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

60 ミサゴ ミサゴ NT

61 ハチクマ NT NT

62 トビ

63 ハイイロチュウヒ NT

64 ハイタカ NT

65 サシバ VU NT

66 ブッポウソウ カワセミ カワセミ

67 チョウゲンボウ

68 ハヤブサ VU VU

69 モズ

70 アカモズ EN

71 カササギ

72 ハシボソガラス

73 ハシブトガラス

74 ツリスガラ ツリスガラ NT

75 シジュウカラ

76 ヒガラ

77 ヒバリ ヒバリ

78 ツバメ

79 コシアカツバメ NT

80 イワツバメ

81 ヒヨドリ ヒヨドリ

82 ウグイス ウグイス

83 ヨシキリ オオヨシキリ NT

84 セッカ セッカ

85 ムクドリ ムクドリ

86 シロハラ

87 ツグミ

88 ジョウビタキ

89 ノビタキ

90 イソヒヨドリ

91 エゾビタキ

92 キビタキ

93 スズメ スズメ

94 ツメナガセキレイ

95 キセキレイ

96 ハクセキレイ

97 ビンズイ

98 タヒバリ

99 アトリ カワラヒワ

100 ホオジロ

101 ホオアカ

102 カシラダカ

103 アオジ

104 オオジュリン

※目名、科名、和名、亜種名、種の掲載順は『日本産鳥類目録改訂第７版』に準拠した

※1　水色は環境省レッドリスト及び福岡県レッドデータに掲載された重要な種

※2　　　　3、4、5月は春の渡り、　　　6月は繁殖期、

　　　　 　 8、9、11月は秋の渡り、　　　　12、1、2月は越冬期

シジュウカラ

99種

種数（種）

個体数（羽）

スズメ

モズ

カラス

ツバメ

ヒタキ

セキレイ

ホオジロ

ハヤブサ ハヤブサ

タカ
タカ

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回

４月 ５月
６月 2月 3月 計

８月 ９月 10月
11月 12月 1月

令和５年度

2 2 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2 1 1 2 3 2 2 39

0

1 2 1 1 2 3 2 1 2 1 2 3 4 2 3 3 3 2 2 2 42

1 1

1 1 1 1 4

0

1 1 1 3

1 1 1 1 1 1 6

1 1 2 4

1 1 1 1 1 1 6

0

0

2 3 2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 1 2 27

2 2 3 1 2 2 2 2 2 2 2 3 3 2 30

22 3 2 2 29

0

10 8 8 8 20 20 18 20 18 14 12 10 8 8 8 6 10 6 4 4 5 8 233

6 8 6 4 4 4 5 4 5 3 4 2 3 2 60

0

0

2 2 5 5 6 8 8 36

6 6 5 4 4 4 6 6 6 12 10 7 8 6 6 4 4 3 3 2 2 4 118

0

0

2 2

2 2 2 6

10 6 5 21

0

0

0

10 6 8 3 16 20 20 25 20 32 24 14 12 16 3 4 8 241

0

0

3 2 3 1 2 3 1 2 2 2 1 1 2 1 2 2 1 1 3 3 38

0

0

3 2 5 10 4 6 5 12 18 12 77

6 5 5 3 8 6 6 4 4 8 6 4 6 6 8 5 3 5 2 3 3 106

0

0

0

1 3 2 2 2 10

22 22 24 26 20 21 24 18 19 14 20 16 22 18 18 23 27 19 19 18 15 17 55

129 172 108 95 91 88 103 90 99 82 89 65 90 90 99 114 173 151 56 37 36 80 2,137

19種 25種

55種

44種 39種 46種



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

1 オオヒシクイ★ NT

2 ヒシクイ★ VU NT

3 ツクシガモ★ VU NT

4 オシドリ★ DD NT

5 オカヨシガモ★

6 ヨシガモ★

7 ヒドリガモ★

8 マガモ★

9 カルガモ★

10 ハシビロガモ★

11 オナガガモ★

12 シマアジ★

13 トモエガモ★ VU VU

14 コガモ★

15 ホシハジロ

16 キンクロハジロ

17 スズガモ

18 カイツブリ

19 カンムリカイツブリ

20 カワラバト（ドバト）

21 キジバト

22 カツオドリ ウ カワウ

23 サンカノゴイ EN NT

24 アマサギ NT

25 アオサギ

26 ダイサギ

27 チュウサギ NT NT

28 コサギ

29 ヘラサギ DD EN

30 クロツラヘラサギ EN EN

31 ヒクイナ NT NT

32 バン

33 オオバン

34 アマツバメ アマツバメ アマツバメ

35 ムナグロ

36 ハジロコチドリ

37 イカルチドリ VU

38 コチドリ

39 シロチドリ VU NT

40 タゲリ NT

41 セイタカシギ セイタカシギ VU

42 タシギ

43 オグロシギ NT

44 チュウシャクシギ

45 アカアシシギ VU

46 コアオアシシギ

47 アオアシシギ

48 クサシギ

49 タカブシギ VU VU

50 キアシシギ

51 イソシギ

52 トウネン

53 オジロトウネン

54 ヒバリシギ

55 ウズラシギ VU

56 ハマシギ NT NT

57 ウミネコ

58 セグロカモメ

59 コアジサシ VU VU

カイツブリ カイツブリ

チドリ

カモメ

ペリカン

サギ

トキ

ツル クイナ

チドリ

シギ

カモ
カモ

★：陸ガモ類

ハト ハト

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第１回 第２回 第３回 第４回 第1回 第2回 第1回 第2回 第１回 第２回

0

0

1 2 1 4

0

3 7 1 1 1 1 4 2 20

0

1 1 2

4 1 2 2 6 2 17

9 7 3 6 8 4 6 4 2 3 1 7 4 2 53 40 159

3 1 2 1 6 1 2 16

1 1 2

0

0

1 8 2 11

0

0

0

0

0

11 3 34 8 26 8 5 1 1 97

1 1

1 1 0 1 1 92 6 200 302

0

0

1 3 1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 2 2 1 3 2 1 15

1 4 5

0

1 1 2

1 1

1 1 1 2 1 6

2 7 4 4 2 1 4 8 3 3 7 1 2 3 51

14 20 13 21 9 77

1 1

0

0

0

0

　 0

0

1 1

0

0

0

1 1

0

0

0

0

0

5 5 2 2 1 3 2 1 1 22

0

0

0

0

1 1

1 1 1 1 1 5

1 1

0

12月
11月

10月９月
計

1月
7月

8月4月 5月
6月

令和6年度



環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧

No. 目 科名 種　名

重要な種

60 ミサゴ ミサゴ NT

61 ハチクマ NT NT

62 トビ

63 ハイイロチュウヒ NT

64 ハイタカ NT

65 サシバ VU NT

66 ブッポウソウ カワセミ カワセミ

67 チョウゲンボウ

68 ハヤブサ VU VU

69 モズ

70 アカモズ EN

71 カササギ

72 ハシボソガラス

73 ハシブトガラス

74 ツリスガラ ツリスガラ NT

75 シジュウカラ

76 ヒガラ

77 ヒバリ ヒバリ

78 ツバメ

79 コシアカツバメ NT

80 イワツバメ

81 ヒヨドリ ヒヨドリ

82 ウグイス ウグイス

83 ヨシキリ オオヨシキリ NT

84 セッカ セッカ

85 ムクドリ ムクドリ

86 シロハラ

87 ツグミ

88 ジョウビタキ

89 ノビタキ

90 イソヒヨドリ

91 エゾビタキ

92 キビタキ

93 スズメ スズメ

94 ツメナガセキレイ

95 キセキレイ

96 ハクセキレイ

97 ビンズイ

98 タヒバリ

99 アトリ カワラヒワ

100 ホオジロ

101 ホオアカ

102 カシラダカ

103 アオジ

104 オオジュリン

※目名、科名、和名、亜種名、種の掲載順は『日本産鳥類目録改訂第７版』に準拠した

※1　水色は環境省レッドリスト及び福岡県レッドデータに掲載された重要な種

※2　　　　3、4、5月は春の渡り、　　　6月は繁殖期、

　　　　 　 8、9、11月は秋の渡り、　　　　12、1、2月は越冬期

シジュウカラ

99種

種数（種）

個体数（羽）

スズメ

モズ

カラス

ツバメ

ヒタキ

セキレイ

ホオジロ

ハヤブサ ハヤブサ

タカ
タカ

第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第１回 第２回 第３回 第４回 第1回 第2回 第1回 第2回 第１回 第２回

12月
11月

10月９月
計

1月
7月

8月4月 5月
6月

令和6年度

1 2 3 1 2 4 3 3 2 1 22

3 147 150

2 3 2 2 2 2 1 2 2 1 5 2 3 3 4 13 1 1 1 1 53

0

1 1

5 5

0

1 1

0

3 3

1 2 3

1 1 2

5 2 1 1 1 2 2 3 1 1 19

5 1 1 2 2 2 2 1 2 5 3 1 4 31

2 10 8 1 21

2 2

1 1

8 6 2 5 2 29 1 9 8 8 5 8 7 9 4 4 3 1 4 3 2 6 4 138

4 8 1 1 7 1 4 6 3 4 5 2 46

1 1

0

4 1 5

3 1 4

1 4 7 4 8 8 10 3 1 1 47

1 4 4 5 14 2 10 12 7 10 7 6 3 10 13 1 2 2 2 3 1 119

4 3 1 2 2 12

0

2 3 4 3 12

5 9 1 3 3 21

1 4 5

1 1 1 1 4

0

1 1

1 1 1 9 5 4 2 3 5 28 14 35 10 35 4 28 42 227

0

0

2 1 1 2 1 1 1 4 3 1 1 2 4 1 2 3 30

0

0

1 2 2 8 4 2 3 22

1 9 1 2 3 4 2 3 1 1 3 2 1 3 11 3 7 8 65

3 1 3 5 2 1 3 18

1 1

1 1

1 2 1 4 8

16 13 16 16 12 19 13 17 15 15 12 14 16 13 11 16 12 13 17 27 17 21 21 61

44 45 42 42 32 92 28 65 64 58 76 45 67 40 36 222 138 60 71 138 245 149 131 1,930

15種 15種 17種 26種

48種

23種 16種 30種46種



様式第28号 アイランドシティはばたき公園で確認された鳥類一覧（日報調査）

環境省 福岡県

ﾚｯﾄﾞﾘｽﾄ ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ

1 オオヒシクイ★ NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 ヒシクイ★ VU NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3 ツクシガモ★ VU NT 13 0 0 0 0 0 0 0 0 43 0 0 56

4 オシドリ★ DD NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 オカヨシガモ★ 36 6 0 0 0 0 0 58 13 16 0 0 129

6 ヨシガモ★ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 ヒドリガモ★ 1 0 0 0 0 0 2 17 1 0 0 0 21

8 マガモ★ 37 44 26 19 1 6 29 36 0 13 0 0 211

9 カルガモ★ 94 103 70 32 18 3 107 370 93 905 0 0 1,795

10 ハシビロガモ★ 35 0 0 0 0 2 0 48 23 13 0 0 121

11 オナガガモ★ 0 0 0 0 0 0 0 35 0 21 0 0 56

12 シマアジ★ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 トモエガモ★ VU VU 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 コガモ★ 0 51 0 0 0 0 69 93 0 0 0 0 213

15 ホシハジロ 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 6

16 キンクロハジロ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

17 スズガモ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 カイツブリ 0 0 0 0 0 0 6 1 0 0 0 0 7

19 カンムリカイツブリ NT 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

20 カワラバト（ドバト） 0 11 32 78 134 96 16 17 1 0 0 0 385

21 キジバト 2 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 5

22 カワウ 0 1 0 1 49 15 108 67 1 0 0 0 242

23 ウミウ 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

24 サンカノゴイ EN NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 アマサギ NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26 アオサギ 3 13 7 3 9 6 8 4 1 1 0 0 55

27 ダイサギ 3 8 7 7 10 28 9 1 0 0 0 0 73

28 チュウサギ NT NT 1 2 4 1 2 7 1 0 0 0 0 0 18

29 コサギ 2 0 0 0 0 5 5 0 0 0 0 0 12

30 ヘラサギ DD EN 3 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 6

31 クロツラヘラサギ EN EN 13 1 0 0 0 0 0 22 0 0 0 0 36

32 クイナ NT 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

33 ヒクイナ NT NT 0 2 0 5 4 4 5 6 3 2 0 0 31

34 バン 59 48 67 23 64 9 12 33 9 0 0 0 324

35 オオバン 0 0 0 0 0 0 18 408 136 287 0 0 849

36 アマツバメ アマツバメ アマツバメ 0 0 5 1 0 0 0 0 0 0 0 0 6

37 ムナグロ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38 ハジロコチドリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39 イカルチドリ VU 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40 コチドリ 2 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 5

41 シロチドリ VU NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

42 タゲリ NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

43 セイタカシギ セイタカシギ VU 7 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 12

44 ヤマシギ 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

45 タシギ 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

46 オグロシギ NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

47 チュウシャクシギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

48 アカアシシギ VU 0 0 0 0 0 4 3 0 0 0 0 0 7

49 コアオアシシギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50 アオアシシギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51 クサシギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

52 タカブシギ VU VU 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 6

53 キアシシギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

54 イソシギ 1 0 0 0 2 26 4 1 2 11 0 0 47

55 トウネン 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

56 オジロトウネン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

57 ヒバリシギ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

58 ウズラシギ VU 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59 ハマシギ NT NT 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

60 ウミネコ 1 0 0 3 3 3 1 2 0 0 0 0 13

61 セグロカモメ 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2

62 コアジサシ VU VU 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

63 ミサゴ ミサゴ NT 15 18 7 3 9 26 15 9 4 17 0 0 123

64 ハチクマ NT NT 0 3 0 0 0 157 19 0 0 0 0 0 179

65 トビ 34 31 16 0 25 33 43 16 4 9 0 0 211

66 サシバ NT VU 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7

67 ハイイロチュウヒ NT 0 0 0 0 0 0 3 0 1 0 0 0 4

68 ハイタカ NT 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

69 ノスリ NT 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

70 ブッポウソウ カワセミ カワセミ 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 4

71 チョウゲンボウ 0 0 0 0 0 0 2 5 2 2 0 0 11

72 ハヤブサ VU VU 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 4

73 モズ 0 0 0 0 0 3 15 20 1 13 0 0 52

74 アカモズ 0 1 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 8

75 カササギ 0 6 1 0 0 0 2 0 1 0 0 0 10

76 ハシボソガラス 6 24 30 10 22 16 13 9 11 13 0 0 154

77 ハシブトガラス 28 18 7 6 6 22 25 34 8 13 0 0 167

78 ツリスガラ ツリスガラ NT 8 1 0 0 0 0 0 2 9 11 0 0 31

79 ヒガラ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

80 シジュウカラ 0 0 4 6 10 10 0 0 2 0 0 32

81 ヒバリ ヒバリ 154 158 88 43 79 76 47 32 8 25 0 0 710

82 ツバメ 37 36 53 77 40 41 3 30 0 0 0 0 317

83 コシアカツバメ NT 1 0 1 0 0 0 0 80 0 0 0 0 82

84 イワツバメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

85 ヒヨドリ ヒヨドリ 0 0 0 0 0 10 77 26 0 16 0 0 129

86 ウグイス ウグイス 0 0 0 0 0 0 0 5 6 3 0 0 14

87 メジロ メジロ 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6 0 0 9

88 ヨシキリ オオヨシキリ NT 2 88 96 82 22 6 4 0 0 0 0 0 300

89 セッカ セッカ 96 121 85 101 79 96 27 31 3 3 0 0 642

90 ムクドリ ムクドリ 13 15 20 66 2 2 38 4 0 59 0 0 219

91 シロハラ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

92 ツグミ 0 0 0 0 0 0 0 3 3 13 0 0 19

93 ジョウビタキ 0 0 0 0 0 0 1 48 30 42 0 0 121

94 ノビタキ 3 0 0 0 0 0 30 11 0 0 0 0 44

95 イソヒヨドリ 0 7 7 24 11 15 10 1 1 9 0 0 85

96 エゾビタキ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

97 キビタキ 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

98 スズメ スズメ 9 9 35 219 193 180 546 298 71 343 0 0 1,903

99 ツメナガセキレイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100 キセキレイ 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2

101 ハクセキレイ 8 14 3 27 21 40 41 33 17 38 0 0 242

102 ビンズイ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

103 タヒバリ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

104 アトリ 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 3

105 カワラヒワ 7 8 18 12 1 9 29 63 12 7 0 0 166

106 ホオジロ 45 26 14 10 19 11 5 8 16 31 0 0 185

107 ホオアカ 4 0 3 10 13 0 3 4 1 0 0 0 38

108 カシラダカ 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

109 アオジ 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

110 オオジュリン 2 0 0 0 0 0 0 10 1 13 0 0 26

41 34 28 27 29 39 45 48 39 33 0 0 81

795 879 704 868 848 990 1,420 2,012 502 2,001 0 0 11,019

※目名、科名、和名、亜種名、種の掲載順は『日本産鳥類目録改訂第７版』に準拠した

※1　水色は環境省レッドリスト及び福岡県レッドデータに掲載された重要な種

環境省RL 「環境省レッドリスト2020」（令和2年3月27日,環境省）指定種

　(EX.絶滅,EW.野生絶滅,CR.絶滅危惧ⅠA類,EN.絶滅危惧ⅠB類,VU.絶滅危惧Ⅱ類,NT.準絶滅危惧,DD.情報不足,LP.絶滅のおそれのある地域個体群）

福岡県RDB 「福岡県の希少野生生物 福岡県レッドデータブック2011」（平成23年11月,福岡県）掲載種

　(EX.絶滅,EW.野生絶滅,CR.絶滅危惧ⅠA類,EN.絶滅危惧ⅠB類,VU.絶滅危惧Ⅱ類,NT.準絶滅危惧,DD.情報不足,UK.天然不明）

※2　　　　3、4、5月は春の渡り、　　　6月は繁殖期、

　　　　 　 8、9、11月は秋の渡り、　　　　12、1、2月は越冬期

タカ
タカ

チドリ

チドリ

No. 目 科名 種　名

重要な種

クイナツル

カモ
カモ

★：陸ガモ類

ハト ハト

ペリカン

サギ

トキ

カイツブリ カイツブリ

シギ

ホオジロ

110種
種数（種）

個体数（羽）

カツオドリ ウ

シジュウカラ

アトリ

カモメ

ハヤブサ ハヤブサ

スズメ

モズ

カラス

ツバメ

ヒタキ

セキレイ

９月 １０月 １１月 計１２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月



様式第29号　アイランドシティはばたき公園で確認された水生昆虫類一覧

環境省 福岡県 環境省 福岡県 R1.7 R2.2 R2.5 R2.7 R2.10 R3.1 R3.4 R3.7 R3.10 R4.1 R4.4 R4.7 R4.10 R5.1 R5.4 R5.7 R5.10 R5.1 R6.4 R6.7 R6.10 R6.1

1 ハリヒモムシ マミズヒモムシ ミミズヒモムシ属 0 〇 1 0 0 0 0

2 ヒメモノアラガイ 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 1 〇 1 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

3 モノアラガイ科 0 ● ● 0 0 0 0 0

4 ハブタエモノアラガイ その他 要注意 0 0 0 〇 1 0 0

5 サカマキガイ サカマキガイ 要注意 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

6 ナガミミズ ナガミミズ目 0 0 〇 1 0 0 0

7 イトミミズ目 0 0 0 0 ● ● 〇 1

8 ウチワミミズ属 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 0 0 0 0

9 トガリミズミミズ属 〇 1 0 0 0 0 0

10 ミズミミズ亜科 0 〇 ● ● ● 1 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 2

11 イトミミズ亜科 0 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 0

12 ミズミミズ科 ● ● 0 0 〇 1 0 0 0

13 ヒル亜綱 0 0 0 0 ● ● ● 0

14 ヒラタビル 0 0 0 〇 1 0 0

15 ヌマビル 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

16 ヒラタビル科 ● 0 ● ● ● 0 ● ● 0 ● ● ● ● 0 ● ● 〇 1 0

17 吻無蛭目 ナガレビル ナガレビル科 0 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 ● 3 〇 〇 2

18 ダニ ダニ目 0 〇 1 0 0 0 0

19 ワラジムシ ミズムシ ミズムシ科 0 0 〇 1 〇 1 0 0

20 カゲロウ コカゲロウ フタバカゲロウ属 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 2 0

21 アオイトトンボ 0 〇 1 〇 1 0 〇 1 〇 1

22 アオイトトンボ属 0 0 〇 1 0 0 0

23 ホソオツネントンボ 0 0 0 0 〇 1

24 オツネントンボ NT 0 〇 1 0 0 〇 1 〇 〇 2

25 アオモンイトトンボ属 〇 1 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 2 〇 〇 2

26 クロイトトンボ属 〇 〇 2 〇 〇 2 0 0 0 0

27 クロスジギンヤンマ 0 0 〇 1 0 0 0

28 ギンヤンマ 〇 1 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 2

29 ギンヤンマ属 ● 0 0 0 0 0 ● 0

30 ヤンマ科 0 0 ● 0 0 0 0

31 ショウジョウトンボ 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 1 〇 〇 〇 3 〇 〇 2 〇 〇 2

32 シオカラトンボ 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 2

33 ウスバキトンボ 0 0 0 〇 1 〇 1 〇 1

34 マユタテアカネ 0 0 0 0 0 〇 1

35 アカネ属 0 0 〇 1 0 0 ● 0

36 トンボ科 0 0 ● ● ● 0 ● ● 0 〇 ● 1 ● 0

37 アメンボ 0 〇 1 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 1

38 ヒメアメンボ 0 〇 1 〇 〇 2 〇 1 〇 〇 2 0

39 ハネナシアメンボ 0 〇 1 0 0 0 0

40 コセアカアメンボ 0 0 〇 1 0 0 0

41 アメンボ科 〇 1 ● 0 0 0 ● 0 〇 ● 1

42 ヒメイトアメンボ 0 0 0 0 〇 1 〇 1

43 イトアメンボ属 0 0 0 0 ● 0 0

44 ミズカメムシ 0 〇 1 〇 1 〇 1 0 〇 〇 2

45 ミズカメムシ属 0 〇 1 〇 1 0 〇 1 ● 0

46 ケシカタビロアメンボ 0 0 0 〇 1 〇 〇 〇 3 0

47 ホルバートケシカタビロアメンボ 0 〇 1 〇 1 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 0

48 マダラケシカタビロアメンボ 0 0 〇 1 0 0 0

49 ケシカタビロアメンボ属 0 0 0 ● 0 ● 0 〇 1

50 カタビロアメンボ科 0 〇 1 〇 ● 〇 2 〇 ● 1 ● ● ● 0 〇 1

51 ミズギワカメムシ コミズギワカメムシ 0 0 〇 1 0 0 0

52 オオミズムシ NT VU 0 0 0 0 〇 〇 2 0

53 クロチビミズムシ 〇 1 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

54 チビミズムシ属 〇 1 ● ● ● 0 0 0 ● ● ● 0 ● ● 0

55 オモナガコミズムシ VU 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

56 アサヒナコミズムシ 0 〇 1 0 0 0 〇 1

57 コミズムシ属 ● ● 0 ● ● ● ● 0 ● ● 〇 1 〇 ● ● 1 ● ● 0 ● ● 0

58 ミズムシ科（昆） 0 ● ● ● ● 0 0 0 0 ● 0

59 コオイムシ NT NT 0 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3

60 コオイムシ属 0 0 ● ● 0 ● ● ● 0 〇 ● ● 1 ● 0

ミズカマキリ NT 0 0 0 0 0 〇 1

61 ヒメミズカマキリ 0 〇 1 0 0 〇 1 0

62 ミズカマキリ属 0 0 〇 1 0 0 0

63 ムクゲチビコマツモムシ 0 〇 〇 2 0 0 0 0

64 コマツモムシ 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

65 コマツモムシ属 0 ● ● 0 0 0 0 0

66 マツモムシ 0 0 0 0 〇 1

67 マルミズムシ 〇 1 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3

68 マルミズムシ属 〇 1 ● ● 0 0 0 〇 1 0

69 トビケラ ヒメトビケラ ヒメトビケラ属 〇 1 0 0 0 0 0

70 イネミズメイガ属 0 〇 1 0 0 0 0

71 マダラミズメイガ属 0 0 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 1 0

72 ガガンボ ガガンボ科 0 0 〇 1

73 ヒメガガンボ ヒメガガンボ科 〇 1 〇 1 〇 1 〇 1 0 0

74 チョウバエ チョウバエ科 0 〇 〇 2 0 0 0 0

令和6年度
No. 目 科 属・種

重要な種 注意を要する種 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

汎有肺目 モノアラガイ

ミズミミズ

ヒラタビル

イトミミズ

吻蛭目

トンボ アオイトトンボ

イトトンボ

ヤンマ

トンボ

ミズムシ（昆）

カメムシ コオイムシ

マルミズムシ

カメムシ アメンボ

イトアメンボ

ミズカメムシ

カタビロアメンボ

マツモムシ

タイコウチ

チョウ ツトガ

ハエ

19047
長方形

19047
タイプライターテキスト
参考資料

19047
タイプライターテキスト
2-③



様式第29号　アイランドシティはばたき公園で確認された水生昆虫類一覧

環境省 福岡県 環境省 福岡県 R1.7 R2.2 R2.5 R2.7 R2.10 R3.1 R3.4 R3.7 R3.10 R4.1 R4.4 R4.7 R4.10 R5.1 R5.4 R5.7 R5.10 R5.1 R6.4 R6.7 R6.10 R6.1

令和6年度
No. 目 科 属・種

重要な種 注意を要する種 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

75 ヌカカ ヌカカ科 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 2

76 ホソカ ホソカ科 0 0 0 0 〇 1 0

77 ダンダラヒメユスリカ属 〇 〇 2 0 0 0 0 0

78 ユスリカ属 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 〇 2

79 コナユスリカ属 0 0 0 〇 1 0 0

80 フユユスリカ属 0 0 0 〇 1 0 0

81 ツヤユスリカ属 〇 1 〇 〇 2 0 0 0 0

82 ムナトゲエリユスリカ属 〇 1 0 〇 1 0 0 0

83 モンヌマユスリカ属 0 0 0 0 0 0

84 ミナミユスリカ 0 〇 1 〇 1 0 0 0

85 ミナミユスリカ属 0 0 0 0 0 0

86 ニセヒゲユスリカ属 〇 1 〇 〇 2 〇 1 〇 1 0 0

87 ハモンユスリカ属 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 1 〇 〇 2

88 カユスリカ属 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 0 〇 〇 〇 3 〇 1 〇 〇 2

89 アカムシユスリカ 〇 1 〇 〇 2 〇 1 〇 1 〇 〇 2 0

90 アカムシユスリカ属 0 0 0 0 〇 1 0

91 ヒメエリユスリカ属 0 〇 〇 2 0 0 0 0

92 ナガレユスリカ属 0 〇 1 〇 1 0 0 0

93 アシマダラユスリカ属 0 〇 1 0 0 0 0

94 カスリモンユスリカ属 0 0 〇 1 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 1

95 ヒゲユスリカ属 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 ● 0 〇 1 〇 1 0

96 エリユスリカ亜科 0 ● ● 0 〇 ● 1 〇 〇 〇 3 ● ● 0 〇 1

97 モンユスリカ亜科 0 ● ● 0 ● ● 〇 1 ● 0 ● 0 0

98 ユスリカ亜科 0 0 ● 0 ● ● 0 0 0

99 ユスリカ科 ● ● 0 ● ● ● ● 0 0 0 0 ● 〇 1

100 ナミカ属 〇 1 0 0 0 〇 1 0

101 ナミカ亜科 0 0 〇 1 〇 1 〇 1 0

102 カ科 0 〇 〇 2 〇 1 0 0 〇 〇 2

103 Odontomyia sp. 0 〇 〇 2 0 0 0 0

104 ミズアブ科 〇 1 0 〇 1 0 〇 〇 2 〇 1

105 アブ アブ科 0 0 〇 1 0 0 0

106 アシナガバエ アシナガバエ科 0 〇 1 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 2 〇 1

107 ハナアブ ハナアブ科 〇 1 0 0 〇 1 〇 1 0

108 ミギワバエ ミギワバエ科 0 〇 〇 2 0 0 0 0

109 ニセミギワバエ ニセミギワバエ科 0 0 0 〇 〇 2 0 0

110 ハナバエ ハナバエ科 0 0 0 0 〇 1 0

111 ヤチバエ ヤチバエ科 〇 〇 2 0 0 〇 1 〇 1 0

112 イエバエ イエバエ科 0 0 0 〇 1 0 0

113 ー ハエ目（双翅目） 0 0 0 0 ● 0 ● ● 0

114 チャイロチビゲンゴロウ 〇 〇 2 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 2 〇 1 〇 1 0

115 ホソセスジゲンゴロウ 0 0 0 〇 1 〇 1 0

116 コガタノゲンゴロウ VU VU 〇 1 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 1

117 ハイイロゲンゴロウ 〇 1 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 2 〇 〇 2 〇 〇 2

118 コシマゲンゴロウ 0 0 0 0 〇 1 〇 1

119 ウスイロシマゲンゴロウ NT 0 〇 1 〇 1 0 〇 〇 2 〇 1

120 シマゲンゴロウ属 0 ● 0 0 0 0 0

121 アンピンチビゲンゴロウ DD 0 0 0 〇 〇 2 0 0

122 チビゲンゴロウ 0 〇 〇 〇 3 〇 1 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 2

123 コマルケシゲンゴロウ NT NT 0 〇 1 〇 1 0 0 0

124 マルケシゲンゴロウ属 0 0 0 0 〇 1 0

125 ケシゲンンゴロウ亜科 0 ● 0 0 0 0 0

126 ナガマルチビゲンゴロウ EN 0 0 0 〇 1 0 0

127 ヒメゲンゴロウ 0 0 〇 〇 2 0 0 0

128 ゲンゴロウ科 ● 0 0 〇 1 0 0 0

129 コツブゲンゴロウ 0 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

130 コツブゲンゴロウ科 0 0 ● ● ● 〇 1 0 0 ● 0

131 トゲトゲバゴマフガムシ 0 0 0 〇 1 0 0

132 ゴマフガムシ属 〇 〇 2 0 0 ● 〇 1 0 0

133 セマルガムシ 0 〇 1 〇 1 0 〇 〇 2 0

134 キベリヒラタガムシ 0 0 〇 1 0 〇 1 0

135 タマガムシ 0 0 〇 〇 2

136 キイロヒラタガムシ 0 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3

137 ヒラタガムシ属 〇 1 ● ● 0 0 0 0 ● ● 0

138 ルイスヒラタガムシ 0 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 2

139 スジヒラタガムシ NT 0 0 〇 1 0 0 0

140 スジヒラタガムシ属 0 ● 0 0 0 0 0

141 コガムシ DD VU 0 0 0 〇 〇 2 0 〇 1

142 チビマルガムシ DD 0 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 0

143 マルチビガムシ 0 0 0 0 〇 1 0

144 マメガムシ 0 〇 1 〇 1 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3 〇 〇 〇 3

145 ヒメガムシ 0 〇 〇 〇 〇 4 〇 〇 2 〇 〇 〇 3 〇 〇 2 〇 〇 2

146 ガムシ科 0 0 ● 0 0 ● ● 0 0

147 マルハナノミ マルハナノミ科 0 0 0 0 〇 1 0

148 イネゾウムシ イネミズゾウムシ 要対策 0 0 0 〇 1 〇 1 〇 1

計 7種 11種 1種 3種 30種 28種 39 30種 39種 43種 29種 64 29種 45種 29種 23種 70 36種 35種 41種 26種 63 25種 48種 40種 28種 67 28種 31種 34種 0種 53

※河川水辺の国勢調査のための生物リスト（令和３年度）

※その他任意調査でコガムシ（環境省レッドリストDD、福岡県レッドデータVU)が確認されている

コウチュウ ゲンゴロウ

コツブゲンゴロウ

ガムシ

ユスリカ

カ

ミズアブ

ハエ



アイランドシティはばたき公園で確認された植物一覧

環境省 福岡県 環境省※３ 福岡県※４ 2020.7 2020.10 2021.7 2021.10 2022.7 2022.10 2023.7 2023.10 2024.7 2024.10

1 イチビ ○ ○ ○

2 キンゴジカ ○ ○ ○

3 アオギリ ノジアオイ ○ ○ ○

4 アカネ ヘクソカズラ ○ ○ ○

5 アレチマツヨイグサ ○ ○ 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 コマツヨイグサ ○ ○ 重点 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 ヒレタゴボウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 メマツヨイグサ ○ ○ 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 メマツヨイグサの一種 ○ ○ 要対策 ○ ○ ○

10 エノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 ムクノキ ○ ○ ○

12 アゼナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 アメリカアゼナ ○ ○ 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 タケトアゼナ ○ ○ 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 ヒメアメリカアゼナ ○ ○ ○ ○

16 アブラナ マメグンバイナズナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 オオニワゼキショウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 ニワゼキショウ ○ ○ ○

19 アキノエノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 アキメヒシバ ○ ○ ○

21 アレチイネガヤ ○ ○ ○

22 イヌビエ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 イヌムギ ○ ○ ○

24 エノコログサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 オオクサキビ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 オヒシバ ○ ○ ○

27 カモジグサ ○ ○ ○ ○ ○

28 キシュウスズメノヒエ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 ギョウギシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 キンエノコロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 ケイヌビエ ○ ○ ○

32 コスズメガヤ ○ ○

33 コツブキンエノコロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 コヌカグサ ○ ○ 産業 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 シナダレスズメガヤ ○ ○ 重点 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 シマスズメノヒエ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ススキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 スズメノチャヒキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 スズメノナギナタ ○ ○ ○

40 スズメノヒエ ○ ○ ○

41 セイバンモロコシ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 セトガヤ ○ ○ ○

43 タチスズメノヒエ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 チガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 チクゴスズメノヒエ ○ ○ 重点 要対策 ○ ○

46 ナギナタガヤ ○ ○ 産業 要注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 ナンカイヌカボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 ニセアゼガヤ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ニワホコリ ○ ○ ○ ○ ○

外来種No. 科　名 種　名 在来種
重要な種※１ 侵略的外来種※２ 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

アヤメ

アサ

アゼナ

アオイ

アカバナ

イネ

19047
長方形

19047
タイプライターテキスト
参考資料

19047
タイプライターテキスト
2-④



アイランドシティはばたき公園で確認された植物一覧

環境省 福岡県 環境省※３ 福岡県※４ 2020.7 2020.10 2021.7 2021.10 2022.7 2022.10 2023.7 2023.10 2024.7 2024.10
外来種No. 科　名 種　名 在来種

重要な種※１ 侵略的外来種※２ 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

50 ネズミムギ ○ ○ 産業 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ハナヌカススキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 ハマエノコロ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ハマガヤ VU ○ ○ ○

54 ヒエガエリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 ヒメコバンソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 フトボメリケンカルカヤ ○ ○ 要注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 ボウムギ ○ ○ 産業 要対策 ○ ○ ○ ○

58 メヒシバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 メリケンカルカヤ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○

60 ムラサキエノコロ ○ ○ ○

61 ヤマアワ ○ ○ ○

62 ヨシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 オオバコ ツボミオオバコ ○ ○ ○ ○ ○

64 カタバミ オッタチカタバミ ○ ○ ○

65 ガマ ○ ○ ○

66 コガマ ○ VU ○ ○ ○ ○ ○

67 ヒメガマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 アイダクグ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 アゼガヤツリ ○ ○ ○ ○ ○

70 イガガヤツリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 イソヤマテンツキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 カヤツリグサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 カンガレイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 クグガヤツリ ○ ○ ○ ○ ○

75 クグテンツキ ○ ○ ○ ○ ○

76 クロテンツキ ○ ○ ○

77 コウキヤガラ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 コゴメガヤツリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 シオカゼテンツキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 タマガヤツリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 テンツキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 ナガボテンツキ ○ ○ ○

83 ハマスゲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 ヒメクグ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 フトイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

86 ホソミキンガヤツリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 メリケンガヤツリ ○ ○ 重点 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 アキノノゲシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

89 アメリカセンダングサ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 アメリカタカサブロウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

91 アレチノギク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

92 オオアレチノギク ○ ○ 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

93 オオオナモミ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 オオバナノセンダングサ ○ ○ その他 要注意 ○ ○ ○ ○

95 オオブタクサ ○ ○ 重点 要対策 ○ ○

96 オニノゲシ ○ ○ ○ ○

97 コセンダングサ ○ ○ 要注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

98 ケナシヒメムカシヨモギ ○ ○ その他 要注意 ○ ○

ガマ

カヤツリグサ

イネ

キク



アイランドシティはばたき公園で確認された植物一覧

環境省 福岡県 環境省※３ 福岡県※４ 2020.7 2020.10 2021.7 2021.10 2022.7 2022.10 2023.7 2023.10 2024.7 2024.10
外来種No. 科　名 種　名 在来種

重要な種※１ 侵略的外来種※２ 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

99 セイタカアワダチソウ ○ ○ 重点 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100 セイヨウタンポポ ○ ○ 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

101 タカサブロウ ○ ○ ○ ○

102 ナルトサワギク ○ ○ 緊急 重点対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

103 ノゲシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

104 ハルシャギク ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

105 ヒメジョオン ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

106 ヒメムカシヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

107 ヒロハホウキギク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

108 ブタナ ○ ○ ○

109 ホウキギク ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

110 ヨモギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

111 ガガイモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

112 フウセントウワタ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

113 キンポウゲ科 タガラシ ○ ○ ○

114 クスノキ クスノキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115 アレチハナガサ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

116 ダキバアレチハナガサ ○ ○ その他 ○ ○

117 ハマクマツヅラ ○ ○ その他 要注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○

118 ヒメクマツヅラ ○ ○ その他 要注意 ○ ○ ○ ○ ○

119 アキグミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

120 ナワシログミ ○ ○ ○

121 アカバナルリハコベ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

122 ハマボッス ○ ○ ○

123 サトイモ ウキクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

124 シソ ハマゴウ ○ ○ ○

125 セリ マツバゼリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

126 アキノミチヤナギ ○ ○ ○ ○

127 アレチギシギシ ○ ○ 要注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

128 イヌタデ ○ ○ ○ ○

129 ウラジロサナエタデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

130 オオイヌタデ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

131 コギシギシ ○ VU VU ○ ○ ○ ○ ○ ○

132 サナエタデ ○ ○ ○

133 ナガバギシギシ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

134 ミチヤナギ ○ ○ ○

135 ヤナギタデ ○ ○ ○

136 アカメガシワ ○ ○ ○

137 オオニシキソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

138 コニシキソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

139 ナンキンハゼ ○ ○ その他 要対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

140 トクサ イヌドクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

141 アメリカイヌホウズキ ○ ○ 要注意 ○ ○

142 イヌホオズキ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

143 オオイヌホウズキ ○ ○ ○

144 テリミノイヌホオズキ ○ ○ ○ ○

145 ウシオハナツメクサ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

146 ツメクサ ○ ○ ○

147 マンテマ属の一種 ○ ○ その他 要対策 ○ ○

クマツヅラ

グミ

タデ

ナス

ナデシコ

トウダイグサ

サクラソウ

キョウチクトウ

キク



アイランドシティはばたき公園で確認された植物一覧

環境省 福岡県 環境省※３ 福岡県※４ 2020.7 2020.10 2021.7 2021.10 2022.7 2022.10 2023.7 2023.10 2024.7 2024.10
外来種No. 科　名 種　名 在来種

重要な種※１ 侵略的外来種※２ 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度

148 ニレ ケヤキ ○ ○ ○

149 オキジムシロ ○ ○ ○ ○ ○ ○

150 サクラの一種 ○ ○ ○

151 ノイバラ ○ ○ ○

152 アカザ ○ ○ ○ ○ ○

153 アリタソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

154 イソホウキギ ○ VU ○ ○

155 ウラジロアカザ ○ ○ 要対策 ○ ○ ○

156 ケアリタソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

157 シロザ ○ ○ ○ ○ ○ ○

158 ヒロハヒメハマアカザ ○ ○ ○

159 ホソバアカザ ○ ○ ○

160 ヒルガオ イモネノホシアサガオ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

161 イトモ ○ NT EN ○ ○ ○ ○ ○

162 ササバモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

163 ツツミズヒキモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

164 ツツイトモ ○ VU CR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

165 カラスノエンドウ ○ ○ ○

166 クスダマツメクサ ○ ○ 要注意 ○ ○ ○ ○ ○

167 クズ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

168 コシナガワハギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

169 コメツブウマゴヤシ ○ ○ ○ ○ ○

170 コメツブツメクサ ○ ○ ○

171 シロツメクサ ○ ○ 要注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

172 シロバナシナガワハギ ○ ○ ○

173 タチオランダゲンゲ ○ ○ ○

174 ネムノキ ○ ○ ○ ○ ○

175 マルバヤハズソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

176 メドハギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

177 ヤエナリ（リョクトウ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

178 ヤハズエンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

179 ヤハズソウ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

180 ヤブツルアズキ ○ ○ ○

181 ミカン カラスザンショウ ○ ○ ○ ○ ○

182 ミズキ クマノミズキ ○ ○ ○

183 ヒシ属の一種 ○ ○ ○ ○ ○ ○

184 ヒシ ○ ○ ○

185 ホソバヒメミソハギ ○ ○ 要注意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

186 ミソハギ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

187 リンドウ ハナハマセンブリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合計 35科164種 94種 3種 6種 93種 45種 30種 44種 90種 72種 75種 101種 93種 75種 120種 100種 84種 113種 91種 84種 103種 76種 73種

※１ 重要な種カテゴリー：絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧ⅠA類（CR）、絶滅危惧ⅠB類（EN)、絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）、絶滅危惧Ⅱ類（VU）、準絶滅危惧（NT）、情報不足（DD）、絶滅のおそれのある地域個体群（LP）

※２ 侵略的外来種：ここでは、「生態系被害防止外来種リスト（環境省）」または「福岡県侵略的外来種リスト2018（福岡県）」の要注意外来種を除く掲載種をいう

※３ カテゴリー：緊急対策外来種（緊急）、重点対策外来種（重点）、その他の総合対策外来種（その他）

※４ カテゴリー：重点対策外来種（重点）、要対策外来種（要対策）、要注意外来種（要注意）
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